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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ｂｏｂ


地図製作　小林裕也
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　帝国暦






帝国暦元年　　　蛮ばん王おう死す。〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉の終息。


　　　　　　　　テラスティア大陸北部、ザルツ地方にルキスラ帝国建国。


帝国暦００２年　ダーレスブルグ王国、〝大橋〟の破は壊かいを試みるも失敗。北門を閉へい鎖さ。


　　　　　　　　ダーレスブルグのザイア神しん殿でん、大陸全土へ向けて遠えん征せい武ぶ官かん派は遣けんを開始。


帝国暦００３年　ダーレスブルグ王国、ルキスラ帝国に併へい呑どんされる。


帝国暦００５年　フェンディル王国、ルキスラ帝国に併呑される。


帝国暦２０９年　ルキスラ帝国、帝位継けい承しよう権けんを争あらそい内ない乱らんが発生。


帝国暦２１０年　ダーレスブルグ、公国としてルキスラ帝国より独どく立りつ。


帝国暦２１１年　フェンディル王国、ルキスラ帝国より独立。


　　　　　　　　ルキスラ帝国、内乱終息する。


帝国暦２１３年　未み帰き還かん者しや多数により、遠征武官制せい度どが大おお幅はばに見直される。


帝国暦２４６年　ルキスラ、ダーレスブルグ、フェンディルによる対蛮族バルバロス同どう盟めい成立。


帝国暦２８８年　ダーレスブルグ、北の大陸へ遠征軍を派遣。国土を大幅に拡かく大だい。


帝国暦３０３年　現げんルキスラ皇こう帝てい、ユリウス・クラウゼ即そく位い。


帝国暦３０８年　ダーレスブルグにて、遠征軍の凱がい旋せん20周年祭が催もよおされる。


　　　　　　　　そして……
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　プロローグ







　その男の人生は、戦いの連続だった。


　何十人の侵しん入にゆう者を斬きり、何百人の敵を殺したか、もはや思い出すことすら不可能だ。


　ただ使命を守り、誇ほこりをかけ、戦い続けた日々。


　彼が守っているのは、殺風景な石いし造づくりの広間だ。その中央に描えがかれた複雑な魔ま方ほう陣じん──この場所を守ることこそが、彼の使命。そして、生きる目的だった。


　男にとって、変化のない数百の年月が流れた。ときおり現れる敵てきの存在さえ、彼にとってはささやかな揺ゆらぎにすぎない。隆りゆう々りゆうたる体たい軀くと、卓たく越えつした戦せん闘とう能力を有する彼を脅おびやかすものは、いまだ現れることがなかったからだ。


　だが、その日は違ちがっていた。


「…………？」


　いままで感じたことのない気配に、男は顔をあげる。


　初めは侵入者かと思った。しかし、そうではない。


　気配は、彼のすぐ側そばにあった。目の前と言っていい。


　そして彼の目が捉とらえたのは──輝かがやく魔方陣。


　それは、いままで一度たりとも見たことがない光景だった。


　突とつ如じよとして輝き始めた魔方陣から、強い魔ま力りよくの流れを感じる。やがて魔方陣は輝きを増まし、溢あふれる魔力は男の髪かみを激しく揺ゆさぶるほどになっていた。


「…………」


　この事態に、男は思わず立ち尽つくしていた。〝驚おどろき〟という感情をあらわにしたのは、何十年ぶりだろう。あるいは、何百年ぶりかもしれない。


　そんな彫ちよう像ぞうのごとき男にとっても、この輝きは無む視しし得ないものだった。まるで魅み了りようされたかのように、男は魔方陣へと歩み寄る。


　そこからは、なにかが現れようとしていた。


　初めは、よくわからなかった。けれど、すぐに男はそれがなんであるかを理解する。


　──剣つるぎだ。


　それも魔方陣が放つ魔力以上の力を内包した、強力無比な魔ま剣けん。


　男はゆっくりと近づき、ほぼ全体を現した魔剣に手を伸のばす。


　長身な男の体格にもまったく見み劣おとりしない、長く肉厚な刀身を持つ大剣だ。その柄つかを、男は静かに、だが力強く摑つかむ。


「ッ!?」


　その瞬しゆん間かん、男の体は大きく跳はねていた。


　凄すさまじい魔力の奔ほん流りゆうに、男のたくましい筋肉が震ふるえる。骨という骨が軋きしみ、皮ひ膚ふもすべて裂さけてしまいそうになる。


「～～～～～～～～～ッ」


　けれど男は、決して剣から手を放そうとはしなかった。常人なら消し飛ぶか、あるいは正気を失ってしまいそうなほどの苦痛を受けても、歯を食いしばって耐たえる。


　魔力の閃せん光こうが広間を荒あれ狂くるい、男を打ちのめさんと乱らん舞ぶする。


　だがどれほど閃光に打たれ、苦痛と衝しよう撃げきに晒さらされても、男は逃にげるどころか手を放すことすらしなかった。むしろ、より強く柄を握にぎりしめた。


　やがて永えい劫ごう続くかと思われた魔力の暴風も弱まり、光は消えて再び闇やみと静せい寂じやくが広間に返ってくる。


　美しく磨みがかれていた石の床ゆかや壁かべはことごとくえぐられ、ひび割れ、魔方陣は原形をとどめていない。


　だがその中央に立つ男は、以前と変わらずそこにいた。


　ただ一点、大きな違ちがいがある。


　それは、男の手の中に、膨ぼう大だいな魔力を圧縮した魔ま法ほうの大剣が存在すること。


　そしてこの瞬間、男がこの魔剣を受け継つぐ者となったことだ。


「うおお…………」


　男の喉のどから、低く声が洩もれる。


「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


　やがてそれは雄お叫たけびとなり、広間の壁さえ越こえてあたりへ響ひびき渡わたる。


　それは男にとって、数百年ぶりの叫さけび。


　人生の中でも、たった二度目の雄叫びだった。




第一章『バーレスの町で』













〝冒ぼう険けん者しや〟


　彼らがいつ生まれ、そう呼ばれるようになったのかは、定さだかではない。


　魔ま動どう機き文ぶん明めいアル・メナスの崩ほう壊かい後ご、世界は混こん乱らんを極きわめ、暗あん黒こくの時代を迎むかえた。そんな血ち生なま臭ぐさい時代に、自然と彼らは生まれたと考えられている。


　蛮族バルバロスを倒たおし、遺い跡せきへと挑いどみ、失われた知ち識しきを取り戻もどす勇ゆう気きある者たち。


　彼らは弱き人々の盾たてであり、剣けんだった。







──テラスティア大陸年代記より





　　　　１




　三本の剣が創つくりし世界、ラクシア。


　この地には、大きく二つの勢力が存在していた。


　第一の剣ルミエルの力によって文明を築き上げた、人族。


　第二の剣イグニスの力によって、大いなる力を得た蛮ばん族ぞく。


　彼らは神かみ代よの時代から、ラクシア世界の覇は権けんを巡めぐって争いを続けていた。


　いくつもの文明が興おこり、栄さかえ、戦乱と共に消える──平へい穏おんな時代など、戦乱の合間のちょっとした小休止にすぎない。戦いの歴史こそ、ラクシアの歴史なのだ。


　そしていま、千年に及ぶ平穏の時代を経て、再びラクシアは戦乱の時代を迎むかえていた。蛮族による人族文明への反はん攻こう──〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉によって魔ま動どう機き文明アル・メナスは滅めつ亡ぼうし、平穏と秩ちつ序じよは完かん膚ぷ無きまで破は壊かいされたのだ。


　それから三百年。


　それでも人々は諦あきらめず、蛮族を駆く逐ちくし、遺い跡せきに潜もぐって過去の文明を取り戻もどし、再び人族の領域を取り戻しつつあった。


　そしてその先頭に立ち、自ら危き険けんの中に飛び込む命知らずたち──そんな連中のことを、人々は〝冒ぼう険けん者しや〟と呼んだ。





「さあ、もう一本来い！」


　甲かん高だかい金きん属ぞく音おんと共に、広刃の剣ブロードソードが夕焼け空の下を舞まう。


　そして剣は切っ先を下にして地面に突つき立ち、そのすぐ脇わきに少年が転がる。


「く、くそ～～っ」


　歯を食いしばり、少年はすぐに立ち上がった。剣を摑つかみ、身構える。


　茶色の髪かみに、金の縁ふち取どりがある青い瞳ひとみ。右手に剣、左手に小型の盾たてを持ち、動きやすそうな格かつ好こうをしていた。その腰こしには、複雑な文様の刻きざまれた鞘さやに入った剣が吊つるされている。


　アレク・ダーニカ──それが少年の名前だった。その顔は砂すな埃ぼこりと擦すり傷きずで薄うす汚よごれ、噴ふき出した汗あせが滝たきのように流れている。


「そんなことじゃ、実戦だとすぐ殺されるぞ」


　そして少年の前に対たい峙じしているのは、黒こく衣いの戦せん士し。


　手には大剣を持ち、まとう鎧よろいは黒。対照的にその肌はだは白く、髪はやはり漆しつ黒こくだった。長身の戦士は深しん紅くの瞳に鋭するどい眼光をたたえ、厳きびしい視線で少年を見下ろしている。


「やあああああっ」


　アレクは剣を握にぎり直すと、盾をかざして戦士へと突とつ進しんした。そして胴どうを薙なぎ払はらうように剣を振ふるう。


　ガッ！


　少年の剣は、戦士の大剣で受け止められていた。それだけでなく、受けた剣を押おし返すことで、アレクの体勢は大きく崩くずされてしまう。


「う、うわわ……っ」


「るらぁッ！」


　ズガンッ！


　戦士の剛ごう剣けんがアレクの盾を直ちよく撃げきし、十四歳さいにしては小こ柄がらな少年の体を軽かる々がると吹き飛ばす。その容よう赦しやのない一撃に、アレクはまともに受け身も取れないまま地面を転がった。


「ごほっごほっ」


「さあ立て！　もう一本だ！」


　息が詰つまり、咳せき込こむ少年に対し、戦士は情け容よう赦しやなく言葉をかける。


「こなくそ……っ」


　それでもアレクはへこたれず、よろけながらも立ち上がって剣を構えた。そこへ黒衣の戦士は即そく座ざに踏ふみ込み、大剣を振るう。


「う、うう……っ」


　一撃目は剣で受けた。だが大きく体が泳ぎ、そこを反対側から再び剣で打たれる。それもどうにか盾で受けたが、もう立っているのがやっとの状態だ。だが戦士はそんな少年を容赦なく前まえ蹴げりで吹っ飛ばす。


「立て！　次だ！」


「ちょっと、ダリウスさん！」


　さらに厳しい声をかける戦士の前へ、ひとりの少女が飛び出した。


　黒くろ髪かみに栗くり色いろの瞳をした、甲かつ冑ちゆう姿すがたの少女だ。その胸には盾形のメダルに剣を描えがいた騎き士し神しんザイアの聖せい印いんが吊され、顔立ちは凜りんとしていて勇ましい。


「いくらなんでも、無茶過ぎます！　こんな特訓繰くり返してたら、蛮族と戦う前にアレクが壊こわれちゃいますよ！」


「む……」


　少女の言葉に、黒衣の戦士──ダリウスは口ごもる。少女の背後で転がっている少年を見れば、蹴りがもろにみぞおちに入ったらしく、呼吸困難を起こして悶もん絶ぜつしていた。


「もうちょっと手て加か減げんとかできないんですか!?」


「……十分手加減したつもりだが……」


「この状態を手加減したとは言いませんっ」


　ばつ悪そうにつぶやくダリウスを一いつ喝かつし、少女はアレクを抱だき起こす。


「神々の盾、我わが神ザイアよ……この者の傷を癒いやしたまえ……」


　そして少女が手をかざし、神への祈いのりを捧ささげると、少年の苦く悶もんの表情は和やわらいでいった。神に仕える神官が得意とする、癒しの魔法だ。


「あ、ありがとう、リリアンナ……」


　礼を言うアレクを放すと、リリアンナは立ち上がって黒衣の戦士を振り返った。そして腰の剣を引き抜く。


「ダリウスさんじゃ、アレクと実力差がありすぎて練習になりません。だから、わたしがアレクに剣を教えます」


「え……!?」


　軽く安あん堵どの表情を浮かべていたアレクだったが、いやな予感にその顔がこわばった。そんな彼を、リリアンナは真しん剣けんな瞳で見つめる。


「さあ、アレク。立って」


「いやあの、え……？」


「大だい丈じよう夫ぶ。優やさしく手ほどきしてあげるから」


　万ばん人にんを安心させるような、優しい笑えみ。だがアレクには、なぜかそれが死し刑けい執しつ行こう人の笑みに見えた。


「ちょ、ちょっと待てよ、まだ呼吸がだな──」


「ザイア様の加か護ごで、傷は全部癒いえているはずよ。さあ、構えて。少々の怪け我がならわたしがまた治してあげるから、心配ないし」


「少々の怪我って、おい──」


「やああっ！」


「ちょ、マジ……っ!?」


　ガンッ！


　咄とつ嗟さに構えたアレクの盾を、リリアンナの剣が容赦なく叩たたく。少女らしからぬ一撃に、小柄な少年はまたも宙を舞った。疲つかれ切っていただけに、そのままぶっ倒たおれる。


「ほらっ、すぐ立つ！　男の子でしょ！」


　そして浴びせられるリリアンナの怒ど声せい。


「──アレクもかわいそうに」


　その光景を横目に、ウサギそっくりの姿すがたをしたタビット族の若者ヴラドは、かまどに鍋なべをかけて晩ご飯の準備を進める。




[image: ]


「次行くよ！　たああああっ」


「へぐっ」


　短い悲鳴と共に、アレクが転がる音が響ひびく。


「騎士神ザイアよ、この者を癒したまえ…………さあ次！」


「ちょ、おい──」


「せりゃあっ！」


「ごへぇっ」


「……早く晩ご飯作らないと、アレク本当に死んじゃうかも」


　友の悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうに同情しつつ、ヴラドは無言でかまどの火を強くするのだった。





「あつつつつ……」


　その日の夜。


　アレクはたき火の側そばにある大きな石の上に座すわろうとして、思わず呻うめいていた。


「大変だね、アレク」


　そんな少年に、ヴラドがカップを差し出した。柔やわらかい香かおりが、湯気と共に立ち上っている。


「香こう草そう茶ちやだよ。気休めだけど、疲つかれた体にいいからさ」


「……ありがと」


　アレクはカップを受け取り、一口すする。柔らかい香かおりが口中に広がり、確かに少しほっとなる。


「今日はいきなり、すごいしごかれっぷりだね」


「まったくだ。あの二人、手加減って言葉の意味わかってんのかな」


　そう言って、アレクは思わず苦笑を浮かべる。


　彼らはいま、街かい道どうの側で野営をしていた。蛮族が跋ばつ扈こするこの時代、たとえ街道沿いとはいえ油断はできない。特に夜は蛮族の活動も活発なので、野営するのに見み張はりを立てないのは無む謀ぼうの極きわみだ。


　そしていまはダリウスとリリアンナが寝ねており、アレクとヴラドが見張りに立っていた。


「だけど、どうして急に剣の練習なんか始めたのさ？」


「んー、まあ、いざってときのためかな。これからは、剣と関かかわらずには生きていけないからさ」


　アレクのベルトには、手て銃じゆうと長剣が吊されていた。少年は右手を銃のグリップに置き、左手の指で鞘さやを撫なでる。


「呪のろいの魔剣、か」


　ダーレスブルグ公国の王城地下に封ふうじられていた魔剣。アレクはその呪いに囚とらわれ、魔剣を手放せなくなっていた。そして腰にある剣こそ、呪われた〝蛮王の剣〟なのである。


　彼らの旅の目的は、遠えん征せい武ぶ官かんに任命されたリリアンナの、聖せい地ち巡じゆん礼れいを護ご衛えいするというものだ。だがそれと同時に、この魔剣の呪いを解除することも旅の目的だった。


「帝てい都とルキスラのライフォス神しん殿でんなら解除できるかもって話だけど」


「逆にルキスラでだめなら、絶望的だよな」


　自分でそう言っておきながら、アレクは自じ嘲ちよう気味に笑う。


（資格ねぇ……）


　アレクは魔剣を手にしたときのことを思い出す。


『逃のがれられぬ宿命を、おまえは背負うことになる……絶望に沈しずむか、栄光を得るかは、おまえ次し第だいだ……』


　アレクたちの命を救い、謎なぞめいた言葉を残していった亡ぼう霊れいの剣けん士し。その剣士の言葉を、アレクは忘れることができなかった。


（何者だったんだろう、あいつ……）


　皮ひ膚ふのはがれ落ちたおぞましい顔。実体があるのかどうかすらわからない亡霊のごとき姿。まるで〝穢けがれ〟に毒どくされきった亡者アンデツドだが、その瞳には理性と慈じ愛あいの輝かがやきがあった。


『……彼かの女じよを、頼たのんだぞ……』


　それが、亡霊の剣士が最後に残した言葉。そして〝彼女〟という言葉がリリアンナを指していることも、アレクは確信していた。


（リリアンナの守護霊……だったりしてな）


　アレクの命を救ってくれたとき、リリアンナも側にいた。逆に言えば、リリアンナがいないときに現れたことはない。


「リリアンナを、守る……か」


　口の中で小さくつぶやき、少年はたき火の側に止めてある馬車を振り返る。


　アレクの想おもいなど知ってか知らずか、その幌ほろ付きの荷台で、リリアンナは静かに眠ねむっていた。夕方の特訓とは打って変わって、その寝ね顔がおはまるっきり無む垢くな少女だ。


「──惚ほれた？」


「な、ななな、なんだよ急に!?」


　思いがけない言葉を友に浴びせられ、アレクは思いっきり動どう揺ようする。


「そりゃあ、アレク。女の子を見つめながら、『リリアンナを守る』なんてつぶやかれたりすれば、どんな鈍にぶチンでも気づくだろ」


「き、聞こえてたのか!?」


「タビット族の大きな耳を馬ば鹿かにして欲しくないもんだ」


「くそ……っ」


「で。結局彼女のこと、好きなわけ？」


「べ、別に好きじゃねぇよ、あんな暴力女」


　そう言って、アレクはぷいっとそっぽを向く。そんな幼おさななじみの様子に、ヴラドは「しししししっ」と笑う。


「ついにアレクも色気づく年とし頃ごろになったか」


「うるせぇ、そんなんじゃねぇよ！　だいたいおまえこそまだ八歳さいだろが」


「タビット族は人間の倍の速度で成長するからね。あんまり子供扱あつかいしないでくれたまえよ、アレク少年」


「黙だまれクソウサギ」


「そういうシンプルな悪わる口くちを言ってると、逆に子供っぽく見えるよ？」


「う……っ」


　ヴラドの言葉に、アレクは思わず口ごもる。


「別にいいんじゃないかな。ぼくらの仕事は彼女を守ることだし、そのほうが気合いも入るもんね。まあ、なんかいまは守られてるって雰ふん囲い気きもあるけど」


「……悪かったな」


　ふてくされたようなアレクの態度に、ヴラドはくすっと笑う。


「だけど、オレは決めたんだ」


「決めた？」


「好きとか嫌きらいとか、そういう感情抜きに、オレはリリアンナを守るってな」


　少年は決意を込こめて、そう告げる。


「あいつがいなかったら、いまごろオレは〝穢れ〟に呑のみ込こまれて、化ばけ物になってたかもしれねぇ……だから恩を返す意味でも、オレはリリアンナを守る。それだけだよ」


　魔剣の力を使ったとき、アレクの体は呪いによって〝穢れ〟を帯び、異い形ぎようと化した。だがリリアンナが触ふれることで──魔剣を鞘に収めることで、アレクは元の姿に戻もどれたのだ。


　それがリリアンナに備そなわる特別な力によるものなのか、単なる偶ぐう然ぜんなのか、いまのアレクには判断できない。けれど確かにリリアンナの抱ほう擁ようによってアレクは自分を取り戻し、いまこうして自分のままでいられている。


　アレクにとって、〝誓ちかい〟を立てる理由はそれだけで十分だった。


「カッコつけちゃって。〝愛するリリアンナを守る！〟だなんて、なかなか言えないぞ。よっ、この色男」


　しかしヴラドに茶化され、アレクは恥はずかしさに瞬しゆん時じに真まっ赤かになる。


「だっ、誰だれがいつ、ンなこと言ったよ!?」


「照れるなよー。否定すればするほどバレバレだよー？」


「だーかーらっ！　そもそもあいつは子し爵しやく家けのお嬢じよう様さまで、オレは単なる平民だ！　それにあいつにゃ侯こう爵しやくの婚こん約やく者しやまでいるんだぞ!?」


「へー、そうなんだ。だけどいいじゃない、好きになったら身分とか関係ないよ。婚約者なんか無視して略りやく奪だつ愛あい……いいねぇ」


「あのな、無理に決まってんだろ。だいたいあんなおっかねぇ暴力女なんぞ、好きになんかなるかよっ。貴族のお嬢様だと思ってたのに、とんだじゃじゃ馬──」


「うるさいっ」


　ごわんっ。


　怒ど鳴なり声と共に盾が飛んできて、アレクの頭を直撃する。


「ぐおおおおお……っ」


「……まったく……ちゃんとお昼寝できない子は……お仕置きですよ……むにゃ……」


　いきなり馬車から盾を投げつけた当人は、寝言を言いながら寝返りを打つ。


「ね、寝ぼけて盾投げるかな、フツー……」


　アレクは頭を押さえながら盾を拾う。


　会話を聞かれていたのかと焦あせったが、どうやら寝ぼけていただけらしい。リリアンナは変わらずかわいい寝顔で、「くぅくぅ」と寝息を立てていた。


「ぷくく。こりゃあどうやっても尻しりに敷しかれそうだねぇ」


「……うるせぇっての」


　笑うヴラドに、アレクは弱よわ々よわしく言い返す。


「ところで、呪いの影えい響きようとかは大だい丈じよう夫ぶなの？」


「ん……？　ああ。いまのところ、目立った影響はないな。瞳に金色の輪っかができたぐらいでさ」


　アレクは盾を置き、座り直す。たいまつの光を反射して、その目が金色に光った。


「なるほどなぁ。だけど、剣は手放したくないんだよね？」


「そうなんだよな……呪いの影響なのか、正直、ルキスラへ行くのも微び妙みようにいやでさ。この剣を手放すってことを考えただけで、なんだか不安な気分になるし」


「悪い副作用がないなら、そのまま持ってたほうがいいのかもね」


「……そんな気もするんだけどな。鞘に入れてるときは、普通の剣と変わらないし」


　肩をすくめ、魔剣をぽんっと叩く。


「ただ、剣の稽けい古こをつけてもらってたときに感じたんだけど……」


「？」


「剣をさ、抜きたくなるんだ」


「……それも、呪いの影響？」


「わからない。だけど、ダリウスでさえ負けそうになった牛頭の魔人ミノタウロスを、一撃で吹ふっ飛ばした魔剣だぜ？　そんなもん簡かん単たんに振り回したりできないだろ」


「まあね。話じゃそれは魔動機文明アル・メナスを滅ほろぼした〝蛮王〟の剣らしいし、どんな力が隠かくされているかわからないもんね」


　タビットの若者は嘆たん息そくしつつ、自分もお茶を一口飲む。


「蛮族の連中が欲しがるのも理解できるさ。だけどそれだけに、この魔剣を使いこなせたら……とも思ってね」


「おいおいアレク。魔剣の呪いに毒どくされてるんじゃないだろうね？」


「……そいつが心配の種なんだけどな」


「自覚ないわけ？」


「剣がささやきかけてくる……とか、そんなわかりやすいものはないけどさ。なんか、あるものを使わないってのもどうかなぁって感じだよ」


「呪いのせいなのか、アレク自身の欲求なのか、さすがに判断つかないけど……それで、剣の練習ってわけ？」


「いざってときに、剣の扱いにも慣れておいたほうがいいだろ？」


「……慣れる前に、アレクの心が折れなきゃいいけど」


「ま、まあ、今日は練習初日だったしな。あの二人も、明日からはもう少し加減してくれるさ。はは、ははは」


「そうかなぁ。あの二人の辞書に、手加減って言葉が載のってることを祈いのってるよ」


　ヴラドの言葉に、アレクの笑いも引きつる。


「……マジで、魔剣よりあの二人のほうが怖こわくなってきたぜ……」


　アレクは立ち上がり、少し青い顔で馬車を振り返る。


　馬車の荷台からは、変わらずリリアンナの寝顔が見えていた。一方のダリウスは、馬車のすぐ側で、毛布にくるまって寝ている。馬車の屋根には、魔法戦士である彼の作り出した使い魔フアミリアの隼はやぶさがとまっていた。


　外で寝るのは少しでも素す早ばやく危険に対応するため、とダリウス本人は言っていたが、お嬢様育ちなリリアンナに快かい適てきな寝ね床どこを提供するための方便かもしれない。


（寝顔はかわいいんだけどなぁ……）


　鎧よろいを脱ぬいで、毛布にくるまって寝ている少女の姿は、場違いなほど愛くるしい。夕方アレクをしごきまくった鬼おに教官と同一人物には、とても思えなかった。


「体持つのかな、オレ……」


「せめて応おう援えんぐらいはするよ、アレク」


　露ろ骨こつな気休めを口にする友の言葉に、少年は軽く嘆息する。


　そしてせめて気持ちを落ち着けようと、残っていた香草茶をごくりと飲み干すのだった。
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　アレクたちがダーレスブルグ公国を旅立って、五日目の夕方。


　ルキスラ帝てい国こく領りよう最さい北ほく端たんの町、バーレスの町に到とう着ちやくしたのは、もう日が暮くれる直前のことだった。


「よーっし、門を閉とじろぉ！」


　アレクたちを乗せた馬車が市門をくぐるや、衛えい兵へいたちは重く分ぶ厚あつい門を閉じ始める。


　蛮族が跋ばつ扈こする時代だけに、夜になれば市門は固く閉じられる。そして遅おくれてやってきた旅人がいようとも、朝までは絶対に開けられることはないのだ。


「危あぶなかった～。市門を前に野宿とか、冗じよう談だんじゃないもんね」


　リリアンナが御ぎよ者しや台だいに顔を出し、大きく安あん堵どの息をつく。


「いや～、本当にギリギリだったねぇ」


　荷台の後ろから閉まりゆく門を見上げ、ヴラドもほっと一息ついた。しばらくして、見上げるほど大きな門が重々しい音と共に閉じられる。


「ホント、やばいとこだったな」


　御者台に座るアレクも、小さく胸を撫なで下ろす。だが手た綱づなを握るダリウスだけは、相変わらずの無表情だ。


　ルキスラ──テラスティア大陸北部に位置するザルツ地方でも、もっとも大きな力を持つ帝国である。複ふく数すうの都市国家を傘さん下かに置き、〝ザルツの要よう塞さい〟とも呼ばれる強国だ。


　そしてバーレスも、このルキスラ帝国の傘下にある都市国家のひとつであり、北の守りの要かなめであった。町としては小規模だが、それだけに堅けん牢ろうな城じよう壁へきを持つ城じよう塞さい都市なのだ。


「よーし、そこの馬車、止まれ」


　滑すべり込こみで市門内に入ったアレクたちの馬車だったが、そこで衛兵に止められる。正面を見ればもうひとつ小さめの門があり、町の中に入る者はここで臨りん検けんを受ける規則になっているようだ。


「市内に入る前に、名前と用向きを聞かせてもらおうか」


　時間ギリギリに飛び込んできたためだろうか、応対に出た衛兵の態度は横おう柄へいに見えた。アレクは軽く眉み間けんに皺しわを寄せつつ、リリアンナを振り返る。


「遠征武官殿どの、出番だぜ」


「了りよう解かい。任せて」


　アレクの言葉を受けて、リリアンナは馬車から飛び降りた。そして衛兵に向かって、ぺこりと一礼する。


「ザイアの神官戦士……？」


「ダーレスブルグ公国のザイア神しん殿でんから派は遣けんされてきました、遠征武官のリリアンナ・オレスティです。同行者は三名。みなわたしの護衛を務める者です」


　そう告つげると、少女はアレクたちの名前を順番に告げ、遠征武官だけに与あたえられる特別な聖印を見せた。衛兵はそれを、うさん臭くさそうな表情で確かめる。


「子供の遠征武官とは、ザイア神殿の儀ぎ式しきもいよいよ形けい骸がい化かの一いつ途とだな」


　ぞんざいに聖印を返し、衛兵は面めん倒どう臭そうに告げる。


「同行する護衛も〝穢けがれ〟持ちが二人にタビットがひとり？　町の中で問題起こすんじゃないだろうな」


　明らかに悪意と侮ぶ蔑べつが込められた言葉。


　慣れているのか、ダリウスは眉まゆひとつ動かすことなく、その言葉を受け流す。だが、アレクは咄とつ嗟さに衛兵から顔を背そむけていた。


「ちょっと！」


　しかしすぐに、アレクは視線を戻すことになる。


　なぜなら、リリアンナが衛兵に食ってかかっていたからだ。


「な、なんだ……？」


「わたしのことを子供扱いするところまでは我が慢まんできるけど、アレクやダリウスに対する侮ぶ辱じよくは許せません！　さっきの言葉、取り消してください！」


「お、おい、リリアンナ──」


「わたしはザイア神殿が正式に任命した遠征武官であり、彼らは神殿が承しよう認にんした正式な護衛です。彼らを侮辱することは、ひいてはザイア神殿そのものを侮辱する行こう為いだと理解した上での発言でしょうね!?」


「い、いや、それは……」


「謝しや罪ざいしろとまでは言いません。アレクたちをまるで犯罪予備軍のように見なしたことを撤てつ回かいしてくれれば結構です」


「こ、小こ娘むすめが、ちょっと若くして遠征武官に選ばれたからと調子に乗りおって──」


「撤回する気はないようですね。だったらこちらもそれ相応の対応をさせて──」


「リリアンナ！」


　いまにも爆ばく発はつしそうな少女の前に、アレクは慌あわてて飛び込んだ。そして少女をどうにか衛兵から引き離はなす。


「ちょっと、アレク！　こういうことはビシーッと言ってやらないと──」


「いいからっ」


　アレクがリリアンナを抑おさえている間に、騒さわぎを聞きつけた衛兵たちが集まってくる。


「なんの騒ぎだ？」


「守備隊長……っ」


　門を守る隊長に問われ、衛兵は困った表情で口ごもる。そんなとき、ダリウスが御者台から飛び降りた。そして隊長と正対する。


「ダリウス……？　おまえ、〝黒い旋せん風ぷう〟のダリウスか？　冒険者を引退したと聞いていたが……」


「遠征武官の護衛に雇やとわれたんでね」


「遠征武官に……？」


「若い連中は旅慣れてないから疲れている。そっちの職務もわかるが、早いところ通してもらえないか？」


「あ、ああ。おい、通してやれ」


「ちょっと！　まださっきの言葉撤回して──むぐっ」


「リリアンナ、行くよっ」


　まだ文句を言おうとするリリアンナの口を押さえて引っ張ろうとするが、アレクの力ではびくともしない。しかしそれ以上ごねてもしょうがないと考えたのだろう。アレクの手を強ごう引いんに引っ剝ぱがすと、ダリウスに続いて馬車に戻る。


「アレク、ぼーっとしてないで馬車に戻って」


「お、おうっ」


　怒ど気きをはらんだリリアンナの声に、アレクも慌てて馬車に戻る。


「一時はどうなるかと思ったけど、無事でなによりだよ」


　ひとり馬車から様子を窺うかがっていたヴラドが、戻ってきたアレクの姿に軽く安あん堵どする。


「行くぞ」


　そして全員が馬車に乗ったのを確認すると、ダリウスが手綱を打つ。


　馬車は、ゆっくりとバーレス市内へ入っていった。
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　肉をナイフで切り、フォークでそれを口へ運ぶ。


　スープを音も立てずに飲み、パンは一口サイズにちぎって食べる。


　完かん璧ぺきな所しよ作さで、優ゆう雅がに食事を進めている──はずなのに、リリアンナの食べるスピードは誰よりも速く、食べる量は誰よりも多かった。


「……ふぅ。ごちそうさま」


　マグの水を飲み下し、少女は布で手早く口くち許もとを拭ぬぐった。貴族のお嬢様らしい洗練された動きだが、それだけに思わず圧あつ倒とうされる食べっぷりである。


「すげー……」


　そうつぶやいてしまったアレクの食事は、まだ半分も終わっていない。下町育ちの少年らしく、上品さとは無む縁えんの食べ方をしていたにもかかわらず、だ。


「じゃあ、わたしお風ふ呂ろに行ってくるね。ごゆっくりどうぞ」


　リリアンナはそう告げると、軽かろやかな足取りで食堂を後にする。


「……ご飯食べたら、一気に機き嫌げんよくなったね」


「そうだな」


　少女の背中を見送り、ヴラドとアレクは小さく肩かたをすくめる。


　彼らの今夜の宿は、〈女王の凱がい旋せん〉亭ていという冒険者の店だった。


　市内に入ったアレクたちは、今日はザイア神殿に向かわず、普通に宿を取ったのだ。リリアンナいわく、バーレスのザイア神殿は規模が小さく、まともな宿しゆく泊はく施し設せつがないからだとか。


「明らかに食事と風呂が目当てだな、あれ」


「小規模な神殿なら、食事も質素だろうし、お風呂もなさそうだもんね」


　少年とタビットは、互たがいの意見に納なつ得とくする。


　門での騒そう動どう以後、明らかにリリアンナは不ふ機き嫌げんだった。だが食事を終えるなり、調子は普段通りに戻っている。


「腹はらが減へってたから、機嫌が悪かった……のか？」


「どうだろうねぇ……」


　首を傾かしげつつ、二人は食事を続ける。


「ダリウスはどう思う？」


　そう言って、アレクは黙もく々もくと食事を続ける黒衣の戦士へ話を向けてみる。


「……女の考えていることは、正直よくわからん」


　案外上品な所作で食事を摂とりながら、ダリウスも肩をすくめる。


「だが、守るに足る人物ではあるな」


　そう告げるダリウスの言葉の意味を、アレクはすぐに理解した。


　神の許もとへ〝穢けがれ〟なき魂たましいを送ることを是ぜとする神官にとって、〝穢れ〟はまさしく共通最大の禁忌タブーだ。にもかかわらず、〝穢れ〟について侮辱されたアレクとダリウスのことで、脇わき目めも振らず衛兵とぶつかり合った。


　差別され、侮辱されることに慣れていたダリウスにとっても、それは嬉うれしいことだったのだろう。


「不足品を補ほ充じゆうしてくる。ついでに宿代と飯代も払はらっておくから、食べ終わったら好きに寝に行け」


　程ほどなくして食事を終えたダリウスは、そう言って奥おくのカウンターへと歩いてゆく。


　彼らが泊とまっている店は、一階は酒場兼けん食堂になっており、奥おくは武器防具などの装そう備びや、雑貨を扱う店てん舗ぽになっている。二階が宿泊施設になっているのもよくある造りだが、ここは大きな浴場まで完備している珍めずらしい店だった。


「しかし、風呂付きの店とはねぇ」


「リリアンナが、事前に調べてたみたいだね。食事が評判で、風呂付きの宿って条件で」


「マジかよ……女って、どこからそういう情報仕入れてくるんだ？」


「独自のネットワークがあるのかも」


「まあ、確かにメシがうまいのは嬉しいけどさ」


　アレクは肉の最後のひとかけを口に放ほうり込み、しっかりとその味を楽しんだ。それを見て、ヴラドも野菜定食を食べ終える。


「ふーっ、食った食った」


「本当においしかったね。元気出た？」


「まあ、ボチボチな」


　ヴラドの気き遣づかいに、アレクは苦笑を浮かべた。その表情を見て、タビットの若者は決意したように頷うなずく。


「なんだよ？」


「よし、アレク。せっかくだし、もっと元気出しにいこう」


「へ……？」


「いいからいいから。ついてきて」


「お、おい、どこ行くんだよ？」


　椅い子すから降りたヴラドは、アレクのズボンの裾すそを摑つかみ、引っ張っていく。


「ちょ、ちょっと、おいっ」


　戸と惑まどいながらも、少年はタビットについていくのだった。





「おいヴラド、どこ行くんだよ？」


　店の奥に向かうタビットに、アレクは再度声をかける。


「静かにして、アレク。ここから先は、足音も極力殺すんだ」


「な、なに言ってんだよ……？」


「いいかい、ここからは一歩ごとに命をかける覚かく悟ごで進むんだ。もう後あと戻もどりはできない。成功すれば天国、失敗すれば地じ獄ごくが待ってるからね」


「なんの話……まさか!?」


　前を見れば、先行するタビットの背中と、廊ろう下かの先にあるスイングドア。


　そこには、〝浴室〟と書かれていた。


「ヴ、ヴラド、おまえまさか──」


「心配するな、同志アレク。こんなときのために、ぼくは偵てい察さつする準備も完全に整ととのえている」


「誰が同志だ……ってか、おまえ」


　思わず突つっ込むアレクを無視し、ヴラドはオモチャの兵隊を取り出した。それに向かってなにやらつぶやくと、動くはずのないオモチャが動き出し、真まっ直すぐ浴室へと向かってゆく。


「操そう霊れい魔ま法ほうか!?」


「ふふふ、その通り。ぼくの魔法で人形にかりそめの魂たましいを与あたえたんだ。ぼくは人形と視界も共有することができるからね。これで安全を確保した後、現場へ突とつ入にゆうするぞ同志アレク」


「だから同志じゃねーって。しかも完全に魔法の悪用じゃねぇか！」


　文句を言っている間にも、オモチャの兵隊は浴室のスイングドアを小さく押し開け、中に入る。


「静かにしたまえ、同志アレク。お、どうやら脱だつ衣い所じよは無人のようだ。ふふふ……脱ぬいである服の数からして、入浴しているのはリリアンナだけのようだな」


「ちょ、ちょっとヴラド──」


「ぐずぐずするな、いまがチャンスだぞ！」


「おいっ」


　アレクは慌てて、ぎゅっとヴラドの長い耳を摑む。


「な、なぜ邪じや魔まをする!?　早くしないとチャンスを逃のがすぞ！」


「チャンスって、おまえ人間の女の裸はだかなんか見てどーすんだっ」


「きみこそなにを言っているんだ、同志アレク！　人間の女の裸は最高の芸術だぞ！　神秘の泉だぞ!?　それをこの目で覗のぞき見る興奮！　きみだって理解しているはずだ！」


「いやその、それはわからんわけじゃないが……いやいや、そうじゃなくて！」


「アレクだって彼女のすべてが見たいだろう？」


「べ、別にオレは見たくねぇよ、リリアンナの裸なんぞ……」


「照れるな照れるな若人わこうどよ。いざ行かん、秘密の花園へ！」


「ちょ、ちょっと待てって、おい！　そもそもタビットが人間の裸に欲情するっておかしくないか!?」


「じゃあなにかね、同志アレク。きみはウサギやウサギのぬいぐるみに欲情するのかね？」


「おまえ、タビットとしての誇ほこりとかないのかよ……」


　自分の種族の尊厳やアイデンティティなど完全にかなぐり捨てたヴラドの変態的発言に、アレクは思わず手を離はなしてしまう。


「急げ、同志アレク！　湯ゆ煙けむりの向こうから、ついに神秘の女によ体たいが接近しつつあるぞ！」


　タビットはなにやら目をグルグルさせながら、これ以上ないほど見み事ごとな忍しのび足で廊下を駆かけた。そして入り口へと近ちか寄よる。


「ふふふ……ここの隙すき間まから中がバッチリ見通せることは調査済ずみよ」


「おいこら、やめろって……っ」


　アレクは慌てて、ヴラドの後を追った。こと女の子絡がらみとなると、このタビットの行動力は常じよう軌きを逸いつするときがある。


（ヴラドっ）


　極力小声で呼びつつ、アレクはタビットの友を引き戻そうと手を伸ばした。だが勢い余ってつんのめり、小さな背中を押してしまう。


「あ……っ」


「ふおっ!?」


　どんっ。


　タビットの体は勢いよく前に転がり、スイングドアにぶつかった。それでも勢いは止まらず、そのまま脱衣所へと転がり込む。


（しまった──!?）


　アレクが、絶望的な気分になったとき。


「あれ？　ヴラド君じゃない。あなたもお風呂？」


　意外にも、とがめる声ではなく、友好的な声が聞こえてくる。


（な、なにがどうなって……？）


「もうちょっと早く来てくれてたら、一いつ緒しよに入れたのに。思ってたよりここのお風呂、広くて気持ちいいわよ？」


　そう言いながら、足音が近づいてくる。


（い、いかんっ。リリアンナはヴラドのことを、かわいい小動物かマスコット程度にしか考えていない……中身が、ただの変態タビットだとは気づいてないんだ！）


　目の前には、ひっくり返って硬こう直ちよくしているヴラド。その体に引っかかる形で、スイングドアは開いたままだ。


　手を伸ばせば、その足を摑んで引きずり戻せるかもしれない。


（リリアンナは、オレが守る……ッ）


　意を決して、アレクは手を伸ばす。


　だがヴラドの短い足を摑んだ瞬しゆん間かん、脱衣所から伸びた白い手が、タビット族の若者の体を引っ張り上げていた。


　不安定な体勢だったアレクは、そのまま前転の要よう領りようで脱衣所に転がり込んでしまう。


「どぅわ……っ」


「え…………？」


「や、やあ……」


　気がつけば、二人はヴラドを挟はさむ形で、対たい峙じしていた。


（こ、これが神秘…………）


　いろいろと肝かん心じんなところはヴラドの体で見えなかったが、そこに立っているのはまさしく女め神がみだった。


　アップにして髪かみ留どめで束たばねた髪。うなじから肩にかけてのライン。胸の谷間にはザイアの聖印が輝き、ヴラドで隠かくされた神秘のゾーンから伸びるのは、引き締しまった長い足。


　湯気に上気した肌はだは美しく、かぐわしい香りを放っていた。再び顔をあげると、なんとも情けない顔をしたヴラドの上には、戸惑った表情の少女の顔。


「アレク……？」


「いやあの、これはなんというか偶ぐう発はつ的な事故というか不幸な偶然というか、完全なる不ふ可か抗こう力りよくであってすべてはきみを守るためのだな──」


「わたしを、守る……？」


「そ、そーなんだよ！　ほら、風呂って裸ンなるから武器もねぇし、襲おそわれたら危ないだろ!?　だからなるべく近くで護衛してよーかなって思ってさ！　ちゃんと剣と銃も持ってるんだぜっ」


　アレクはそう言って、腰のベルトに吊した魔剣と銃を叩たたく。


「そんなわけだからよっ、うっかり転がり込んだのは不可抗力でだな、別におまえの裸を覗のぞこうとかそんなこと考えてたわけじゃないんだ」


「裸を覗く……？」


「う、噓うそじゃねぇぞ！」


「とか言って、本当はわたしの裸を覗きに来たんでしょ……？」


　リリアンナは頰ほおを赤らめ、怒おこったような顔でアレクを睨にらむ。


「バッ、バッカ言ってんじゃねぇ。んなわけねぇだろ。だいたい、なんでオレがわざわざおまえの貧ひん相そうな裸見なけりゃならねーんだよ」


「ひ、貧相……？」


「オ、オレは子供にゃ興味ねーんだ。覗くなら当然色っぽい大人のおねーさんを覗くに決まってるだろ」


「こ、子供……」


「そういうこった。だから安心して着き替がえを続けてくれて──」


「ばかぁっ！」


　ずどぉんっ！


　叫さけび声と共に発せられた衝しよう撃げき波はを受けて、アレクは吹ふっ飛ぶ。


　神官が得意とする攻こう撃げき魔法、《聖弾フオース》だった。


「ちょ、おま、なにす──」


「子供で悪かったわね！　このバカ！　変態！　スケベ！　死んじゃえ────っ!!」


「ご、ごめ──はぶぁっ」


　リリアンナはヴラドで体を隠しつつ、容よう赦しやなく《聖弾》の魔法を乱射していた。適当にぶっ放しているせいか、扉とびらや壁が次々に粉みじんになる。


「ちょっと待て、おまえ無茶すんな──」


「ザイアよ、敵てき砕くだく力を我われに！」


「ぐわっ」


「力を！」


「ごへっ」


「ちちち、力を────っ!!」


「や、やめ、どは──っ」


　もはやアレクには弁解の余地もなく、ただ逃にげることしかできなかった。闇やみ雲くもに放った《聖弾》が、廊下の壁をバカスカ打ち砕く。


「な、なんでオレがこんな目に……っ」


　少年は半分泣きそうになりながら、とにかく全力で走る。


　そして結局、店からも飛び出すのだった。





　　　　４




「……ひどい目にあった……」


　どこをどう走ったのやら、アレクは気がつけば小さな公園で足を止めていた。


　ダーレスブルグと違ちがい、バーレスの市街は街がい灯とうが少ない。だから石いし畳だたみが敷しかれ、幾いく本ほんかの樹じゆ木もくが並ならぶ公園には、死角になる陰かげが多かった。


「まったく、ヴラドの野や郎ろう……」


　アレクは腰こしのベルトに魔剣と銃じゆうがあることを確認すると、右手で銃を抜いた。公園に置かれていたベンチに腰こし掛かけ、銃口を自分に向ける。


「魔動制御球マギスフイア起動。ヒーリング・バレット装そう塡てん」


　アレクが魔動機文明語で起動語コマンドワードを唱となえると、右手にとめてあった赤い球きゆう体たいから翅はねが広がり、宙に舞まう。そして球体から魔元素マナの輝きが走り、銃に癒しの力を与える。


「う……っ」


　ダンッ。


　短い発射音と同時に、アレクの体が揺ゆれる。


　弾だん丸がんは、体に当たった瞬間に砕くだけ散っていた。中の魔力だけが皮ひ膚ふから染しみ込こみ、肉体が持つ生命力を活性化して傷や痛みを消してゆく。


　内出血でできた青あお痣あざは消えなかったが、《聖弾》による打だ撲ぼくは、ほぼ全快していた。


「よく生きてたなぁ、オレ……」


　一息つき、アレクはベンチから立ち上がる。そして公園内に転がっていた木の棒ぼうを見つけると、それを手に取った。


「あんなことになっちまって、どうやって帰りゃいいんだよ、くそ……っ」


　気を紛まぎらわせようと、棒をびゅんっと振る。だがふとした拍ひよう子しに上気したリリアンナの肌が脳のう裏りに浮かび、頰ほおがゆるむ。


「いいい、いかんいかんっ。オレはリリアンナを守るために同行しているのであって、そんな不純な動機で旅してるわけじゃねーんだ……よっ」


　びゅんっ、びゅんっ。


　邪じや念ねんを払うように、アレクは木の棒で素す振ぶりを繰り返す。


　連日の特訓の影響で、腕も背中も腰も、太もももふくらはぎも筋肉痛だ。だがそれでも、棒を振っている間に慣れてくる。


「──よお。精が出るじゃねぇか。〝穢けがれ〟持ち」


　だが突とつ然ぜん暗がりからかけられた声に、アレクは手を止めた。


「人気のない夜の公園で、人殺しの練習かい？」


「あんた……」


　ふらふらとした足取りで、数人の屈くつ強きような男が公園に入ってくる。そしてわずかな街灯の光がその顔を照らし出したとき、先頭にいるのが誰か、アレクは理解した。


（門にいた衛兵か……）


　アレクたちを侮ぶ蔑べつし、リリアンナを激げつ高こうさせた、あの衛兵だ。仕事は終わったのか、いまは普通の服を着ており、酒でも飲んだらしく赤ら顔をしている。


　だが剣だけは、腰に下げていた。


「バーレスの治安を守る者としては、ちょいと見み逃のがすわけにはいかねぇなぁ。〝穢れ〟はよ、ちゃんと祓はらわねぇとなんねぇだろ？」


　男は下品な声で笑い、剣を引き抜く。アレクを子供と思って舐なめているのだろう。しかも、男には他に三人の仲間がいた。誰だれひとり止めようともしないところを見ると、本気でアレクを私刑リンチにするつもりらしい。


（厄やつ介かいな話だぜ……）


　人族の世界において、〝穢れ〟は大きな禁忌タブーだ。どのような理由で穢れたかにかかわらず、強い偏へん見けんにさらされる。


　それは、〝穢れ〟の象しよう徴ちようとも言える蛮族と、神話の時代から戦い続けていることが最大の原因だろう。魂の〝穢れ〟は人を凶きよう暴ぼうにし、やがては蛮族のようにしてしまう。


　そして最後には、生ける屍しかばね、アンデッドと化す──それは、迷信でもなんでもなく、事実なのだ。それだけに、〝穢れ〟を持つ者は排はい斥せきされ、差別を受ける。


（ダリウスは、何度もこんな目にあってきたってわけか……）


　生まれながらにして〝穢れ〟を持つ、呪われ子ナイトメア。アレクはいま、心底その気持ちに共感することができた。


　同時に、どうやってこの危機を脱だつするべきか考えを巡らせる。


「さぁて、危険因子はここで排はい除じよだなぁ！」


　だがアレクが打開策を思いつくよりも早く、酔よった衛兵は剣を振りかぶって斬きりかかってきた。その攻撃をアレクは持っていた木の棒で受ける。だが、あっけなく折れた。


「く……っ」


「死ね！」


　酔った勢いに任せ、衛兵はさらに全力で剣を振り下ろした。その攻撃を、アレクは機き敏びんな足取りでよける。


「チッ」


　目標を外した刃やいばは、石畳を思い切り叩いた。殺す気の、本気の一撃だ。


（無茶しやがる……っ。だけど、よけられない攻撃じゃねぇぞ……）


　少し距きよ離りを取り、アレクは身構える。


　ほんの数日の訓練だったが、はっきりとその成果が自覚できた。以前なら無ぶ様ざまに逃にげ回ることしかできなかったところだが、いまは衛兵の動きがはっきりと見える。


　もちろん、数日訓練しただけでそこまで劇げき的てきに成長するわけではない。ダーレスブルグでの事件を通じ、何度も生死の境さかいをくぐり抜けたことで、危険に慣れてきているのだ。


　食オ人ー鬼ガの刃や牛頭の魔人ミノタウロスの巨きよ大だいな斧おのに比べれば、酔った衛兵の斬ざん撃げきなど児じ戯ぎも同然だ。ダリウスやリリアンナの特訓の方が、よほど怖い。


「このガキが……ちょこまかと！」


　石畳を打って手がしびれたのだろう。衛兵は怒いかりに任せて叫び、それに同調するように仲間も少年を取り囲んだ。さすがにこの状じよう況きようで無事でいられると思うほど、アレクも楽観的ではない。


（まいったぜ……っ）


　気がつけば、左手が魔剣の鞘を摑んでいた。とてつもなく抜きたい衝しよう動どうにかられるが、どうにか理性がそれを押しとどめる。


（もしいまこいつを抜いて、あのときみたいになったら……）


　膨ぼう大だいな破は壊かいの魔力でミノタウロスを消しよう滅めつさせ、城の地下に大おお穴あなを穿うがった魔剣の力。もし再びあの力が放たれれば、衛兵たちなど軽く消滅し、市街にも被ひ害がいが出るだろう。


　そしてアレク自身、今度こそ完全に〝穢れ〟きってしまうかもしれない──その恐きよう怖ふに、体が硬こう直ちよくする。


「足を狙ねらえ！　逃げられないようになぁ！」


　衛兵とその仲間たちは、徐じよ々じよに包囲の輪を狭せばめてくる。


　逃げ場はない──アレクの手のひらがじっとりと汗あせばみ、魔剣が鞘の中でカタカタと震ふるえる。


『抜け……』


　剣が、ささやきかけてくる。


　錯さつ覚かくか、あるいは思い込みかもしれない。けれど、アレクはその声を確かに聞いた。同時に、胸の奥に熱い感情が生まれてくる。


『抜け……そして、滅ほろぼせ……』


　再び、ささやきかけてくる声。


　心しん拍ぱく数すうがあがり、呼吸が乱れてくる。理り不ふ尽じんに対する怒いかりがじわじわと心を支配してゆき、凶暴な衝動がアレクを突き動かそうと鎌かま首くびをもたげる。


「──おまえたち、なにをしている!?」


　しかしアレクが魔剣を引き抜こうとした寸前、第三者の声が公園に響いた。


　特別大きな声ではない。けれどその声は凜りんとしていて、それでいて涼すずやかであり、無視することのできない魅み力りよくに溢あふれていた。それゆえ、酔った男たちも思わず振ふり向いてしまう。


　そこにいたのは、ひとりの男。


　だが一見すると、女のようにも見えた。


　金色の髪に、角状の髪かみ飾かざり。透すき通るように白い肌はだをしており、その顔立ちは恐おそろしいほどに美しい。


　黒を基調にした服をまとい、その腰には剣。線が細く見えるが、その立ち居い振ふる舞まいからは、達たつ人じんらしい隙すきのなさが感じられる。


「誰だおまえはッ」


「見ればまだ幼さの残る少年を、酔った大人が大勢でいたぶろうという情けない情景。このような無法、見過ごすわけにはいきません」


　金きん髪ぱつの剣士は鞘さやに左手を置き、男たちを睨にらむ。


「う、うるせぇっ。こいつは〝穢れ〟持ちだ！　殺されたって文句は言えねぇだろうが！　テメェもこいつに肩かた入いれすんなら、容赦しねぇぞ！」


「ほう……どう容赦しないんですか？」


　すごむ衛兵だったが、金髪の剣士はまったく動じない。むしろ逆に、衛兵はその深ふか緑みどりの瞳に射いすくめられ、びくりと体を震ふるわせる。


「くそっ！」


　恐きよう怖ふに負けるようにして、衛兵は金髪の剣士へ剣を振り上げる。だがその剣が振り下ろされるよりも早く、衛兵の喉のど元もとに細剣レイピアの切っ先が突きつけられていた。


「精神の高こう潔けつさは、〝穢れ〟のあるなしが決めるのではありません……明日も元気に仕事をしたいなら、さっさとここから消えなさい」


「う、う……」


　鋭するどい切っ先を前に、衛兵は蛇へびに睨まれた蛙かえるのごとく、動けなくなる。そして金髪の剣士が刃を下ろした瞬間、呪じゆ縛ばくから解放されたかのように息をつく。


「お、覚えてろ……この町でなにか騒そう動どうを起こしてみろ、すぐブタ箱に放り込んでやる」


　弱々しく捨て台詞ぜりふを吐はき、衛兵の男は青ざめた顔で逃げ出した。他の男たちも、戸惑った表情でその後に続く。


「……まったく、バーレスの衛兵も程度が落ちたものです」


　金髪の剣士は剣を鞘に収め、アレクへと向き直る。


「怪我はないですか？」


「は、はい……」


　柔らかい笑みを向けられ、少年は小さく頷うなずく。


　同性でありながら、アレクは思わずその姿に魅み了りようされていた。
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「あの……助けてくれて、どうもありがとう」


　少年の言葉に、金髪の剣士は改めて笑みを浮かべる。


「何事もなくてよかった。でも、少し打だ撲ぼくがあるようだね」


「いや、これはその……」


「じっとして……操、第二階位の快ザス・セガ・ロ・オン。地精、治癒グラド・イーア──地快アルスメデイカ……」


「あ……」


　剣士が呪じゆ文もんを唱えると、その手に淡あわい光が生まれた。その光がアレクに触ふれると、活力が体中を巡り、打撲の痛みが消えてゆく。


「うん、これで大丈夫」


「あ、ありがとう、ございます……」


　にこりと微笑ほほえまれ、アレクは恐きよう縮しゆくする。


「まったく、町の治安を守るべき衛兵が、少年相手にこんなことをするなんて……」


「いやあの……」


　実は仲間の魔法でやられました──とは言えず、思わず口ごもる。


「でもこの程度の傷ですんでよかったよ。僕の名前はスレイ。旅の剣士だ。きみは？」


「ア、アレクです。遠征武官の護衛で、この町に来ました」


「へぇ。遠征武官と言えば、騎ザ士イ神アの巡じゆん礼れい神官だね」


　スレイと名乗った剣士は、感心したように告げる。


「ずいぶん若いのに、遠征武官の護衛を務めるなんてすごいな。だけどその若き護衛官が、こんな時間にどうしたんだい？」


「え……？　あ、うん……その、剣の稽けい古こを、少ししようと思って……」


　風呂を覗いて宿から追い出されたとは言えず、つい視線が泳ぐ。


「ははは。確かにあの程度の衛兵をあしらえないようじゃ、護衛役は務まらないもんね」


「う……っ」


　天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおで、スレイは厳しいことをグサリと言う。


「なんだったら、僕が稽古の相手になろうか？」


「えっ!?」


「大だい丈じよう夫ぶ。そんなに驚おどろかなくても、ちゃんと手て加か減げんするよ」


「は、はぁ……」


　最近〝手加減〟という言葉が信用できなくなっているアレクは、つい適当な返事をしてしまう。


「おっと、護衛官殿どのに、手加減などと言っては失礼だったね」


「あ、いえ、いいんです。オレ、剣はまだ始めたばっかりだから」


　その言葉に、スレイはくすっと笑う。


「魔動機師マギテツクのきみが、不測の事態に備えて剣けん術じゆつを学ぶのは悪いことじゃない。咄とつ嗟さのときに、きみの身を守ってくれる」


　あっさりと、スレイはアレクの本業を見み抜ぬいていた。


　確かに魔動機師の銃じゆう使つかいは、接近戦に弱い。遠えん距きよ離りから高い火力で敵てきを圧あつ倒とうする戦い方が本分なだけに、直接刃やいばに晒さらされると、防ぐ手立てがほとんどないのだ。


「さあ、構えて」


　金髪の剣士はそう告げると、すらりと剣を抜く。


「え……？　でも……」


「遠えん慮りよはいらないよ。僕は、きみの迷いを解といてあげたいんだ」


「は、はあ……」


「さあ、剣を抜いて」


　笑顔だが、有う無むを言わせない態度。


（強ごう引いんな人だなぁ……）


　気がつけばもう、断ことわれる雰ふん囲い気きではなかった。柔にゆう和わで穏おだやかな印象だが、相当に押しが強い。


　殺気がないからか、正対してもまったく恐怖を感じない。だがアレクの心には、別の恐怖心があった。


〝蛮王の剣〟を抜く──そのことに対する恐怖が。


「──魔剣を抜くのが、怖い？」


「!?」


　スレイの言葉に、アレクはびくりとなる。


「この剣のこと、知ってるのか……？」


「詳くわしくは知らないよ。だけど、それが相当な力を持っていることはなんとなくわかる。その力に、きみが怯おびえていることもね」


「オレが……」


「この世界には、様々な魔剣が存在する。富をもたらすもの、死を与えるもの、不幸を呼び込むもの、あらゆる望みをかなえるもの……だけどね、結局は剣も道具だ。使う者次し第だいで、聖剣にも邪剣にもなる」


「だけど、この剣は……」


「剣を下げている以上、いつか抜かなければならないときが来る。そのとき、きみは果たして抜けるのかい？」


「それは……」


　アレクは恐おそる恐おそる、剣けんの柄つかに手をかける。


　魔剣に眠る力は、アレクのような若じやく輩はいにさえ感じられた。もし鞘から抜き放てばどうなるか──恐ろしい想像ばかりが脳裏をよぎる。


『抜け……』


　再び聞こえてくる、声。


　凶暴な感情が胸の奥に浮かび、手のひらがじっとりと汗ばむ。


『抜け……破壊しろ……』


　アレクはごくりと唾つばを呑のむ。体が震え、唇くちびるが乾かわく。


「アレク！」


　そんな少年を、スレイは一いつ喝かつしていた。


「恐怖がささやく声に、耳を傾かたむけるな。そんなものは幻げん覚かくにすぎない」


「幻覚……？」


　我われに返ったように、アレクは視線を上げていた。真剣な表情のスレイが、目の前にいる。


「心を落ち着けて、平常心で抜くんだ。ゆっくりと、恐おそれることなく……」


「平常心で、抜く……」


　剣を摑む手に、少しだけ力を込める。それだけで、剣は鞘からゆっくりと抜け始めた。


　邪じや悪あくな気配も、破は滅めつ的な力も、そこからは感じられない。初めて抜いたときのような、すさまじい衝撃もない。


　まるで普ふ通つうの剣を抜くような、それでいて力強い相あい棒ぼうをその手にしているような感覚。


　そして気がつけば、アレクは魔剣を完全に抜き放っていた。


「ね？」


「あ、ああ……」


　魔剣を手に、アレクは茫ぼう然ぜんとその刃を見る。


　白銀に輝く美しい刀身。秘ひめられた魔力を隠しきれないかのように、刃はまるで塗まみれたように光を放っている。そして刀身の中央に走る溝みぞには、赤い光が宿っていた。


「……美しい剣だね。凄すごい力を感じるけど……でも、すっかりきみの手に馴な染じんでいるみたいだ」


　惚ほれ惚ぼれした様子で、スレイはつぶやく。


「さあ、打ち込んでおいで。その剣を持つ以上、きみはそれを手足のように自在に扱あつかえるようになっておかないといけない」


「……わかった」


　アレクもこくりと頷き、剣を構えた。そして小さく一礼すると、一気に石畳を蹴ける。


「やああああっ」


　夜の公園に赤い軌き跡せきが走り、アレクの魔剣がスレイを打つ。だが金髪の剣士はそれを軽々といなし、再び正面で剣を構えた。


「さあ、どんどん打ってきて。時々は僕も反はん撃げきするから、油断はしないようにね」


「はいっ」


　スレイに導みちびかれるまま、アレクは剣を振るった。


　魔剣は驚くほど軽く、風のように鋭く走る。それをスレイは細剣で受け流し、ときには反撃を交えてアレクをドキッとさせた。だが刃がアレクの体に触れることはなく、またスレイの構える位置に剣を打ち込むのがとにかく楽しい。


（なんだか変な人だと思ったけど……）


　気づけば、アレクは夢中になっていた。


　まるで舞まいを舞まうような剣の流れと動き。時が経たつのも忘れるほど、アレクは全身全ぜん霊れいで剣を振るった。


　濃のう密みつな時間が過ぎ去り、スレイが大きく後こう退たいする。


「アレク、きみはとても筋すじがいい。その魔剣を持つ資し格かくは、十分あるよ」


「あ、ありがとう……」


　気がつけば、アレクは全身汗あせだくになっていた。息もすっかりあがっていたが、苦しいというよりも心地ここちよい疲ひ労ろうが体を包んでいる。


「あとは、そのまま平常心で剣を鞘に戻せばいい。それができるなら、なんの問題もなくその剣を使いこなすことができるはずだよ」


「……わかった」


　アレクは頷き、大きく深呼吸してから剣の切っ先を鞘に当てた。そして慌てることなく、ゆっくりと刀身を鞘の中へと収めてゆく。


「そうだ……それでいい。上じよう手ずだよ」


　パチン、と剣が鞘に収まる。それを見て、スレイはにっこりと微笑ほほえんだ。


「すごい……」


「きみは自分が、その魔剣の主あるじだということを忘れないことだ。心を強く持てば、魔剣は持ち手のために働くからね」


　そう言って、スレイも剣を収めて少年に歩み寄る。


　そして、アレクの剣に手を伸ばした。


「!?」


「つ……っ」


　バチッと、まばゆい魔力の輝きが弾はじける。


　スレイはすぐに手を引っ込めたが、明らかに血が飛び散っていた。アレクは驚き目を見開くが、金髪の剣士は苦笑を浮かべるだけだ。


「スレイ、手が──」


「大丈夫、たいしたことないよ。それよりこの剣、持ち主以外が持つことを、相当嫌きらってるみたいだね。この調子なら、誰にも奪うばわれそうにないな」


　素早く手を布で覆おおい、体の陰に隠す。だがその布がすぐに朱しゆに染まるのを、アレクは見み逃のがしてはいなかった。


「楽しかったよ、アレク。そろそろ帰らないと、仲間が心配するだろう？」


「だけど──」


「手のことなら心配しないで。僕が癒しの魔法を使えるのは、見ていただろう？」


「うん。でも、稽古をつけてもらったお礼もしたいし……」


「気にしないで、アレク。僕も楽しかったし、十分収しゆう穫かくは得られたからね」


「収穫……？」


　問い返すアレクに、スレイは無言の笑みを浮かべただけだ。優しく、心を穏やかにするような笑み──だがそれ以上誰も踏み込むことを許さない、拒きよ絶ぜつの笑みでもあった。


「宿はどこ？　帰り道はわかる？」


「泊まっているのは、〈女王の凱旋〉亭って冒険者の店だけど……大丈夫です、帰れます」


「そうか。あそこはいい宿だ。ゆっくり休むといいよ」


　泊まったことがあるのか、スレイは納なつ得とくしたように頷く。


「ありがとう、アレク。今夜は本当に楽しかった」


「こっちこそ、なんて言っていいのか……」


「旅をしていれば、いずれまた会うこともあるよ。それじゃあ、また」


「じゃあ、また」


　スレイは軽く手を振り、笑顔のまま歩み去る。


　アレクは不ふ思し議ぎな感覚のまま、金髪の剣士を見送った。





　　　　５




「……遅おそいっ」


　ベッドで寝ね転ころがっていたリリアンナは、叫ぶように言い放つと勢いよく身を起こす。


「あのバカ、いったいいつまでどこをほっつき歩いてるのよ！」


　そのまま床ゆかに降りると、少女は壁を睨にらみつける。


　今日の宿は、狭せまいながらも個こ室しつだった。五日も野宿してきたので、奮ふん発ぱつして四人全員個室にしたのだ。


　ただ警護のために、彼女の両りよう隣どなりはダリウスとアレクの部へ屋やになっている。そしてリリアンナがいま睨んでいるのは、アレクの部屋の壁だ。


「初めて来た町で、迷まい子ごになってるんじゃないでしょうね……っ」


　アレクが帰ってくるのを待って、リリアンナはずーっと耳をそばだてていた。だが隣となりの部屋からは物音ひとつせず、扉とびらが開閉する気配もない。


「怪我してるくせに……」


　つい勢い余って、《聖弾フオース》をぶつけてしまった。《聖弾》は、当たり所によっては相手を即そく死しさせることもある。弾はずみとはいえ、明らかにやり過ぎだったと後こう悔かいしていた。


「町の中だから、大丈夫だとは思うけど……」


　どさっとベッドの上に座り、つぶやく。


「……でも〝穢れ〟持ちは迫はく害がいされることもあるし、ひょっとしたら、また蛮族が町中に侵しん入にゆうしてたりしたら……」


　リリアンナはベッド脇に置いてあったバックパックから、黄色いアヒルによく似にた道具を取り出す。


　蛮族探知機──強い〝穢れ〟に反はん応のうし、蛮族の接近を知らせてくれる魔法の品だ。どうやら魔力が尽つきてしまったらしく、もう作動しなくなっていたが、大事に鞄かばんに入れていた。そしてアヒルの首にかけてあった腕うで輪わを手に取り、自分の腕に通す。


「アレク……」


　ベッドに身を投げ出し、黄色いアヒルを胸の前で抱いた。


　腕輪もアヒルも、アレクにもらったささやかな魔法の品だ。魔力が尽きたいま、単なるガラクタなのだが……どうしても捨てられなかった。


「……早く帰ってきなさいよ……怪我、治してあげるから……」


　急に不安になって、涙なみだがにじんできた。


　アレクが魔剣に呪われたのも、〝穢れ〟を帯びたのも、みんな自分のせいだ──リリアンナは、そう考えていた。だから呪いを解きたかったし、〝穢れ〟も祓はらいたかった。


　──なのに。


「なにやってるんだろ、わたし……」


　ぎゅっと、黄色いアヒルを強く抱きしめる。だが、不安が増ましただけだった。


「……アレクのバカ……」


　つぶやき、目め許もとを拭ぬぐった。しかしそうしているうちに、今度は再び怒りにも似た感情がふつふつと湧わいてくる。


「……あんたが帰ってこないなら、こっちにも考えがあるわ……」


　勢いよく起き上がり、リリアンナは鎧に袖そでを通す。


「首根っこ摑んで、連れ戻もどしてやるんだから……っ」


　そして町の見取り図を引っ摑つかむと、扉へと向かうのだった。





　リリアンナの苦く悩のうや心配などいざ知らず、アレクは宿への帰路を急いでいた。


「やっと見み覚おぼえのあるところに出たぞ……」


　わけもわからず走ったせいで、軽く迷子になっていたのだ。だがアレクの方向感覚と記き憶おく力りよくは、すぐに帰り道を見つけ出していた。


「ずいぶん遅おそくなったけど……そっと戻れば気づかれないよな」


　リリアンナが個室を借りてくれたことに、少し感かん謝しやする。


　宿までは、もう少しのはずだ。夜も更ふけ、街路には人通りもない。


（リリアンナたちは、もう寝てるだろうなぁ）


　旅たび疲づかれでくたくたになっている体は、いますぐにでも寝たいと主張している。無意識のうちに、大きなあくびが出た。


（旅に出てまだ一週間も経たってないのに、もう何ヶ月も過ぎたみたいな気分だな……）


　下町育ちのアレクにとっても、生まれ育った町の外を旅するのは初めての経験だ。しかもその道中に剣の稽古をつけてもらい、初めてやってきた町でいきなりいくつもの事件があった。精神的にも肉体的にも、疲れるのは当たり前のことだ。


「明日は、儀ぎ式しきか……」


　このバーレスの町にも、小さいながらザイア神殿は存在し、遠征武官としてリリアンナは儀式を行わなければならない。


（どーしよ……）


　帰ってすぐ部屋に謝あやまりに行くか、それとも朝食の際に謝るか──どっちがいいか、歩きながら思案する。


　そんなときだった。


「!?」


　突とつ然ぜん、アレクの体を小こ刻きざみな振しん動どうが揺ゆさぶる。


「なんだ!?」


　震えているのは、腰の魔剣だった。


　そしてそのことに気づくと同時に、街路の物もの陰かげから何者かが飛び出してくる。


「な──!?」


　ひゅんっと音を立て、刃が走る。


　アレクはそれをすんでの所で避さけた。剣の稽古をしていなかったら、とてもよけられなかっただろう。


　だが相手の立ち回りは軽くアレクを凌しのぎ、逃げ出す隙すきを与えない。


「誰だ──うわっ」


　誰すい何かの声をかけようとするが、それさえ許さず刺し客かくは動いた。


　跳ちよう躍やくし、両手に持ったナイフを振りかざす。


（子供……いや、女!?）


　ほんの一いつ瞬しゆんだが、月明かりがその姿を照らし出していた。だがその姿をしっかりと見み定さだめる前に、刃がアレクを襲おそう。


「く……っ」


　鞘に収めたままの魔剣で、アレクは必殺の凶きよう刃じんを受ける。その衝しよう撃げきは意外なほど強く、小柄な少年は吹っ飛ばされた。街路の石壁に叩たたきつけられるが、おかげで倒れずにすむ。


（つ、強いぞ、こいつ……っ）


　付け焼き刃の剣術では、とても凌しのぎきれる相手ではない──アレクの背中から冷たい汗が噴ふき出し、恐怖に心拍数が上がる。


　街路に人気はない。助けを呼んでも、殺されるまでに間に合うかどうか。


「あの衛兵たちの仲間か!?」


　なんとかそう叫ぶが、当然のように答えは返ってこなかった。代わりに、疾しつ風ぷうのような双そう刃じんがアレクを襲う。


「どわっ」


　一本は魔剣の鞘で受けた。だがもう一本をかわそうとして、今度は街路脇に積まれていた木箱に足を取られてひっくり返ってしまう。


（しまった……っ）


　硬かたい石畳で体を打ち、息が詰つまる。そこへ、刺客はすかさず飛び込んできた。


「こんなとこで……ッ」


　アレクは魔剣を抜こうと力を込める。だが小柄な刺客は片かた膝ひざで魔剣ごと少年の体を押さえ込み、ナイフを振りかぶる。


「…………っ!?」


　もう、声さえ出せなかった。


　絶対なる死の運び手を前に、舌すら動かすことができなかったのだ。


　ひたりと首くび筋すじに刃が当たり、もう一本は頭上に振り上げられている。


　万ばん事じ休す──アレクはたまらず目を閉じる。


　だが。


　意外なことに、最さい期ごの瞬間はやってこなかった。


　恐る恐る目を開けば、そこには先ほどと変わらない構えのまま、刺客がアレクを見下ろしている。


　おぼろげな月明かりを浴び、かすかに浮かび上がる顔の輪りん郭かく。


　そしてその顔を、アレクは覚えていた。


「きみは……」


　無表情な顔とは対照的な、いまにも泣き出しそうな瞳。


　ぼろ布をまとってはいるものの、それはダーレスブルグの街で出会った、蛮族のしもべとして使われていた人造人間ルーンフオークの少女だった。


「──ザイアよ、敵砕く力を我に！」


　だがアレクが言葉をかけるよりも早く、少女の体を衝しよう撃げき波はが襲っていた。咄とつ嗟さに身を守るが、華きや奢しやで小柄な少女は吹き飛ばされる。


「!?」


「リリアンナ!?」


　街路に姿を現したのは、アレクの言葉通りリリアンナだった。神官戦士の少女は、剣を抜いて突とつ進しんしてくる。


「だめだ、リリアンナ！　この子は──」


「どいて！」


　アレクは暗殺者の少女の技量を身をもって知っている。接近戦になれば、リリアンナでさえ危険だろう。


　だがリリアンナはまったく意に介かいさず、決死の表情で走る。


「えいっ！」


　リリアンナの斬ざん撃げき。だが暗殺者の少女は軽かろやかなバックステップでこれを避けた。


（まずい……っ）


　そのわずかな動きだけで、明らかに技量の差が見てとれた。アレクは咄とつ嗟さに腰の銃へ手を伸ばしたが、二人がかりでも倒たおせる相手とは思えない。


　だが。


「!?」


　暗殺者の少女は、後退した勢いのまま、大きく後方へと跳ちよう躍やくしていた。そのまま街路の壁を乗り越こえ、闇やみの中へと消えてゆく。


「ま、待て！」


　追いすがろうと、リリアンナが走る。だが、すでに暗殺者の少女の気配はなく、もはや足音さえ聞こえてこない。


「見逃して……くれた？」


　遠征武官を殺すのが目的でも、アレクの魔剣が狙ねらいでも、これほど絶好の機会はなかったはずだ。にもかかわらず、刺客は結局、一いつ滴てきの血も流させることなく姿を消した。


「あの子……」


　少女が消えた方向を茫ぼう然ぜんと見つめ、アレクはつぶやく。


　しかし夜の闇はすべてを包み、なにも答えてはくれない。


　月だけが、静かにバーレスの町を照らしていた。




第二章『儀ぎ式しきの真しん実じつ』













　隆りゆう盛せいを誇ほこった魔動機文明は、ついに人じん造ぞうの生せい命めいさえも生み出した。


　ルーンフォーク──人間と同じ姿すがたをし、同じ能力を持ち、不ふ平へいを言わず、使つかい捨すてできる造られた命。


　だが彼らはあまりに人間に近すぎ、あまりに感情豊ゆたかすぎた。


　やがて人じん権けんが認みとめられ、一いつ定ていの権けん利りが認められ、社会へと参加するようになる。


　それでも彼らは、自らの要よう求きゆうを声こわ高だかに叫さけぶこともなく、それまでと変わりなく誰だれかの役に立つことを喜びとした。


　そしていまも、彼らは誰かのために生きることを望み、それを幸せと感じている。







──ある魔動機師の手記より
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　翌朝。


　アレクの寝ね覚ざめは最悪だった。


　結局再度の襲しゆう撃げきを警けい戒かいして、アレクはダリウスと同室に変へん更こう。リリアンナもヴラドと同室になり、それぞれの入り口や窓をダリウスの魔ま法ほうで固く閉とざすことになった。


　そこまでしても、命を狙ねらわれた恐きよう怖ふ──そしてその相手が、アレクが命を救ったルーンフォークだったという事実に、少年は思い悩なやまされることとなったのだ。


　結果としてほとんど眠ねむれず、起きたときは完全に寝ね不ぶ足そく状態だった。


（リリアンナに吹っ飛ばされるわ、衛えい兵へいに絡からまれるわ、助けた女の子に襲おそわれるわ、昨日きのうはさんざんな一日だったなぁ……）


　アレクはあくびを嚙かみ殺すついでに、朝食のパンを嚙みちぎる。


　宿の一階にある食堂で、アレクたち四人は朝食を摂とっていた。メニューは、焼きたてのパンに卵と燻くん製せい肉を焼いたもの、それに野菜のスープだ。冒ぼう険けん者しや相手に商売しているだけに、分量はかなりある。


　今日は天気もよいらしく、窓からは穏おだやかな朝日が差し込み、涼すずやかな風が流れていた。まさに絵に描かいたような、気持ちのいい朝。


　だがアレクたちのテーブルだけは、まるで長なが雨あめでも続いているかのようにどんよりしていた。会話はまったく弾はずまず、ただ食事の音だけが淡たん々たんと響ひびいている。


（おい、アレク。リリアンナには謝あやまったのかよ？）


　隣となりに座っていたヴラドが、小声でそう呼びかける。


（そ、それが話しかけても無む視しされちまってよ……）


（え、えー……）


　ぼそぼそと二人はつぶやきあい、視線をテーブルの一角に向ける。


　そこには、上品な手つきで黙もく々もくと朝食を食べる、リリアンナの姿すがたがあった。


（いまのうちに謝っちゃいなよ……）


（あ、ああ……）


　頷うなずき、アレクは手を止める。


「あ、あのさ、リリアンナ……」


「なに？」


　決死の覚かく悟ごで言葉を絞しぼり出すも、ギロリと鋭するどい視線を向けられ、アレクの心は折れそうになる。


「いやあの……昨日は、悪かったなって……」


「昨日のことって？」


「え？　だからその、ほら、風ふ呂ろでさ──」


「お風呂のことだったら、もう気にしてないから」


「え……？　あ、そう……な、ならいいんだけど」


　と答えつつ、まったく許してなさそうな視線にアレクは眉まゆ根ねを寄せる。


（すっげー気にしてるように見えるんだけど……）


（そうだね……）


　アレクとヴラドは、思わず目を見合わせる。


「リリアンナ、やっぱまだ怒おこって──」


「ダリウスさん、今日の予定ですけど」


　そしてアレクの言葉を遮さえぎり、リリアンナはダリウスへ声をかける。


「朝食後、すぐにザイア神しん殿でんへ行ってご挨あい拶さつします。それから巡じゆん礼れいの儀ぎ式しきを行いますので、護ご衛えいをよろしくお願いします」


「……わかった」


　淡たん々たんとしたリリアンナの言葉に、ダリウスも短く答える。


「アレクも絶対ダリウスさんから離はなれないように。またあなたを狙ねらってくる可能性は十分あるんだから」


「お、おう」


　鋭するどい視線で睨にらまれ、結局アレクは言葉を呑のみ込むしかない。


「まったく……助けた相手に命を狙われるなんて……そういうことは、ちゃんと伝えておいてよね」


「わ、悪わりぃ……まさか命狙いに来るとは思わなかったからさ……」


　その言葉に、偽いつわりはなかった。


　そして夜よ討うちされてなお、アレクはあの少女に殺意があったとは思えなかった。それだけに、少し混乱がある。


（あの目のせいかな……）


　人形のような表情の奥おくに隠かくされた、悲しい瞳ひとみの光。それがアレクの脳のう裏りに焼き付いて、離はなれなかった。


「仲間なんだから、そういうのちゃんと話してよね。まったく、余計な心配させて……」


「え？　あ、ごめん、なに？」


「ひとりでフラフラ夜道を歩くなって言ったの！」


「ど、怒ど鳴なることないだろ。だいたい追い出したのはリリアンナじゃねぇか」


「宿から出て行くとは思わないでしょ。そもそも、それを言ったらあなたがお風呂を覗のぞいたりしなければ、わたしだってあんなことしなかったわよ」


「なんだ、やっぱり風呂のこと怒ってんじゃねぇか」


「そういう話じゃないでしょ！」


　ばんっと、リリアンナはテーブルをぶっ叩たたく。


「余計な心配させないでって言ってるの！　まともに剣けんも扱あつかえないくせに、ひとりで知らない町をフラフラして！　どれだけ心配したかわかってる!?」


　ついに怒いかりを爆ばく発はつさせ、リリアンナは一気にまくし立てた。だがその言いように、アレクもカチンとなる。


「誰だれが心配してくれって頼たのんだよ！　そっちこそ無む謀ぼうなんだよ！　あの子が引いてくれたからよかったものの、下へ手たすりゃリリアンナも殺されてたんだぞ!?」


「殺されないわよ！」


「いーや、勝ち目はなかったね！」


「やってみなきゃわからないわよ！」


「まぁまぁまぁまぁ！」


　テーブル越ごしに睨にらみ合う二人の間に、ヴラドが慌あわてて割り込む。


「とにかく二人とも無事だったんだし、いいじゃない！　ね？　今後は二人とも単独行動は慎つつしんで、しっかり警けい戒かいしていくってことでさ！」


　ヴラドの仲ちゆう裁さいに、二人はぷいっとそっぽを向いた。その様子に、タビットの魔ま法ほう使つかいは大きくため息をつく。ダリウスもこういうことは苦にが手てなのか、完全に我われ関せずの構えだ。


（アレクのバカ……）


（なんだよ、元をただせばヴラドのせいじゃねーか）


　思わず小声で言い合うものの、リリアンナにじろりと睨まれて口をつぐむ。


「それじゃ、食べたらすぐに出発だから」


　そしてそう告つげると、少女はすぐに席を離はなれる。それを追うように、ダリウスも食事を終えて席を立った。


「……もう一度、ちゃんと謝ったほうがいいと思うよ」


「なんでだよ、意味わかんねーよ」


　ヴラドの言葉に、アレクは唇くちびるを尖とがらせる。


　そんな少年の様子に、タビットの若者は再度大きく嘆たん息そくした。
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（まったく、人の気も知らないで！）


　うららかな陽気の中、リリアンナは眉まゆ根ねを寄せたまま街路を歩いていた。


　向かうのは、もちろんザイア神殿である。この町に来たことがあるダリウスを先頭に、リリアンナはそのすぐ後ろを歩いていた。アレクとヴラドは、その後ろだ。


（ひとりで飛び出したまま帰ってこないし、暗殺者には狙われてるし……）


　思わず洩もれる、小さな嘆たん息そく。


　バーレスの町まち並なみは、思いの外美しかった。古い石造りの町並みを、心地ここちよい風が吹き抜ぬける。空は抜けるように青く、絶好の散さん策さく日和びよりだ。


　だがそんなさわやかな朝の空気も、リリアンナの気持ちを癒いやす役には立っていない。


（どれだけ心配したか、わかってないんだから！　しかも人の話には上の空で聞いてないし……）


　恨うらめしげな視線で振ふり返れば、アレクはそっぽを向いた。思わずリリアンナもムカッとなる。


（もうアレクがどうなろうと、知ったことじゃないわ！）


　こちらも全力でそっぽを向き、ずんずんと大おお股またで歩いた。ダリウスと並ぶようにして、先頭を歩く。


「……もう少し、素す直なおになったほうがいいぞ」


「え……？」


　不意にダリウスに声をかけられ、リリアンナは思わず戦せん士しの顔を見上げてしまう。


「見えてきた。あそこが神殿だ」


「あ、はい」


　黒こく衣いの戦士は行く先を指差し、少し歩ほ幅はばを広げる。


　リリアンナも急ぎ、神殿目指して歩みを速めていた。





「やあ、ようこそいらっしゃいました！　さあさあ、どうぞどうぞ！」


　そう言ってアレクたちを出で迎むかえてくれたのは、中年の司し祭さいだった。


　騎き士し神しんに仕える司祭の多くは厳げん格かくで生き真ま面じ目めな者が多いものだが、ここの司祭は例外らしい。陽気な様子でリリアンナの手を取り、握あく手しゆをしていた。


「わたし、バーレスの神殿を預あずかる司祭のリロイ・アルバロスと申します」


　一行を礼れい拝はい堂どうへ案内しながら、司祭は名乗る。


「いやー、こんな若くて美しい遠えん征せい武ぶ官かんをお迎えしたのは初めてです。なにもないむさ苦しい神殿ですが、ゆっくりしていってくださいね」


「へぇー、本当にちっさいなぁ」


　思わず率そつ直ちよくに口走ったアレクの後頭部を、リリアンナが思いっきり拳げん骨こつで殴なぐる。


「な、なにすんだ──」


「失礼でしょ。静かにして」


　文句を言おうとしたアレクだったが、リリアンナにじろりと睨にらまれて口をつぐむ。


　しかし確かに、バーレスのザイア神殿は小さかった。


　普ふ通つうの民家とほとんど変わらない規き模ぼで、礼拝堂も二十人入れるかどうかといった大きさだ。祭さい壇だんに祭られているザイアの騎士像はそれなりに立りつ派ぱだったが、建たて物ものが小さいだけにむしろ窮きゆう屈くつそうに見える。


「はっはっは。小さいのは事実ですから、しかたありませんよ。特にルキスラ帝てい国こく領りよう内ないでは始し祖そ神しんライフォスの信しん仰こうのほうが盛さかんですからね。いやはやどうにも肩かた身みが狭せまい」


　これまたあっけらかんと、司祭は笑い飛ばす。


「五年に一度の遠征武官をお迎えするということで、祭壇もきれいに掃そう除じして清めておきました。儀ぎ式しきは、いつでもできますぞ」


　アルバロス司祭は祭壇の前に立ち、得意げに告つげる。


「あの……儀式って、ここで行うんですか？」


「はい。そのつもりですが……なにか不都合でも？」


　リリアンナの疑問に、アルバロス司祭は不思議そうに首を傾かしげる。


「いつも……ここで遠征武官の儀式をしているんでしょうか……？」


「ええ。少なくとも、先代からはそうするように教わりましたが……」


「リリアンナさん、どうかしたんですか？」


　不思議そうな表情を浮うかべる司祭の様子を見て、ヴラドがリリアンナに声をかける。


「ここ……儀式を行う場所じゃない……」


　遠征武官を務める少女の口から飛び出した言葉に、アルバロス司祭は驚おどろきの表情を浮かべる。それは、アレクも同じだ。


「た、確かに礼拝堂も狭いし祭壇の飾かざり付けも安っぽいかもしれませんが……ここの規模ではこれが精せい一いつ杯ぱいの準備でして……」


「リリアンナこそ失礼じゃねぇか。小さいながらもこんな立派な祭壇まで用意してあるってのに、そんな言い方はないだろ」
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「そういう意味じゃないの！……アルバロス司祭、本当に毎回ここで儀式を行ってきたんですか？」


「は、はい。十五年前に先代から引き継ついで以来はもちろん、先代司祭の時代もずっとここで巡じゆん礼れいの儀式を行っていると聞いています。恐おそらく、もう百年はここで儀式をしていると思うんですが……」


　アルバロス司祭もリリアンナの真意が読めないらしく、困った表情で答える。


「……ここは、違ちがう……儀式を行う場所は、もっと西のほうにあるはず……」


　リリアンナは誰だれに言うわけでもなく、少し虚うつろな眼まな差ざしでつぶやく。


「西の方角……？　ちょっと待ってくださいね」


　アルバロス司祭は首を傾かしげつつも、祭壇の奥おくにある小部屋に入り、一冊さつの冊子を持って戻ってきた。


「それは……？」


　古ぼけた書物を見て、興きよう味みが湧わいたのだろう。ヴラドがほこりだらけの冊子を下から見上げる。


「過去の儀式の履り歴れきを記録したものです。これは先代以前の時代の記録ですから、なにか書いてあるかもしれません」


　アルバロス司祭は乱暴にほこりを払はらうと、礼拝堂にある机つくえの上に置いた。それを、アレクも覗のぞき込こむ。


「百年前の記録……」


「遠征武官が全ぜん滅めつした頃ころの記録もあるのね……」


　冊子の表紙に記された年月日を見て、リリアンナは神しん妙みような声でつぶやく。


「百年以上前の遠征武官は、テラスティア大陸のかなり広い領りよう域いきを巡礼して回っていたと伝わっていますが……いまはせいぜいダーレスブルグ公国と帝てい都とルキスラを往復する程度のものですからね」


　司祭は冊子を開き、記録をさかのぼっていく。


「先代も、儀式はずっとこの神殿で行っていたようです。先々代も……」


　百年前までさかのぼっても、記述の変化はなかった。遠征武官がその巡礼の途と上じようで全滅した悲ひ劇げき以来、規模は大おお幅はばに縮小されている。だが出発点であるダーレスブルグに一番近いバーレスだけに、巡礼の儀式は必ず毎回行われていた。


　アルバロス司祭は、それでも根気強く記録をさかのぼってゆく。


　そして二百年以上さかのぼったところで、その手が止まっていた。


「どうしました……？」


「なるほど……リリアンナさんの指し摘てきは、間ま違ちがっていないかもしれませんね」


　冊子から顔をあげ、アルバロス司祭は神しん妙みような表情で告げる。


「バーレス市内の神殿で儀式をするようになったのは、二百二十年前の巡礼のときからです。それ以前は、別の場所で行われていました」


「え……!?」


「それって、どういうことだよ!?」


　当然の疑問を、アレクが投げかける。


「詳くわしい記述はありませんが……なにか事じ故こがあって、儀式の場所をここに変えたようです。以来、この神殿を預あずかる司祭はみな、なんの疑いもなくここで儀式を行ってきたわけですが……」


「じゃあ、本当に儀式を行う場所は別にあるんですね!?」


「そういうことになります」


「それがどこか、わかりますか!?」


「ちょ、ちょっと待って……」


　襟えり首くびを摑つかまんばかりの勢いで迫せまる少女の様子に、司祭はたまらずたじろぐ。


「記述が曖あい昧まいではっきりとしませんが……どうやら、西のザド山さん脈みやくのどこからしいですね。もしそれが本当なら、リリアンナさんの直感は間違ってないことになります」


「西の、ザド山脈……」


　アルバロス司祭の指し摘てきに、リリアンナは西側へと視線を向ける。


「──あのあたりは蛮ばん族ぞくも多く、物ぶつ騒そうな場所だ。当てもなくさまようには危き険けんな場所だぞ」


　それまで黙だまって成り行きを見守っていたダリウスが、ついに口を開く。


「ぼくも聞いたことがある……西の山脈を越こえた先には真っ黒な砂さ漠ばくが広がっていて、蛮族の巣そう窟くつになってるって。もし噂うわさ通どおりだとすれば、かなり危険な場所だね……」


　ヴラドも、不安なのか鼻をせわしなくひくひくさせながら言った。


「大規模な遺い跡せきがあるという噂もあって、挑ちよう戦せんする冒険者もいます。ですが、そのことごとくが帰ってこないか……帰ってきてもそのまま引いん退たいする者がほとんどです」


「〝鬼き哭こく山ざんの鬼き神じん〟か」


　司祭の言葉を受けて、ダリウスがつぶやく。


「鬼哭山の……鬼神？」


　歴れき戦せんの冒険者の重々しい言葉に、アレクはごくりと唾つばを呑のんだ。そんな少年の表情を見て、陽気な司祭も深刻な顔で頷く。


「ザド山脈には〝鬼哭山〟と呼ばれる山があって、冒険者の間ではその周辺に大規模な遺い跡せきが眠ねむっていると噂されています。ですがその山周辺に近づくと、恐ろしい番人が現れて近づく者を皆みな殺ごろしにしてしまうという伝説があるんですよ」


「み、皆殺し……何者なんだよ、そいつ……」


「……それは、わかりません。番人に遭そう遇ぐうして生きていた者はほとんどいませんし、辛かろうじて帰ってきた者の話を聞いても支し離り滅めつ裂れつなことが多く……蛮族なのか、人族なのか、あるいはそれ以外の何者なのかさえよくわかっていないんですよ」


「そんなに、強いのかよ……」


　驚きよう愕がくをなんとか呑み込み、アレクはダリウスをちらりと見やる。


「……大たい剣けんを使う、ということしか知られていない。まさに鬼神のように強く、挑ちよう戦せんしたあらゆる戦士や剣士が返り討うちにあっている」


「でも……ダリウスなら、勝てるよね？」


「……さあな。いずれ挑戦するつもりではいたが……絶対勝てるという保証はない」


　黒衣の戦士は、むっつりとした口調で告げる。


（ダリウスでも、挑戦をためらうような相手なのかよ……っ）


　そのことに気づき、アレクはごくりと唾を呑む。


「最近は蛮族の姿もたびたび目もく撃げきされているようですし、むしろ危険度は増ましていると考えるべきでしょうね……」


「そんなところを当てもなくさまようなんて……正直ぞっとしないなぁ……」


　司祭の言葉に、ヴラドがぶるると、全身の毛を震ふるわせる。


　だが、リリアンナだけは、決意の表情で小さく頷うなずいた。


「当てもなくさまようことは、ないと思う……」


「リリアンナ……？」


「こうして聖せい印いんに手を当てていると、向かうべき場所の方角を感じるの……少し、ぼんやりしてるんだけど……」


　リリアンナは遠征武官にだけ与あたえられる特別な聖印を握にぎり、告げる。そしてそのとき、アレクはダーレスブルグを襲おそった蛮族たちの話していた言葉を思い出していた。


「〝見つける者〟……」


「え……？」


「ダーレスブルグを襲った食オ人ー鬼ガたちが言ってたんだ。たぶんリリアンナのことを言ってるんだと思ってたけど……やっぱりそうなのかなって」


「わたしが……？」


　アレクの言葉に、少女は戸と惑まどいの表情を浮かべる。


「だけど〝見つける者〟って、なにを見つけるんだろうね？」


　素直な疑問を口にするヴラドに、アレクは深刻な表情を浮かべる。


「……オレは、魔ま剣けんのことなんじゃないかって思うんだ」


「まさか、ばんお……んぐっ」


　うっかり〝蛮王の剣〟と言いかけたリリアンナの口を、アレクは慌てて押さえた。その様子を見ていたアルバロス司祭が怪け訝げんそうに首を傾かしげる。


「な、なにすんの──」


（不用意に〝蛮王〟とか言うなよ！）


「む、むぐぐ……っ」


「どうかしましたか……？」


「い、いやあの！　オレ、ダーレスブルグの城の地下に封ふうじられてた魔剣に触ふれたら、呪のろわれて！　そのときもリリアンナだけが魔剣の封印を解とけたみたいだし、ひょっとしたら鬼哭山にも呪いの魔剣が封じられてるんじゃないかなぁって」


「呪いの魔剣？　その剣ですか？」


　司祭はそう言って、少年の腰こしの剣を指差す。その動きに、アレクは過か敏びんに反応していた。リリアンナからも手を放し、まるで飛び退のくように距きよ離りを取る。


「？」


「いやその……この剣って、オレ以外が触さわると危険みたいなんだよ！　ほら、司祭様も呪われたら大変だろ！」


「それはそうですが……なんなら、あとで〈呪い祓いリムーブ・カース〉をしましょうか？」


「ぜ、ぜひ」


　ダーレスブルグの大司祭でも無理だっただけに、無理だろうなぁと思いつつ、アレクはカクカクと頷うなずく。


「だけどアレク。きみの推理が正しいとすれば、巡礼の儀ぎ式しきを行う場所には、魔剣が封印されているってことになるんだけど」


「まさか、他ほかにも同じような魔剣が、複ふく数すうあるってこと……？」


「──行ってみれば、わかるだろう」


　それまで黙だまって話を聞いていたダリウスが、口を開く。


「ですが、危険な場所ですよ？」


「危険を承知で進むのが、冒険者という生き物でね」


　黒衣の戦士の答えに、司祭は笑顔を浮かべる。


「もし儀式の場に呪いの魔剣が封ふうじられていて、遠えん征せい武ぶ官かんの任務がその封印に関かかわるものならば、鬼哭山での儀式は二百二十年行われていないことになります。だとすれば、それは大問題です」


「じゃあ、ますます放置するわけにはいかねぇな」


　アレクは頷き、リリアンナを見る。


「行きましょう、鬼哭山に」


　そして当然のように、少女も頷いていた。


「──ちょっと待ってもらおうか」


　だが、意外なところから異いを唱となえる者が現れる。


　開け放たれたままの、神殿の入り口。そこに、数人の男たちがいた。


　みな揃そろいの服に鎧よろいをまとい、兜かぶとと剣で武ぶ装そうした兵士たちだ。


　しかもその先頭にいるのは、見覚えのある顔だった。


「おまえは……」


「俺おれは、バーレス守しゆ備び隊たい第十番小隊隊長、ドラン・ロラソン」


　名乗るのも面めん倒ど臭くさそうに、男は告げる。


「儀式はこの町でやってもらえませんかね？　遠征武官殿どの」


　そう告げた兵士の顔を、アレクははっきりと覚えている。


　昨夜、酔よって因いん縁ねんをつけてきた、あの衛兵の男だった。
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「どういうことですか？」


　まるでチンピラのような口ぶりの兵士を前に、リリアンナが眉根を寄せる。


「俺たち第十番小隊は、あんたの護ご衛えい任務を拝はい命めいしたんでね。あんまり勝手なことをされちゃ、困るんだよ」


　明らかに面倒臭そうな態度で、ドランは言い放つ。


　改あらためて見れば、まだ若い男だった。恐らく、二は十た歳ち前後といったところだろう。金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、顔立ちも整ととのっている。だが、その態度と表情がすべてを台無しにしていた。


「ロラソン……？」


「ダリウス、知ってるの？」


「確か、バーレスの太たい守しゆもロラソンだったはずだ」


「太守は俺の伯お父じ貴きだよ。よく覚えとけ、小こ僧ぞう」


「…………」


　尊大な男の態度に、アレクは眉まゆ根ねを寄せる。


　だがこんな若く度量の狭せまそうな男がなぜ小隊長などという役職についているのかは、理解できた。


（貴族のお坊ぼつちゃまってことかよ……）


　うんざりした気分で、とりあえず自分を納なつ得とくさせる。


「ほれ、ちゃんと警護してやるから、さっさと儀式をすませてくれ」


「……そんなこと、頼たのんでませんけど」


　冷ややかな声で、リリアンナが言い放つ。


「あのな。あんたが頼むとか関係ねぇんだよ。俺だって任務じゃなけりゃ、誰が〝穢けがれ〟持ちどもと一いつ緒しよにいるような女の警護なんかするかってんだ」


「…………っ」


　侮ぶ蔑べつの言葉に、アレクは無言で拳こぶしを握にぎる。


「……アルバロス司祭、いまの話本当ですか？」


「え、ええ。遠征武官が儀式を行う間、慣習としてバーレスの兵士が護衛をすることになっているんです。いままではこの神殿で儀式を行っていましたから、完全に形式的なものになっていたんですが……」


「そういうことだよ。これまでここで儀式を行ってきて、何事もなくバーレスはやってきた。呪いの魔剣がどうとか言ってたが、そんなカビの生はえた迷めい信しんなんぞのために町を出るとか、おまえら頭がおかしいのか？」


　ドランはこめかみに人差し指を当てると、ぐりぐりと動かしてみせる。


「……確かに遠征武官の巡礼は、形けい骸がい化かして内容の伴ともなわないものになっていました。ですがその本当の役割に気づいた以上、無視することなどできません」


「面倒臭くせぇこと言うんじゃねぇよ。騎ザ士イ神アの小さな祭りごときで、なんでわざわざ町の外に出なきゃなんねぇんだ。いいからさっさとここでやれ、ここで」


（やばい……っ）


　リリアンナがブチ切れる──アレクは少女の横顔を見て、すぐにその気配を察知する。


「あなた──」


「へぇ～。おじさんたち、町の外に出るのが怖こわいんだ」


　わざと小こ馬ば鹿かにしたような声で、アレクはリリアンナの言葉を遮さえぎる。


「……なんだと、ガキ」


（なんとかこいつら追い返さねぇと、面倒なことになりそうだぜ……）


　この兵士とリリアンナの相あい性しようは最悪だ。もちろんアレクにとっても不快な相手だから、早々に退たい場じよう願いたい。


「まあ、しょうがないよね。町の外には蛮族がいっぱいいるし、鬼哭山なんて無事に帰ってきた人のほうが少ないもんね。ビビるのも無理ないよ」


「もう一度言ってみろ、クソガキ」


「臆おく病びようなだけじゃなくて、耳も悪いの？　じゃあもう一回言ってあげるよ。臆病な兵隊さんは、町の外に出るなんて怖くて怖くてたまらないんだよね」


「テメェ──」


「もう帰っていいよ、ヘタレさん。キンタマついてないような腰こし抜ぬけの兵隊なんか、足手まといになるだけだからね。護衛はオレたちだけで十分だから心配しないで」


「誰が怖いと言ったよ!?　ああ!?」


「だって町の外に出たくないんでしょ？」


「んなわけあるか！　俺たちはバーレス守備隊の精せい鋭えいだぞ!?　蛮族ごとき、もう何十匹ぴきも殺してきてんだ！　怖いわけねぇだろ！」


　ドランは摑つかみかからんばかりの勢いでわめき散らす。


「大きな声出すなよ、おじさん。無理してついてこなくていいんだからさ」


「うるせぇ！　だったらきっちり護衛してやろうじゃねぇか！　テメェら冒険者みたいな、逃げたり隠れたりばっかしてる姑こ息そくな臆病者連中とは違うってところを見せてやるよ！」


　叫さけび、ドランは手近にあった礼拝堂の机つくえをぶっ叩たたく。


（あ、しまった……）


　そしてここで、アレクは自分の失敗に気がついた。


（挑ちよう発はつしすぎた……こりゃ絶対ついてくるぞ……）


　怒おこらせて護衛任務を放ほう棄きさせようと考えていたのだが、結果はまったく逆になってしまった。ちらりと仲間たちを見れば、冷ややかで迷めい惑わくそうな視線がアレクに集中している。


「明朝出発だ！　逃げるなよ、小こ僧ぞう！」


　不ふ遜そんな小隊長は、捨て台詞ぜりふを残して神殿から出て行った。それを見送り、誰もが大きくため息をつく。


「……失敗だったね、アレク」


「言うな、ヴラド……オレも後こう悔かいしてんだからさ……」


　改めてため息をつき、少年は大きく肩を落とす。


「なんだか、面倒なことになってきましたね」


「まったくです……」


　心底同情するように告げたアルバロス司祭の言葉に、リリアンナも思わず眉み間けんの皺しわを指で揉もむ。


「いろいろ、準備をしておいたほうがよさそうだな」


　ダリウスだけは表情を変えず、そうつぶやく。


「……みんな、ごめん」


　そしてアレクは、がっくりと頭こうべを垂たれるのだった。
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　この時代、人々にとって安全な地はほとんど存在しない。


　堅けん牢ろうな城じよう壁へきで守られた町とて、絶対安全とは言えないのだ。


　それは、一時は滅ほろびたとさえ思われていた蛮族が、突とつ如じよ三百年前に姿を現し、人族の文明社会を完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいしてしまったためだ。


　それゆえ世界の文明レベルは千年以上後退し、栄えい華がを極きわめた絢けん爛らんたる巨きよ大だい都市群は消しよう滅めつした。


　辛かろうじて人族は滅めつ亡ぼうを免まぬがれたものの、世界の半分は蛮族が支配する土地となったのだ。しかも、その支配には明確な境界線など存在しない。蛮族たちは自由に世界を闊かつ歩ぽし、自分たちの領域を暴力で主張する。


　そのため、この時代の人々は一生町から出ることなく死んでゆくのが普通だ。市し壁へきの外へ一歩でも出れば、そこは命に関わる危険な世界なのである。


　ましてや、険けわしい山さん岳がくや深い森ともなれば、その危険度はさらに大きく増ます。そうした場所はますます人じん跡せき未み踏とうの地となり、近づく者はいなくなる。


　当然、道など存在しない。


　リリアンナが巡礼の地として向かったのは、まさしくそんな秘境とも言うべき場所だった。





　神殿での一件の、翌日。


　リリアンナを中心とする巡礼隊は、予定通りバーレスの町を出発していた。


　結局ドランも逃げ出すことなく現れ、アレクたち四人と、一個小隊の兵士十二名を加えた総勢十六名というなかなかの大おお所じよ帯たいだ。食料などを載のせた荷馬も四頭いるため、ちょっとしたキャラバンの様相である。


　アレクの魔剣の呪いも、当然そのままだ。アルバロス司祭の力では、到とう底てい解かい呪じゆすることなどできなかったのだ。


　それから山を目指して道なき道を進むこと二日。


　ようやく彼らは、鬼哭山の麓ふもとまでたどり着いていた。


「これが、鬼神の守る山か……」


　アレクは険けん峻しゆんな山を見上げ、感かん嘆たんの声を洩もらす。


　標ひよう高こうそのものは、さほど高い山ではない。だが複雑に稜りよう線せんが混じり合い、木々も繁はん茂もして見通しは悪かった。道らしい道もないだけに、こんな山を登るのかと考えただけでうんざりした気分になってくる。


「ここから先は、馬は無理だな」


　ダリウスもアレクと並び、山を見上げる。


「四名残ってここに野営地を作れ。オレと残り七人は護衛任務を継けい続ぞくする」


　ドランも隊長らしく指示を出し、選ばれた四人の兵士が野営の設営準備に入る。


「リリアンナさん、目標地点はわかります？」


　ヴラドに尋たずねられた遠征武官の少女は、聖印を握にぎってしばし精神を集中する。そして目を開くと、一点を見上げた。


「……やっぱり、この山で間ま違ちがいなさそう。だんだん気配が強くなってる……」


　そう言って見つめる先には、うっそうとした森と険しい断だん崖がいがあった。到とう底てい簡かん単たんに踏とう破はできるようには見えない。


「こっちだ」


　そんなとき、ダリウスの肩に一羽わの隼はやぶさがとまった。魔ま術じゆつも扱あつかう、ダリウスの使い魔フアミリアだ。


「なにか見つけたんですか？」


　少女の問いに答えるかわりに、ダリウスは歩き出す。だがそれはリリアンナが見ていた方角とはかなりずれていた。


「おい、冒険者。そっちは目標の方角と違うぞ」


　馬ば鹿かにしたような口調で、ドランが言い放つ。だが、ダリウスが動じる様子はない。


「こっちに古い登山道がある。一直線に突つっ切るよりは、現実的なルートだ」


「登山道だと？　そんなもの、どこに──」


　疑いの声を出すドランだったが、ダリウスは無視して一枚の地図を取り出した。興きよう味みを引かれたアレクは、横から覗のぞき込こむ。


「それって……」


「鬼哭山にある遺い跡せきまでの地図だ。使い魔を使って、ある程度ルートは確かく認にんできた」


「貴様、そんなものどこで……」


「冒険者の店に出入りしている〝探さがし屋や〟から買ったんだよ」


　少し面倒臭そうに、ダリウスは答える。


「探し屋……？」


「冒険者相手に、遺跡の情報を売って生活している人たちのことですよ。危険な地ち下か迷めい宮きゆうや洞どう窟くつには入らず、その所在を冒険者に売るっていう商売ですけど。知りませんでした？」


　ドランにそう告げたのは、ヴラドである。


　冒険者にとって、〝探し屋〟はなくてはならない協力者だ。探たん索さくや野外生活に長たけた〝探し屋〟たちは日夜遺跡を探して各地を放ほう浪ろうし、そこまでの地図や周辺の情報を売るという商売をしている。冒険者の店は、そうした情報の仲ちゆう介かいも行っているのだ。


「なんだよ、そんなことも知らねぇのかよ」


「う、うるせぇ！　それぐらい知らないわけがないだろうが！」


　アレクに茶ちや化かされ、ドランは怒いかりの声を出す。


「──残念ながら、まともに生きて帰ってきた者がいない鬼哭山だけに、完全な情報ではない。だが、なにもないよりはましだろう？」


「く……っ」


　ダリウスにも冷たい視線を向けられ、ドランは歯は嚙がみする。


「助かりました、ダリウスさん。正直なところ、あの森や断崖を突とつ破ぱできる気がしなかったから……」


　熟じゆく練れんの冒険者らしい準備のよさを発はつ揮きしたダリウスに、リリアンナは笑顔を見せる。だが、黒衣の戦士の表情は、険しいままだ。


「……この道を進んだからといって、無事突破できるとは限らんがな」


「う……」


　ぼそりと告げられた言葉に、少女の表情もこわばる。


「わかっちゃいたけど、山登りするってだけでぼくは憂ゆう鬱うつだよ……」


「それこそ、兵隊さんに担かついでもらえよ」


「男に抱だかれるのは、趣しゆ味みじゃないんだ」


「……そういう問題か……？」


　ヴラドの言葉に、アレクは感心するような呆あきれるような、微び妙みような気分になる。


「とりあえず登山道の所在を確かく認にんして、今日はここで野営をしましょう。明日からはきつい山登りになりそうですから、いまのうちに体を休めた方がいいと思いますし」


　空を見れば、そろそろ日が傾かたむき始めている。リリアンナの言葉を受け、野営準備に入っていた兵士はそれを継けい続ぞくし、残りの兵士は自分の荷物を担かつぎ直した。


「兵士への命令はオレが出す。勝手に指示を出さないでもらえるか？」


「それは失礼」


　不ふ機き嫌げんそうなドランの言葉に、リリアンナはすました表情で答える。


「では、登山道の確認に行きましょう。護衛、お願いしますわ」


　そしてわざと丁てい寧ねいな口調で、金髪の小隊長に言葉をかける。


「……了りよう解かいだ」


　明らかに苛いら立だった様子で、ドランはリリアンナの言葉に従う。それを見て少女がにっこり微笑ほほえむ様に、アレクはぶるっと震ふるえた。


（女ってこえー）


「素す敵てきだ、リリアンナさん……」


　思わず小声でつぶやくアレクの横で、ヴラドはなにやらうっとりとしている。


「行くぞ」


　そしてダリウスの号令の下もと、一行は鬼哭山へと進んでいった。
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　翌日。


　無事に登山道を見つけたアレクたちは、鬼哭山へと入っていた。


　登山道と言っても、いまや通る者も絶たえ、整備する者もいない山道だ。もはや道しるべ程度のものにすぎない。


　時には見失い、足止めされつつの登山となったため、その歩みは遅おそい。それでも確実に、一行は目的地目指して進んでいた。


「……さすがに厳きびしいな」


　岩が剝むき出しになっている尾お根ねにたどり着き、アレクは大きく息を吐はく。


「このあたりで休きゆう憩けいするべきだな」


　少年より少し先を行っていたダリウスが、足を止めて振り返った。その言葉に頷うなずきつつ、アレクも後ろを見やる。


　階段状に岩が連なる急斜しや面めんを、バーレスの兵士たちが登ってきている。だが慣れない登山のため、その動きはかなりのろのろしたものだった。正規兵ゆえ揃そろいの金きん属ぞく鎧よろいをまとっているのも、文も字じ通り重おも荷にになっているようだ。


「ハァ……まったく……だらしない……ハァ……んだから……」


　やはり荒あらい息を吐きつつ、リリアンナが追いついてくる。彼女の鎧は、鎖くさりと鉄板を布ぬの地じで被ったものなので、見た目に反して兵士たちが着ているものより重い。にもかかわらず、ほとんど遅れることなくついてきていた。


「無理すんなよ」


「無理してないわよ」


　差し伸べられたアレクの手をぷいっと無む視しし、ダリウスの近くまで歩いてゆく。


（くそー……）


　もうあれから何日も経たつのに、二人はまだ完全に仲直りしたわけではなかった。微び妙みようにギクシャクしたまま、今日に至っている。


「リリアンナ、ここで少し休憩しよう」


　ダリウスはそう言って、背負っていたヴラドを降ろした。彼も同じく鎧をまとっている上に、タビットという追加の荷物まで背負っていたというのに、ほとんど呼吸を乱していない。


「ありがとう、ダリウス。助かったよ」


「たいした重さじゃない。気にするな」


　お辞じ儀ぎをするヴラドに、ダリウスは軽く手を上げて応こたえる。普通の道なら自分で歩くタビットの若者だが、岩場の段差は手足の長さ的に無理があるため、一時的に背負われていたのだ。


「ついでに軽く食事も摂とろう。無理をすると、後が続かんからな」


「はい、そうですね」


　ダリウスの言葉には素直に頷く少女の様子に、アレクは少し釈しやく然ぜんとしない気分になる。


「……だけど、凄すごいところだな……」


　少年は岩場から周囲を見回し、ごくりと唾つばを呑のみ込こむ。


　尾お根ねはまるで岩の一本橋のように次の稜りよう線せんへと続いており、左右は急斜面だ。木々も生おい茂しげってはいるが、転落すれば無事ではすまないだろう。


　そして正面には鬼哭山の山さん頂ちようから続く斜面が見えており、緑の間から人工物らしい白い柱や壁が見えていた。リリアンナの直感を信じるならば、そのあたりが目的地ということになる。


　逆に振り返れば、遠くにバーレスの町が霞かすんで見えた。天気がよければもう少しよく見えるのかもしれないが、あいにくと太陽は雲に隠かくれ、山やま肌はだにもうっすらと靄もやがかかり始めている。


「ん……？」


　そんな山の斜面に、なにか動くものをアレクは認めた。だがそれはすぐに岩いわ陰かげに隠かくれて見えなくなり、その正体もわからない。


（まさか……）


　自分を追ってくる、暗殺者の存在。そのことを思い出し、眉根を寄せる。


「風が出始めたな……」


　そんなとき、山頂を見上げていたダリウスがつぶやく。


　確かにその言葉通り、吹ふき抜ぬける風は強くなり始めていた。靄が濃こさを増しつつ、不気味に渦うず巻まく。


　オオオオオオオオ……オオオオオオオォォォォォ…………


　まるで獣けものの声のような風鳴りが、アレクの耳じ朶だを打つ。それは聞く者をゾッとさせるような、腹はらの底まで響ひびく音だった。


「鬼哭山……鬼おにが哭なく山とはよく言ったもんだぜ……」


　靄はどんどん濃こくなり、もはやバーレスの町はおろか、麓ふもとさえ見えない。


「ええい、忌いま々いましい場所だ……ッ」


　荒あらい息で文句を言いながら、ドランが追いついてくる。部下の兵士たちも続いて姿を現すが、みな一様に怯おびえた表情をしていた。疲ひ労ろうに加えて、悪くなってきた天候と、なにより不気味な風鳴りに怯えているのだろう。


「……あの声、噂うわさの番人の声なんじゃないだろうな……？」


「まさか。単なる風鳴りだろ……？」


　兵士たちは不安げにささやきあい、腰の剣にときおり手を伸ばしている。


「黙だまれ、貴様ら！　なにが番人だ！　そんなもの、オレたちの敵てきではない！　進め！」


　ドランは部下たちを一いつ喝かつし、先を急がせる。だが休きゆう憩けいの準じゆん備びを始めているリリアンナやダリウスの姿に気づき、蔑さげすんだような笑みを浮かべる。


「なんだ、おまえたち。ずいぶんと急いでると思っていたら、もう息切れか？　ペース配分を考えないから、こんなところでへたばることになるんだ」


　嘲あざけるように言い放つドランだったが、リリアンナもダリウスも完全に無視する。


「天候も悪くなってきた。ここらで休憩し、少し様子を見る」


　そう告げるダリウスに対して、ドランは再び蔑みの笑みを見せる。


「まったく悠ゆう長ちようなことだな。冒険者らしい、実に臆おく病びような判断だ」


　部下にすべて荷物を持たせているため、ひとり軽装のドランは軽快な足取りで先へ進む。だがその足は、すぐに止まった。


　なぜなら岩場の陰に、朽くち果てた死体が転がっていたからだ。


「ひ……っ」


　情けない声を一いつ瞬しゆん洩もらしたドランの様子に、アレクもそちらへ歩み寄る。それにダリウスも続いた。


「……冒険者だな。逃げてきて、ここで力ちから尽つきたのか……」


　ざっと死体を検けん分ぶんし、黒衣の戦士はそう判断を下す。


　その亡なき骸がらは、すっかり風化して白骨化していた。ボロボロになった革かわ鎧よろいをまとっており、武器は鞘さやに収まったまま転がっている。岩場に広がっている黒い染しみは、恐らく大量の出血の名残なごりだろう。


「ふ、ふん……のたれ死にとは、冒険者らしい死に様だ」


　ガンッと、ドランが頭ず蓋がい骨こつを蹴ける。その心ない行こう為いにアレクはカッとなるが、少年が動くよりも早く、リリアンナが不ふ遜そんな小隊長を突つき飛ばしていた。


「な、なにをする──」


「邪じや魔まです、どいてください」


　威い嚇かくするように鋭するどい視線で睨にらむと、少女はすぐに頭蓋骨を元の場所に戻して、騎き士し神しんザイアへ鎮ちん魂こんの祈いのりを捧ささげる。


　その祈りが、終わろうかというとき。


「!?」


　すでに岩場に座すわって休憩していたヴラドの両耳が、いきなりぴんっと立った。


「アレク、ダリウス！　あれ！」


　そして跳とび上がるようにして立ち上がると、一段と高くなっている岩場を手にした杖つえで指した。


「どうし……!?」


　アレクはすぐに岩場を見上げ、すぐに言葉を失う。


　ますます濃こさを増してきた、靄の中。


　大きな岩場の上に、そいつはいた。


「鬼哭山の……鬼神……」


　思わず、アレクはつぶやく。


　長身なダリウスよりもさらに大おお柄がらな体たい軀く。頭から突つき出した二本の角。


　ずいぶんと古めかしい鎧をまとい、その手にはすでに抜き放った大剣が握にぎられていた。


　わずかに差し込む太陽の光を反射し、両方の瞳ひとみが金きん色いろに輝かがやいている。その鷹たかのような目は、アレクたちを値ね踏ぶみするように睥へい睨げいしていた。


「あれが、この山の番人……」


　リリアンナも、緊きん張ちようした面おも持もちで巨きよ漢かんの番人を見上げる。


「本当にいたんだ……」


　ヴラドは全身の毛を逆立てたまま、ゆっくりとした動きでダリウスの陰に隠れる。


『去れ……』


　唸うなるような低い声で、番人は言った。だがその言葉を聞き取れたのは、アレクとヴラドのみ。


「いまの……魔ま動どう機き文明語だ……」


　アレクの指し摘てきに、ダリウスがぴくりと反応する。


「魔動機文明語……？」


　三百年前に蛮族が引き起こした〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉によって滅ほろんだ、魔動機文明アル・メナス。魔動機師マギテツクであるアレクは、この時代の言葉を学んでいた。


　そして番人が口にしたのは、まさに魔動機文明語だった。


『資し格かくのない者は、去れ……ここは巡礼者の証あかしを持つ者のみが、立ち入ることを許された聖せい地ちだ』
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「!?」


　番人の言葉に、アレクは目を見み張はる。


『証を示せぬならば、去れ。聖地を侵おかすというのならば、排はい除じよする』


「……彼、なんて言ってるの……？」


　リリアンナは番人から目を逸そらさずに問う。


「巡礼者の証を示せって……リリアンナ、あの番人が守ってるのは、やっぱり──」


「総員弓ゆみ引け！」


　通訳を試みようとしたアレクだったが、その声はドランの号令によってかき消される。


「な……!?」


「なにが〝鬼哭山の鬼神〟だ！　我われらバーレスの精兵が、その息の根を止めてくれるわ！」


「や、やめろ──」


　アレクが驚おどろき、振り返ったときには、もうバーレス兵たち全員が弩クロスボウを構えていた。その狙う先は、大剣を握る鬼神。


「撃うつな──」


「放て！」


　アレクの制止も空むなしく、鉄製の太矢クオレルは、一いつ斉せいに放たれていた。
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　七本の太矢が、鬼神めがけて飛ぶ。


　精せい鋭えいを自じ称しようするだけあって、その狙いは正確だった。強力な弩クロスボウの威い力りよくは、容よう易いに鎧よろいを貫かん通つうし、目もく標ひようを殺さつ傷しようしうる。


　だが。


『敵てき……か』


　鬼神はつぶやき、手にした大剣を軽く振るった。それだけで、七本の鉄製の矢は簡かん単たんに払はらいのけられる。


「なに!?」


　ドランが驚きの声をあげる。そこへ、鬼神が一気に跳ちよう躍やくした。


　靄もやをまとい、鬼神は兵士たちのど真ん中へと飛び降りる。即そく座ざに乱戦状態となった兵士は、軽いパニックに陥おちいった。そこを、鬼神は大剣で容よう赦しやなく薙なぎ払う。


　ゴオウッ！


　分ぶ厚あつい刃やいばが空気を切り裂さき、鮮せん血けつが飛び散る。


「ぎゃっ!?」


「ぐがッ」


　剣を抜く間さえなく、鬼神の至近距離にいた三人の兵士が吹ふき飛んだ。わずか一太た刀ちで、三人とも血ち煙けむりを上げて動かなくなる。


「な、なんだと……!?」


　そこでようやく、ドランも剣を抜くことができた。だが圧あつ倒とう的てきすぎる攻こう撃げきに、完全に浮き足立っている。


『敵ならば、容よう赦しやはしない』


「ひ……っ」


　鬼神の黄おう金ごんの瞳ひとみがぎらりと光る。その手にした剣もまた、黄金色に輝いていた。


「待って！　わたしたちに戦う意志はないわ！」


　だがその大剣が振るわれるよりも早く、リリアンナがドランと鬼神との間に割り込んでいた。


　その胸には、遠えん征せい武ぶ官かんの証あかしである特別製の聖印がある。鬼哭山の鬼神が本当に番人ならば、気づかないはずはない。


　しかし。


『おまえは────』


　リリアンナの姿を見た瞬しゆん間かん、鬼神の瞳に攻撃的な光が宿っていた。


「え……!?」


『──滅ほろびよ！』


　鬼神が放つ眼力──その凄すさまじい殺気を間近で浴びて、リリアンナは金かな縛しばりにあったように硬こう直ちよくする。そこへ、凄まじい剣速に残像さえ帯びた黄金の刃が走っていた。


「リリアンナ!?」


　アレクの悲鳴じみた叫び。


「!?」


　ガギッ！


　しかしその必殺の剛ごう剣けんは、リリアンナの体を両断することはなかった。同じく分厚い刃によって、しっかりと受け止められている。


『ぬ……？』


「跳ちよう梁りようもこれまでだ」


　鬼神の刃を受け止めたのは、黒衣の戦士。


　ダリウスは力任せに鬼神を突き放し、大上段から大剣を振り下ろす。


　ぎゃりんっ。


　剣と剣がぶつかりあい、致ち命めい打だを与えることなく逸それる。しかしダリウスの攻撃はそこで終わらず、呪じゆ文もんと共に手のひらが突き出されていた。


「真、第五階位の攻ヴエス・フイブ・ル・バン！　衝撃、炸裂シヨルト・スラーパ──絶掌ダルラツド！」


　体内に眠る魔元素マナが手のひらに凝ぎよう縮しゆくされ、一気に放出される。ダリウスが得意とする連続攻撃──だが。


『ふん……っ』


　鬼神は腕うでを組み合わせ、軽く衝撃に耐たえてみせた。


　無む傷きずというわけではない。だが、ほんのかすり傷程度でしかなかった。ある程度予測していたのか、ダリウスもさほど動じはしない。だが小さく舌打ちした。


「リリアンナ、下がれ！」


「あ、うん……」


　凄まじい恐怖にさらされたためか、リリアンナはアレクに腕を引かれるまま、後退していた。だがそんな少女を、やはり鬼神の金色の瞳が追っている。


「残った者は、続けて放て！　あの化け物を仕し留とめろ！」


　無事だったドランが、無傷の兵士たちに号令する。だが怖おじ気けづく兵士たちが弩クロスボウに太矢をつがえるよりも早く、鬼神は動いていた。


『魔動制御筐マギスフイア起動……火炎弾グレネード投とう擲てき』


　淡たん々たんとした起動語コマンドワード。鬼神の背中にある筐はこが展てん開かいし、そこから無数の炸裂弾が発射された。それらは兵士たちの頭上に至ると、一気に炸裂して火か炎えんの雨を撒まき散らす。


「魔動機術!?」


「ひ……!?」


「うわあああっ」


　炎ほのおの爆ばく発はつに呑のみ込こまれた兵士たちは、みな岩場に叩きつけられて動かなくなる。その炎の余波はアレクやリリアンナの眼前まで届き、熱風が頰ほおをなぶる。


　そして鬼神の攻撃もまた、それだけでは終わらなかった。


「!?」


　渾こん身しんの力を込めた横よこ薙なぎの斬ざん撃げきが、ダリウスを襲う。その豪ごう壮そうな一撃は、ダリウスの腕うで前まえをもってしてもよけられるものではなかった。


「が……ッ!?」


　剣で受け、鎧で止めた。だがまったく威い力りよくを抑おさえ込むことができず、黒衣の戦士が吹き飛ばされる。


「ぐ……ぬあっ」


　それでもダリウスはバランスを保ち、両足で立つ。


　だが誰の目にも、そのダメージは明白だった。致ち命めい傷しようは避さけたものの、鬼神の放った斬撃の威力はダリウスの体を貫つらぬき、内部へ大きな衝撃を与えたのだろう。口くち許もとから鮮せん血けつが溢あふれ、がくんっと膝ひざが落ちる。


「ダリウス!?」


　たまらず、アレクはその名を叫ぶ。


　まさに、あっという間の惨さん劇げき。


　七人いた兵士は全員岩場に倒たおれ伏ふし、呻うめき声をあげている。ドランは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくし、ダリウスは血を流しつつもどうにか踏ふん張っているという状態だ。


　そして鬼哭山の鬼神は、現れたときと同じく悠ゆう然ぜんと、その場にある。


「……つ、強すぎる……っ」


　それまでまったく動くことさえできなかったヴラドが、呻うめくようにつぶやく。


　そして誰もが、まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、ただ立ち尽くすことしかできなかった。全員の心の奥おく底そこに、絶望感という冷たく重いものが生まれてくる。


　どくんっ。


　だがそんなとき──アレクの中でなにかが脈みやく動どうする。


　自然に、手が腰の剣へと伸びる。


　どくん……っ。


　そしてアレクが気づいたとき、その手は魔ま剣けんの柄つかを、しっかりと握にぎりしめていた。





（蛮ばん王おうの剣が……っ）


　鞘さやの中で、細かく震ふるえる魔剣。


　アレクは自分の手を通して、強力な魔力が溢れ出そうとしているのを感じていた。


『抜ぬけ……』


　ささやきかけてくる、声。


『……我われを抜け……』


（う……っ）


　ささやき声に応こたえるように、アレクは強く柄を握る。


「アレク、いけない……っ」


　剣を摑つかむ少年の様子に気づいたのだろう。リリアンナが悲鳴じみた声を出す。


　だがアレクはしっかりと剣を握り、ダリウスと対たい峙じする鬼き神じんを見た。それと同時に、鬼神が持つ魔剣の存在に気づく。


（まさか、あれって……）


　ブルッと、ひときわ大きく魔剣が震える。それに呼応するように、鬼神が持つ魔剣も震えていた。


『…………!?』


　そのことに気づいた鬼神は、アレクへと視線を向ける。その瞬間、少年が持つ〝蛮王の剣〟の振動は、さらに激はげしいものとなっていた。


（なんだよ、これ……？）


　魔剣の力が、増ましている。いますぐ抜けと、アレクに呼びかけている。


　膨ぼう大だいな魔力。恐おそろしいまでの戦いへの衝動。


　──剣を下げている以上、いつか抜かなければならないときが来る。そのとき、きみは果たして抜けるのかい？


　脳のう裏りに、金きん髪ぱつの剣士──スレイの言葉が蘇よみがえる。


（抜かなければならないとき……）


　魔剣の振動はさらに激しくなり、耳鳴りのような音を立て始めていた。それは鬼神が持つ魔剣も同じであり、やがて二つの剣が共鳴し始める。


「そうか……やっぱり、あいつが持ってる魔剣も……〝蛮王の剣〟と同じようなものってことかよ……っ」


　二百年以上にわたって、封ふう印いんを守る儀ぎ式しきが行われてこなかった。ならばどこかに封じられていた魔剣が解放されていたとしても、おかしくはない。


「あれも、〝蛮王の剣〟……」


　アレクの背後に立つヴラドも、その可能性について気づいたのだろう。激しい共鳴現象に長い耳を折りつつ、双そう方ほうの魔剣を見比べる。


　形は、まったく異ことなっている。アレクが持つ〝蛮王の剣〟は、片手でも両手でも扱あつかえる大きさであり、鬼神が持つ魔剣は人間の大人の背せ丈たけほどもある大剣だ。


　そしてアレクの持つ魔剣は、鞘さやから赤い瘴しよう気きを漂ただよわせ、鬼神の魔剣は刀身から金色の輝きを放っている。


「……そりゃあ、強いはずだよな……あんな強力な魔剣を持ってんだからさ……」


　だが、オレも同じ剣を持っている──アレクは小さく頷うなずき、剣を握る手に力を込める。


『……抜け……』


　ささやき声が、脳裏に響ひびく。


『……我は無敵の剣なり……』


　共鳴が強くなるにつれ、声もよりはっきりと聞こえてくる。


『……我のみが、彼かの剣を砕くだけよう……抜け……抜け……抜け……』


「だめっ、アレク！」


　リリアンナの制止の声。しかしもはや、少年の耳には届かない。


「オレが、止める……みんなを救うために、オレがあいつを倒たおす……」


　魔剣の共鳴に後あと押おしされるように、アレクは魔剣の柄つかを引いた。


　少年の瞳が金色に輝き、瘴しよう気きが全身を被おおう。


（抜かなければならないときに……オレは、抜ける！）


　ズズ……ッ。


　鞘から、〝蛮王の剣〟が引き抜かれる。


　膨大な魔力が溢れ出し、赤い瘴気はアレクを中心に渦うずを巻いた。それは刃やいばが露ろ出しゆつしてゆくにつれ、強くなってゆく。


「アレクっ！」


　リリアンナが必死に叫び、駆かけ寄ろうとした。だが〝蛮王の剣〟から放たれる魔力の渦が激しすぎ、たまらずしゃがみ込む。


「……ぅぉぉおおおおおおおおおおおッ」


　雄お叫たけびと共に、少年は魔剣を完全に鞘から払う。


　強大な魔力を帯びた刃が、ついに全ぜん貌ぼうを現す。瞬間、共鳴現象は最さい高こう潮ちように達した。


　耳をつんざくような甲かん高だかい音に、その場にいた全員が耳を押さえてうずくまる。だがその中にあって、鬼神とアレクの二人だけは、平然と立っていた。


「……よせ、アレク……っ」


　ダリウスでさえ耐たえられず、膝ひざ立だちの状態で制止の声をかける。


「アレク、やめて……このままじゃ……」


　必死に声を絞しぼり出すリリアンナさえ、少年の眼中にはない。


　あるのは、正面に立つ敵。


　同等の力を持つ、魔剣の使い手だけだ。


「……もう封印なんてする必要はねぇ……オレが、破は壊かいしてやる……ッ」


　ざわざわと、アレクの髪が逆立つ。


『……そうだ……破壊しろ……敵を……すべてを……！』


　刃に収しゆう束そくされてゆく、破壊の力。ミノタウロスを倒したときと同等か、それ以上の魔力が刀身に宿る。


「アレク、だめだ……死んじゃうぞ……っ」


　一番近くにいたヴラドが、アレクの足にしがみつく。だがそのことにさえ気づかないほど、アレクは破壊の衝しよう動どうに呑み込まれていた。


「くたばれよ…………」


　精神を集中し、しっかりと狙いを定める。


「うりゃああああああああああああッ！」


　全身全ぜん霊れいの雄叫び。


　一いつ切さいの制止を振り切り、少年は凝ぎよう縮しゆくされた破壊の魔力を魔剣から解放していた。


　凄まじい魔力の奔ほん流りゆうが、魔剣を持つ鬼神へと走る。


　触れればそれだけで蒸発しそうなほどの、深しん紅くの光。


『…………ッ』


　だが金の目の鬼神は、動ずることなく魔剣を縦に構え、切っ先を岩に突き立てた。同時に刀身からは金色の輝きが爆発するように放たれ、深紅の光と激げき突とつする。


　直後。


　巨きよ大だいな光に、鬼哭山の一角が包まれる。


　それはまるで地上に落ちた太陽のように熱く輝き、山さえ揺ゆるがせた。雲はちぎれ、岩は砕け、木々は薙なぎ倒たおされて根こそぎ吹き飛ばされる。


「アレク……っ」


「頭を上げるな……ッ」


　そんな中でもアレクの名を叫ぶリリアンナを、駆かけつけたダリウスが押さえる。


　壮そう絶ぜつなる破壊の嵐あらし。


　人じん智ちを超こえた魔力の暴走。


（う、うああ…………）


　光に呑のみ込まれ、アレクの視界も輝きの中に消えてゆく。


「アレク……アレク────っ！」


　最後に聞こえたのは、少女の叫び。


　だがそれさえ、すぐに聞こえなくなってしまう。


　やがて考えることさえできなくなり──少年の意思は、深い闇やみの底へと沈しずんでいく。


（あ……あ…………）


　なにも見えず、なにも聞こえず。


　ただ無の中へと、アレクの意識は消えていった。




第三章『聖せい地ちの鬼き神じん』













　世界は、三本の魔ま剣けんが創つくったと神しん話わは伝える。


　神々はこの魔剣を模もして、様々な魔ま法ほうの武ぶ具ぐを造つくったという。


　それらが持つ力は神にも匹ひつ敵てきし、持つ者に驚おどろくべき力を与あたえた。


　それは、神に近づくもの。


　それは、神そのものになるもの。


　神を──殺すもの。


　数多あまたの魔剣が、ラクシア全土に眠ねむっている。


　いつか、その力を振ふるう日を夢見て……。







──ザルツ地方に伝わる神話の一説より





　　　　１




　冷たい水が、アレクの唇くちびるを濡ぬらす。


　その鮮せん烈れつな感覚と水の甘あまさに、アレクの意識はゆっくりと覚かく醒せいしてゆく。


　どれぐらいの時間が流れたのか。


　それどころか、いったい自分がどうなったのか。


　そうしたことを考えるよりも先に、まぶしい光がまぶた越ごしにアレクの目を刺し激げきする。


　そしてゆっくりと目を開いた直後。凄すさまじい激げき痛つうが全身を襲おそっていた。


「う……っ、ぐぁ……っ」


　どこが痛いのかもわからず、体を押おさえようにも腕うでさえ痛みで動かせない。


「……っ、…………っ」


　しばらく、ただ痛みに耐たえるために悶もん絶ぜつすることしかできない。


　だがそれも、意識の覚かく醒せいと共に多少は耐えられるようになってきた。なるべく体を動かさないようにして、どうにか目の動きだけで周囲の様子を探さぐる。


　いまアレクがいるのは、どうやら鬼き哭こく山ざんの一角らしい。岩が無数に転がる斜しや面めん──そこに生はえる木に引っかかるようにして、地面の上に横たわっていた。


「……生き……てる……？」


　痛みがあるということは、生きている証しよう拠こだ。


　あれほどの魔力の爆ばく発はつに巻まき込こまれたというのに、自分が生きていることにまず驚おどろく。それから痛みを堪こらえて、両手両足を少しだけ動かしてみた。当然のように激痛が走ることに、いまはむしろ安あん堵どする。


（まさか、助かるなんてな……）


　一度目を閉とじ、開く。


「みんなは……」


　痛む体で、アレクは自分が転落してきただろう斜面を見上げる。だがすぐに、現状ではどうすることもできないことを悟さとっただけだ。


　番人との戦いの直前から靄もやが出始めていたが、山さん頂ちよう方向は視し界かいが通らないほどに濃こくなっていた。まだ太陽は明るさを失っていなかったが、じきに日が暮くれるだろう。


　加えてアレク自身の負ふ傷しようもひどい。骨も折れているかもしれない。この状じよう況きようでは、とても山登りなど不可能だ。


（無事だと……信じるしかねぇな……）


　無力な自分に、アレクは歯は嚙がみする。


「ぐ……っ」


　その拍ひよう子しに、頭に痛みが走った。思わず押さえたその手に、突とつ起き物ぶつが当たる。


（角……？　〝穢けがれ〟が、進行してるのか……）


　それは、〝蛮ばん王おうの剣けん〟に頼たよった代だい償しようだった。強力な呪のろいを秘ひめた魔ま剣けんの力を使えば、魂たましいに〝穢れ〟が溜たまる可能性は理解していたが……それを証明する結果となったのだ。


「くそ……っ、オレのせいで……」


　魔剣の力を、操あやつれると思った。ミノタウロスのボグズを倒たおしたときのように、みんなを救えると思っていた。


　だがいま冷静に考えると、それがいかに無む謀ぼうで、安直な発想だったかがわかる。


　そもそも、あの場で魔動機文明語を話すことができたのは、アレクだけだった。そして鬼哭山の鬼き神じんもまた、話を聞くだけの心があった。


　なのに魔剣の力に頼たより、溺おぼれ、倒せると過信した。話し合えるはずの相手を、力任せに殺そうとした。


（その結果が、これか……）


　再び身を横たえ、アレクは唇くちびるを嚙かむ。後こう悔かいと情けなさに、涙なみだが出そうになった。不安と心配に、苛いら立だちが募つのる。


　そしてどうにか身を起こそうとして、アレクはぎょっとなった。


　なぜなら、太陽を背にした影かげが、音もなくアレクの視界に現れたからだ。


「ぐ……っ」


　痛みに呻うめきながらも、アレクは必死に距きよ離りを取ろうと這はいずった。咄とつ嗟さに腰こしの銃じゆうを摑つかもうとするが、痛い思いをしただけで、ホルスターは空だ。


「くそ……っ」


　アレクは歯は嚙がみし、せめて太陽の光を遮さえぎろうと手をかざす。


　初めは、あの巨きよ漢かんの番人がとどめを刺さすために現れたのかと思った。だが光に目が慣れるにつれ、比べものにならないほど小こ柄がらな相手だと気づく。


「おまえは…………」


　かざした手の、指の隙すき間ま。そこから覗のぞく顔を、アレクははっきりと覚えていた。


　悲しい瞳ひとみをした、小柄な少女。


　ミノタウロスに飼われ、主あるじを殺したアレクを狙って跡あとを尾つけてきていた人造人間ルーンフオークの暗殺者。


（どっちにしろ、終わりか……）


　無言のまま見下ろしている少女を見上げ、アレクは静かに拳こぶしを握にぎる。


　抵てい抗こうしたくとも体は動かず、身を守るための武器もない。だがそれでも、戦うことを、生きることを放ほう棄きしたくはなかった。


　そんな状態で、アレクはただ、少女と静かに見つめ合う。


「……おまえが、助けてくれたのか……？」


　少女の手に武器がないことに気づき、アレクは問う。


　だがルーンフォークの少女はその言葉を聞くなり、戸と惑まどったようにびくりと体を震ふるわせた。それからまるで命令を受けたかのごとく、腰の後ろから二本のナイフを取り出す。


　もはや身動きすらままならないアレクへと、少女はゆっくりと近づく。彼女が持つ鋭するどい刃やいばで首をひと搔かきすれば、あっけなくアレクの命は尽つきるだろう。


　だが、しかし。


「…………っ」


　少女の動きが、アレクのすぐ側そばで止まった。夜道で襲おそわれたときと同じく、確実に殺せるという間合いで、少女はその動きを止めてしまったのだ。


「…………？」


　少女の行動が理解できず、アレクは戸惑った眼まな差ざしで目の前の瞳を見つめる。


「わたしは……」


　小さな唇から、震える声が洩もれる。


「わたしは……どうしたらいいのですか……？」


　不安に押おしつぶされそうな声で、少女はつぶやく。


「あなたは、好きに生きればいいと言いました……でも……」


　いまにも泣き出しそうな顔。捨てられた子犬のように、純じゆん粋すいで澄すんだ瞳ひとみ。不安と、恐きよう怖ふに、その瞳が揺ゆれる。


「……好きに生きるって……なんなんですか……？　わからない……わたしにできることは、殺すこと……ご主人様の敵てきを殺すことだけ！」


　叫さけぶように、言い放つ。


「あなたは、わたしのご主人様を殺した……だから、あなたはご主人様の敵……敵は、殺さなければいけない……あなたを、殺さなければいけない……」


　少女はアレクの上に馬乗りになり、ナイフを振ふり上げる。


「殺さなければ……いけない……それが、わたしの役目だから……」


　けれど──暗殺者の少女は、ナイフを振り下ろすことができなかった。武器もなく、身動きもままならない少年を殺すぐらい、簡かん単たんなことだ。
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　なのに、ナイフを振り上げたまま……動けない。


「……殺さないのか？」


「!?」


　アレクの言葉に、少女はびくりと体を震わせる。


「いまのオレは、まるで体が動かねぇ……殺すなら、簡単に殺せるぜ？」


「…………っ」


「オレを殺すのも、殺さないのも、おまえの自由だ。好きにすればいい。どうせ、いまのオレには抵てい抗こうすらできねぇしな」


「う、う……」


　少女の持つナイフの切っ先が、小こ刻きざみに揺ゆれる。


　そんな暗殺者の少女の瞳を、アレクはじっと見つめ続けた。その視線に耐えられなくなったのか、少女は大きくナイフを振り上げる。


「あああああっ！」


　一気に振り下ろされる、二本のナイフ。


　アレクも、さすがに目を閉とじていた。


　しかし予想していた痛みは、一向に襲ってこない。


「……？」


　ゆっくりと目を開けば、少女が振り下ろした二本のナイフは、アレクの両耳をかすめるようにして地面に突つき立っていた。そしてアレクの頰ほおに、熱い水すい滴てきがぽたぽたと落ちる。


　それは、涙なみだ。


　暗殺者の少女が流す、熱い涙だった。


「!?」


　だが次の瞬しゆん間かん、一発の銃じゆう声せいが響ひびく。


　アレクの目の前で、少女の体が吹き飛んでいた。





「おい!?　まさか──」


　アレクは驚き、弾はじかれたように銃声がした方向を見る。


　鬼哭山の鬼神か──初めは、そう思った。だが灌かん木ぼくの林に潜ひそむ敵の姿を見て、すぐにそうではないと気づく。


（蛮ばん族ぞく!?）


　獲え物ものをしとめたと確信したのか、そいつはゆっくりと全身を現す。


　そいつは、一見すると人間に似にていた。顔立ちや体つき、長銃を持つ腕などは、まさしく人間のそれだ。


　だが決定的に違ちがうのは、その下半身である。


　人間の腰から下──そこにあるのは、巨大なサソリ。それも、鋭するどいはさみと長い尻尾しつぽを持つ、奇き怪かいなサソリ人間だった。


「う……っ」


　短い呻うめき声に視線を向ければ、暗殺者の少女が地面に倒れて血を流していた。その姿を見て、サソリ人間はとどめを刺さすべく銃を構える。


「くそぉッ」


　アレクは軋きしむ全身の痛みに歯を食いしばって耐たえ、無理矢理体を起こす。それは予想外だったのか、蛮族は咄とつ嗟さに狙ねらいをアレクに変えた。


　ズダン！


　再び銃声が響くが、運良くはずれた。地面に弾たまが当たり、土つち煙けむりが立つ。


「逃にげろ！　おまえなら、まだ走れるだろ！」


　アレクは少女をかばうように身構え、両手を広げた。そんな少年の様子を見て、サソリ人間は長銃を背負うと代わりに槍やりを構える。その背中からは、毒どく液えきが滴したたる針はり状じようの尻尾が揺ゆらめいていた。


（もって数秒だな……）


　動かない体で丸まる腰ごしでは、そう判断せざるを得ない。


「ギギッ！」


　そしてそんな少年へ、サソリ人間は槍を構えて突っ込んでくる。


（逃げてくれよ……っ）


　ちらりと、アレクは背後の少女を振ふり返る。


　だが、そこには血けつ痕こんを残し、もはや誰だれもいなかった。


「!?」


　驚くと同時に、頭上を影かげが舞まった。直後、ルーンフォークの少女がサソリ人間の腕を深く切り裂さく。


「ギガァッ!?」


　驚きと痛みに、怪かい物ぶつは奇き怪かいな悲鳴をあげた。だが少女は容よう赦しやすることなく、反対の手にある刃を首くび筋すじに突き立てる。


「ギ、ギギ！　ギギギ！」


　鮮せん血けつを噴ふき出しながら、怪物は槍を振り回す。だが密着するほど接近した少女には当たらない。毒針を持つ尻尾が伸びるも、少女は舞うようにしてこれを避さけた。


「勇ゆう敢かんすぎるぜ……ッ」


　自分の行こう為いは棚たなに上げ、アレクも転がるようにして自分の銃を拾う。そして素早く狙ねらいを定めた。


「魔動制御球マギスフイア起動！　クリティカルバレット装そう塡てん！　ターゲットサイト、ロック！」


　矢や継つぎ早に起動語コマンドワードを叫ぶや、二つの魔動術式が展てん開かい。銃じゆう弾だんと瞳に魔力を与える。


（当たれよ……っ）


　アレクの動きを察知し、少女が一瞬距離を取る。そこへ、迷わず引き金を引いた。金色の輝きが銃口から放たれ、サソリ人間の胸きよう甲こうを貫つらぬく。


「ガギガガ！」


　怒いかりの声を洩もらしながら、蛮族は再び長銃を摑む。だがその一瞬の隙すきを、暗殺者の少女が見み逃のがすわけはなかった。


「!?」


　小こ柄がらな少女は跳ちよう躍やくし、両手のナイフを交差するようにして振ふるう。


　直後、サソリ人間の首が鮮血をたなびかせながら飛んだ。毒針を持つ尻尾が少女を襲うが、力なく地面に落ちる。


　そして頭を失った首からは、噴ふん水すいのように血が噴き出していた。


「はぁ……っ、はぁ……っ、はぁ……っ」


　サソリ人間が、ついにぐたりと倒たおれ伏ふす。


　少女と少年は、ようやく大きな安あん堵どの息をついた。そして呼吸が落ち着いてくるにつれて、アレクの口から笑いが洩れてくる。


「はは……ははははは……」


「？」


　笑う少年を、暗殺者の少女が不思議そうに見つめる。


「オレを、殺すんじゃなかったのかよ？」


　敵と自分の血で汚よごれた少女の顔を、アレクも見る。


「わたし……」


「冗じよう談だんだよ。助けてくれて、ありがとな」


「え……？」


「オレひとりだったら、確実に殺されてただろ？　おまえだって怪け我がしてたのに……本当に、助かったよ」


「あの、わたし……どうして……」


　自分で自分のことが理解できないのか、少女は戸と惑まどった表情を浮かべる。そんな少女の様子に、アレクは笑ってみせた。


「それが、おまえの意思ってやつだよ」


「わたしの……意思……」


「ああ。オレを殺すのも、助けるのも、おまえの自由だ。おまえの意思で、やりたいようにやればいいんだよ」


「わたしの意思……わたしの自由……」


　少女はただ、茫ぼう然ぜんと立ちつくす。アレクは銃に弾たまを込こめ直すと、銃口を太ももに当てた。弾だん丸がんに癒いやしの魔力を与えると、自分の体を撃うつ。


「……っ、これで少しは動けるかな」


　アレクはゆっくり歩くと、慎しん重ちように魔剣を拾った。そして、静かに鞘さやへと戻す。


「おまえなら、どこでだって好きなように生きていけるさ。今度はおまえを捨て駒ごまにするようなご主人じゃなくて、いい仲間を見つけろよ」


　もう一発ヒーリングバレットを装塡すると、アレクは少女に銃口を向けた。アレクが騙だまし討うちをするような男ではないと知っているがゆえ、避けたりはしない。


　ドンッ。


　銃声が響き、少女の体に命中した弾丸から癒しの魔力が全身へと広がる。完全とは言わないものの、サソリ人間に撃うたれた傷は、みるみる治っていった。


「じゃあな。この山にはとんでもなく強つえぇ番人がいるから、見つかる前に山を下りろよ」


　少年はそれだけ告げると、靄もやに沈しずむ山頂を見上げる。


「みんな、無事でいてくれよ……」


　そしてアレクはルーンフォークの少女を残し、歩き始めた。





　　　　２




　日が暮れ始めた山の中を、アレクはよろよろと歩く。


　はぐれた仲間の姿を求め、なるべく山頂を目指して進んでいた。だが体は思うように動かず、薄はく暮ぼと靄の中では視界もままならない。


「こりゃ、そろそろ野営する場所を見つけたほうがよさそうだな……」


　転落した際にバックパックをなくしており、野営のための道具も保存食もない。このままでは、過か酷こくな夜になりそうだ。


「それにしても……」


　ちらりと振り返れば、あのルーンフォークの少女がいた。


　少女は一定の距離を保って歩き、振り返れば足を止めて木こ陰かげに身を隠す。


「おーい。この山は危あぶねぇから、早く下りろって」


　あまり大声になりすぎないように、声をかける。


「それとも、まだオレを殺す気なのか？」


　そう問いかけると、返ってくるのは左右に振られる首。


「オレについてくるつもりかよ？」


「…………」


　その問いに返ってくるのは、困こん惑わくした表情。


「わかったわかった。ついてこいよ。オレもひとりより仲間がいるほうが、心強いからな」


　そう告げると、少女は少し頰ほおを紅こう潮ちようさせながら歩み寄ってくる。


　改めて、落ち着いて見ると、なんともひどい格好だった。


　背は、アレクより低い。外見的には、十歳さいかそこらに見える。その小柄な体にボロをまとい、それも泥どろやほこり、それに血けつ痕こんでまだら模も様ようになっていた。鮮あざやかなオレンジ色の髪かみも汚よごれていて、廏きゆう舎しやの古い藁わらみたいになっている。


「そういや、おまえ名前は？」


「な、名前……？」


「いつまでも〝おい〟とか〝おまえ〟とかじゃ呼びにくいからな」


「あの……」


「そっか、こっちもまだ名乗ってなかったな。オレの名前は、アレク・ダーニカ。見ての通り、駆かけ出しの冒険者だよ」


「アレ……ク……」


「よろしくな」


　少年は右手を差し出すが、少女は戸惑ったようにアレクの顔と手を交こう互ごに見ていた。なので少々強ごう引いんに、アレクは握あく手しゆする。


「あ……っ」


「これ、握手ってんだよ。友好の印しるしさ」


「は、はい……っ」


　少女は頰を赤らめ、顔を伏せる。けれど、手はしっかりと握っていた。


「それで、そっちの名前は？」


「あ、あの……」


　少女は手を引っ込め、困った顔をする。


「？」


「名前……ないんです……〝おい〟とか〝おまえ〟とか〝人形〟とかしか呼ばれたことがなくて……」


「!?」


　恥はずかしそうに告げる少女の言葉に、アレクは衝撃を受けた。本当に、この少女は蛮族に〝モノ〟としか扱あつかわれていなかったのだ。その現実を思い切り叩たたきつけられ、少年はしばし茫ぼう然ぜんとなる。


「だから、〝おまえ〟とかで全然構わないですから──」


「ダメだ！」


　自分で思っていた以上の大声に、アレクも少女もびくりとなる。


「そんなの……そんなの絶対ダメだ。ルーンフォークだって生きてんだ。それをモノ扱いとか、名無しとか、絶対よくねぇよ……」


「わたし……」


「名前がねぇんなら……オレがつけてやる」


「え……？」


　真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられ、少女は戸惑ったように目を震わせた。そんな小柄なルーンフォークを見つめ、アレクはしばし思案する。


「──ユーリカ」


　そして、少年はひとつの名前を口にする。


「ユー……リカ？」


「そ。ユーリカ。お袋ふくろがさ、オレに妹ができたらって考えてた名前なんだけどよ」


「ユーリカ……ユーリカ！」


　それまで、せいぜい曖あい昧まいな表情を浮かべる程度だった少女の顔に、明らかに喜びの表情が浮かぶ。


「わたしの名前……ユーリカ……」


「気に入った？」


「はい。ありがとうございます、アレク様」


　相変わらず、表情の変化は乏とぼしい。けれどキラキラと輝く瞳ひとみや、その全身から、喜びという感情が溢あふれていた。


「はは、それならよかったよ。それと、〝様〟付けはやめてくれ。そんな立りつ派ぱな人間じゃねぇからさ」


　アレクは苦く笑しようし、頰を紅潮させる少女──ユーリカの頭を撫なでてやる。


　その拍ひよう子しに、アレクの腹はらの虫が盛せい大だいに鳴いた。その瞬間、アレクは自分が猛もう烈れつに空くう腹ふくだということに気づかされる。


「……そういや、食事摂とるのに休きゆう憩けいしたところを襲われたんだっけ……」


　バックパックをなくしたため、手持ちの食料はゼロだ。日も暮れてきたので、食べ物を探すことさえ困難だろう。


「お腹なか……空すいていますか？」


「ん？　まあね。だけど食料を入れた荷物もどっかいっちまったし……」


「それなら大だい丈じよう夫ぶです。食材は確保してありますから、すぐに支し度たくできます」


「そりゃまた、ずいぶん手回しがいいな」


　働き者のルーンフォークの言葉に、アレクは素す直なおに感心する。


「弱った獲え物ものを見つけたので、確保しておきました。今日はこのあたりで野営し、食事の支度をしますか？」


「そうだな……あの岩場のくぼみあたりなら火も熾おこせそうだ」


　アレクは野営地を決めると、竈かまど用の石や薪たきぎになりそうな乾かん燥そうした木はないかとあたりを見回す。


「アレク様は、座すわっていてください。わたしが支度しますから」


「だけど……」


「お任せください」


　そう言って、少女は有う無むを言わせずアレクを座らせた。そしてボロの下から大きな袋ふくろを取り出し、中からロープで縛しばられた、毛皮に被おおわれた生き物を引っ張り出す。


「ん……？」


「すぐにシメますから、少々お待ちを」


　ロープできつく縛られていたが、アレクはその生き物に見覚えがあった。目を覚ましたのか、弱々しい瞳がアレクを見つめてくる。


「……た、助け……て……」


　少女がしゃきんっとナイフを取り出した瞬間、晩ご飯の材料が弱々しい声でしゃべる。


「ヴ、ヴラド────!?」


　そしてそれが幼おさななじみの親友だと気づき、アレクは慌あわてて、少女を制止するのだった。





「──まったく、ひどい目にあったよ！」


　プンプン怒おこりながら、ヴラドは山やま芋いもをかじる。


　日は完全に暮れ、アレクたちは岩場のくぼみで野営をしていた。小さなたき火を囲んでの、ささやかな夕食である。


「アレクはぼくの制止なんて聞いちゃいないし、そのせいで吹っ飛ばされるし、挙げ句目が覚めたら縛しばり上げられてて、危あやうくきみの晩ご飯として煮にられるところだったんだぞ！　この恐きよう怖ふ、わかってる!?」


「あ、ああ。ホント、マジ悪かったって。ごめん」


　矢や継つぎ早ばやに文句を言うタビットを前に、アレクもただ平ひら謝あやまりだ。だが同時に、笑いを嚙かみ殺すのにも必死である。


　なぜならヴラドは、横座りしたユーリカの膝ひざの上で、だらしなく抱だかれていたからだ。


「ほら、もっと優やさしく撫なでて。そうそう、そこそこ……うーん、いいよ、きみ。なかなかのテクニシャンじゃないか」


「ありがとうございます」


　少女に愛めでられ、ヴラドはご満まん悦えつのようだった。食料と間ま違ちがえたお詫わびに傷の手当てをする……という名目だったが、ただ単に女の子といちゃいちゃしたいだけにしか見えない。


「だけどね、きみもきみだ。いくら蛮ばん族ぞくに育てられたと言っても、僕ぼくたちタビット族はウサギじゃないんだぞ。晩ご飯のおかずにしようなんて、ひどいじゃないか」


「申し訳ありません……前のご主人様は、好物だったものですから……」


　少女の言葉に、ヴラドの全身の毛がぞわぞわぞわっと逆立つ。


（ウサギとタビット、どっちが好物だったのかは……怖こわいから聞かないでおこう……）


　アレクも複雑な表情を浮かべつつ、干し肉をかじる。ポーチに残っていた、ささやかな非常食だ。明日には狩かりをしないと、もう食べるものがない。


「それにしても、命を狙っていた相手に助けられるなんて……本当に、〝情けは人のためならず〟ってこのことだね」


　もう恐怖は払ふつ拭しよくしたのか、ユーリカの膝の上でゴロゴロしながらヴラドは言う。


「確かに、ユーリカがいなかったら、いまごろ力尽つきるか、殺されるかしてたからな」


　アレクはもう一口干し肉をかじって、軽く嘆たん息そくする。


　はっきりとした記き憶おくはない。けれど意識を失っていた間、誰かが口に水を運んでくれていた。それがなければ、目を覚ますこともなかっただろう。


　そして起き上がることができたのも、魔動機術で傷を癒いやせたのも、こうやって食事ができているのも、すべてユーリカのおかげだった。彼女がいなければ、確実に死んでいた。


　……もっとも、ヴラドは危うく晩ご飯にされるところだったが。


「リリアンナとダリウスは……無事かな」


　漆しつ黒こくの闇やみに包まれた空を見上げ、アレクはつぶやく。


「ぼくたちが生きてるんだ。ベテランのダリウスもいるし、リリアンナはザイアの神しん官かん戦せん士しだからね。あっちのほうが断然生せい存ぞん率りつは高いさ。大丈夫だよ」


　気休めかもしれない──でも、誰かにそう言ってもらえると、アレクも少しだが気が楽になった。けれど自責の念と後こう悔かいが、完全に消えるわけではない。


「使いこなせなかったな……」


　魔剣を手に取り、強く握る。そんな友の様子を見て、ヴラドは軽く嘆息した。


「どうしたんだよ、アレクらしくもない」


「え……？」


「そいつは、蛮族が一国を相手にしても欲しがった〝蛮王の剣〟だよ？　魔ま動どう機き文明アル・メナスを崩ほう壊かいに導みちびいた蛮族の王が使ってたかもしれないって伝説のある、魔剣中の魔剣なんだ。そんなもの、いきなりうまく使えるわけないじゃないか」


「それは……そうだけどよ……」


「あのまま戦ってたって、勝てる見込みなんかなかったんだ。博打ばくちにしても危険すぎたとは思うけど、こうして生き残れたんだからね。むしろ喜ぶべきところさ」


　言いつつ、シャクシャクと山やま芋いもをかじる。


「オレ……」


「呪のろわれてるとか呪われてないとか関係なく、アレクはその剣を使いこなしてみたいんだろ？」


「!?」


「そんな驚いた顔するなよ。付き合い長いんだから、アレクが考えてることなんてだいたいわかるさ」


「ヴラド……」


「ダリウスとリリアンナに剣の稽けい古こつけて欲しいって言い出したとき、ピンときたよ」


「そ、それは……」


「〝蛮王の剣〟を使いこなしてみたい──冒険者なんて稼か業ぎようを選んだ以上、その気持ちを抑おさえる必要はないさ。最強の魔剣の秘密を探さぐり、使いこなす。冒険の題材としては、これ以上のものはそうないもんね」


「…………」


　アレクは、ヴラドほどいろいろ考えていたわけではなかった。ただ漠ばく然ぜんと、魔剣を使いこなせれば──そう思っていたぐらいだ。


　だが確かに、最強の魔剣を完全に操あやつるため、その秘密を探る──冒険者にとって、これほど魅み惑わく的な目的はない。


「誰だって失敗はするさ。そのたびに反省して成長すれば、むしろ失敗してラッキーだったってことになる」


「ああ……」


「元気出しなよ。ご飯を食べて、一晩寝れば、リリアンナやダリウスを捜さがしに行けるって」


「そう……だな」


　兄弟同然に育ったタビットの言葉に、アレクも再び笑えみを浮うかべる。


「……ただ問題は、番人が無事かどうかだ」


「うーん……確かに、それは問題だなぁ……」


　鬼哭山の鬼神──自分たちが無事で、あの怪かい物ぶつが死んでいるとは思えない。


　しかも、アレクたちの負傷や消しよう耗もうはかなりひどい。一晩寝た程度では、万ばん全ぜんの状態まで回復するとは思えなかった。


「とにかく、あいつに見つかる前に、リリアンナたちと合流する。まずはそれを第一目標にしよう」


「そうだね」


　調子が戻ってきた様子のアレクを見て、ヴラドも嬉うれしそうに頷うなずく。


　だが次の瞬間、総そう毛け立だっていた。


「どうし──」


　ザッ！


　アレクが疑問を口にするよりも早く、ユーリカが立ち上がっていた。そのわずかひと動作の間に、ナイフが両手に構えられている。


「アレク、後ろ！」


「な────!?」


　慌てて振り返ったアレクは、驚きと恐怖に目を見開く。


　なぜならそこには、大剣を背負った大きな人ひと影かげがあったからだ。


「そんな……」


　天を突くような巨きよ漢かん。


　そこには、鬼哭山の鬼神が──立っていた。





「鬼哭山の、鬼神……っ」


　軋きしむ体に鞭むちを打ち、アレクはどうにか立ち上がる。


　魔動制御球マギスフイアを起動させ、銃を引き抜いた。ヴラドも杖つえを手に、呪じゆ文もんを唱となえる準備をする。


「最悪の展開だぜ……っ」


　奥おく歯ばが、ガチガチと鳴りだしている。ほんの小さな焚たき火の明かりに照らされた、巨漢の戦士──その姿と威い圧あつ感かんに、本能的な恐怖が少年の体を支配しつつあるのだ。


　暴走した魔剣の一撃を至近距離で受けてなお、鬼哭山の鬼神は健在だった。その古めかしい鎧よろいはボロボロになり、角は一本折れ、アレクたち以上に傷だらけだ。


　だがそれでも、その存在感と威圧感は凄すさまじい。目の前に立っているだけで、恐怖に心が押おし潰つぶされそうになる。


「──アレク様、逃にげてください！」


　驚くほど大きな声で、少女が叫ぶ。


　けれど、アレクは動かなかった。頭かぶりを振り、はっきりと拒きよ絶ぜつする。


「オレは、逃げない」


「アレク様……？」


　戸惑いの声を洩もらす少女の背後で、アレクは銃をしっかりと構える。


「どうせ逃げたって、この体じゃ逃げ切れるわけない。だったら仲間を見捨てたりせず、最後まで一いつ緒しよに戦うまでだよ」


　少年は銃口を、巨漢の番人へと向ける。そしてヴラドもアレクと同意見なのか、少し後ろで踏ふみとどまっていた。


「アレク様……」


　ユーリカもまた、少年の言葉に覚かく悟ごを決めていた。二本のナイフを頼たよりに、巨漢の戦士からアレクを守ろうと身構える。


　そしてそんな彼らと対たい峙じする番人もまた、ゆっくりと大剣に手をかけた。


　近くで見れば見るほど、常識外れの大剣だ。いまは鞘さやに収められ、背負われているが、その長さは戦士の身長に匹ひつ敵てきするほどもあり、しかも分厚い。


（あれも、〝蛮王の剣〟……）


　鞘に収められていてなお、魔剣が放つ力が首くび筋すじをチリチリと刺し激げきしている。再び互たがいに魔剣を抜けば、今度こそどうなるかわからない。


（くそ……っ）


　再び共鳴現象が起きる危険性に、アレクは剣を摑むことすらできなかった。だが巨漢の番人は、躊ちゆう躇ちよなく剣を抜くだろう。


　魔剣の一撃を受けて、耐えられる自信はない。鍛きたえられた兵士たちが一太刀で吹き飛ばされた光景は、あまりにも生々しく脳のう裏りに残っていた。


　それでも、アレクは踏みとどまる。ユーリカも、微び動どうだにしない。


　そのまま、妙みような沈ちん黙もくが流れた。ときおり焚たき火が爆はぜる音が響く以外、周囲は静せい寂じやくに包まれる。


　そしてその沈黙を破ったのは──アレクだった。


『後ろ！』


　魔動機文明語で叫ぶなり、銃の引き金を引く。


　ほとんど一瞬で唱えた起動語によって弾丸には魔力が充じゆう塡てんされ、銃口からマナの残光を放ちつつ吐はき出される。


「ギギッ!?」


　非人間的な、奇き妙みような悲鳴。


　その声は、巨漢の番人の背後から発せられていた。直後、薄うす闇やみの中から奇き怪かいな生物が飛び出してくる。


　それは、下半身がサソリの体になった、奇っ怪な姿の蛮族。


「こいつ、さっきの……!?」


「シザースコーピオン!?　気をつけろ、こいつは戦士種の強力なやつで──」


　ヴラドが驚きの声を上げている間にも、サソリの怪物は突とつ進しんしてくる。その狙いは、一番近くにいた巨漢の番人だった。


「ギガアッ！」


　シザースコーピオンは手にした槍やりで、番人へと突つきかかる。だがその穂ほ先さきは空を突き、死角となる足あし許もとから振るわれたはさみによる攻撃も軽くステップを踏ふんでよけられた。さらに体の後ろから伸びる尻尾さえ、番人は剣で簡単に弾はじいてしまう。


「これは……」


　次狙われるのは自分かもしれないという状況にありながら、アレクは鬼き神じんの動きに魅み了りようされていた。あれほど巨大な剣を持ちながらも、その動きは洗練され、正確な動きを見せる。それはまさしく、戦うための機械のようだ。


『邪じや魔まを……するな！』


　ゴオウッ！


　鬼神は大剣を引き抜き、そのまま一気に振るう。その瞬間、凄まじい突とつ風ぷうが巻き起こった。


　全身の力を込めた、渾こん身しんの斬ざん撃げき。それを、シザースコーピオンの脳天へと叩き落とす。


　直後。


　サソリ人はまったくよけることもできず、真っ二つになって吹き飛んだ。


　斬きるというよりも、叩き潰つぶすと言ったほうが正しいだろう。


　鬼神の背後から不意を狙おうとしていた怪物は、その卑ひ怯きような振ふる舞まいに相応ふさわしい、無残な姿となって息絶えていた。


「一太た刀ちかよ……」


　完全武装の蛮族を、まったくものともしない鬼神の姿に、アレクは感かん嘆たんするしかない。


『……俺を助けたのか？』


『必要なかったみたいだけど』


　振り返った鬼神の言葉に、アレクは軽い調子で答える。次にその剣が振るわれるのは自分かもしれないと思うと、声とは裏腹に膝ひざは笑っていた。それでもどうにか、逃げ出さずに踏ん張っている。


『さあ、どうするんだい？　山の番人さんよ……？』


　引きつった笑みを浮かべ、少年は乾かわききった唇くちびるをぺろりと舐なめる。


　だが返ってきた言葉は、意外なものだった。


『あの少女は、いないのか？』


『え……？　あ、おう。はぐれたんだよ。あんたが大暴れしたせいでな』


『……なるほどな』


　巨漢の戦士はアレクを見下ろし、次いで大剣の構えを解とく。


『…………？』


『おまえが持つ剣……どこで手に入れた？』


『どこって……ダーレスブルグの、地下だけど……』


『やはり、そうか……』


『やはりって……あんた、なにか知ってるのか!?』


『ついてこい。ここで野営するのは、危険すぎる』


　驚いたことに、鬼哭山の鬼神はアレクたちに背を向けていた。そして無防備なまま、歩き出す。


「アレク様……？」


「ついてこいって、言ってたみたいだけど……」


　戸惑うユーリカに続いて、ヴラドも疑問を口にする。


「……どういうつもりか知らねぇけど……一応、話は通じる相手みたいだぜ」


　アレクも構えていた銃を下ろし、大きく息を吐はく。


「……どうするんだい？」


「選せん択たくの余地なんて、あるわけねーだろ……」


　ゆっくりと歩いてゆく鬼神の背中。


　真っ二つになってなお、ぴくぴくと動いているサソリ人の尻尾。


　この状況でそのまま留とどまるほど、アレクも剛ごう胆たんではなかった。


「……〝虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず〟……ってね」


　銃じゆうをホルスターに戻し、荷物を担かつぐ。


「……ぼくは〝君くん子し危あやうきに近寄らず〟のほうが好きだなぁ」


　嘆たん息そく混じりに言いつつ、ヴラドもアレクに従う。


　そしてユーリカも無言で二人に続く。


　三人は焚き火を消すと、巨漢の番人を追って歩き出した。





　　　　３




　月明かりの下。


　鬼哭山に連なる渓けい谷こくを、異い形ぎようの列が進む。


　一見すれば、それは人間の軍勢のようにも見えた。みな鎧よろいを着き込こみ、槍や銃で武ぶ装そうしている。その動きは統とう制せいされており、隊列を乱すことなく前進を続けている。


　だが、どうしようもなく見る者に違い和わ感かんを与あたえる部分がある。


　それは、頭の動きだ。普ふ通つうの人間ならば、一歩ごとに体がある程度は上下する。なのにこの軍列は、まるで台車に乗って進んでいるかのごとく、するすると前進している。


　そしてその理由は、月の光が下半身に当たった瞬間、知ることとなる。


　サソリだ。


　下半身は巨大なサソリになっており、八本の足が彼らの体を支えているのである。その歩みは二足歩行の人間とは比べものにならないほど安定しており、まるで滑すべるように体を運ぶ。


　アンドロスコーピオン──蛮族の中でも、特に異形異質で知られる怪かい物ぶつたち。


　その姿もさることながら、彼らは個こ性せいや個人的感情をほとんど持たず、統とう率そつの取れた集団で行動することを好む。残ざん忍にんなハンターであり、無む慈じ悲ひな殺さつ戮りく者しや。恐怖心を持たない恐おそるべき兵士たちだ。


　そんな異形の軍団が、静かに鬼哭山を登ってゆく。


　鬼の哭なく声に、動ずることもなく。





「……凄すごい群れだ……こんなもん、どうにもならねぇよ……」


　岩場に伏せたまま、小さな望遠鏡を覗のぞいていたドランが情けない声を出す。


「貸して」


　リリアンナは強ごう引いんにそれを奪うばい、渓けい谷こくを見やる。


「十や二十ではきかないわね……」


　悪あく夢むのような光景に、少女の声も震えていた。幸い敵は自分たちのことに気づいていないが、もし襲われたらひとたまりもない。


「──やつらも、遺い跡せきを目指しているのか」


　月つき影かげに蠢うごめく行列を見て、ダリウスがつぶやく。


「さっさと撤てつ退たいするべきだ……ガキとウサギなんぞ、捜すだけ無む駄だだぜ」


　投げやりなドランの態度に、リリアンナは鋭するどい視線を向ける。


「おっとと、そんな怖い顔すんなよ。だってそうだろ？　あんな爆発に巻き込まれて、無事なわけねぇじゃん。まあ、〝鬼哭山の鬼神〟とやらも一緒に吹っ飛ばしてくれたのは大おお手て柄がらだったよなぁ。せいぜい記念碑ひでも建ててやるよ。〝鬼神を倒した少年、ここに眠る〟ってな」


「アレクもヴラドも、必ず生きてます！　わたしたちが無事だったんですから、彼らが死んでいるはずがありません！」


　茶化したようなドランの態度に、リリアンナは大声で言い放つ。


　なんら根こん拠きよとなりえない言葉だったが、その勢いにドランは思わずたじろいでいた。


　魔剣の暴走後──アレクに比べ、むしろリリアンナたちのほうが被ひ害がいは軽けい微びだった。


　岩場が崩ほう壊かいし、番人とアレクは渓けい谷こくへ消えた。だが転落を免まぬがれたリリアンナやダリウスは、戦せん闘とうで負った負傷以上の怪け我がをほとんどしなかったのだ。


　もちろん、無む傷きずではない。番人に負わされたダリウスの怪我は深刻であり、負傷した兵たちは生死の狭はざ間まをさまようこととなった。


　リリアンナが神官でなかったら──癒しの魔法を扱う者がいなかったなら、半分以上の兵士が死ぬことになったはずだ。ダリウスもいまは、リリアンナの魔法によってほとんどの傷が回復している。


　それでも、番人の斬ざん撃げきによって即そく死ししていた三人の兵士は、救うことができなかった。そのことも、リリアンナを苛いら立だたせていた。


「……無事だとしても、アンドロスコーピオンに見つかれば、確実に殺される。それまでにアレクたちを見つけなければ、すべては水の泡あわだ」


　黒衣の戦士が伸ばした手に、使い魔フアミリアである隼はやぶさが舞まい降りる。使い魔とは視覚を共有できるが、いかに空から見下ろせるとはいえ、月明かり程度ではとても見つけられない。


「くそ……っ」


　苛立っているのは、ダリウスも同じだった。


「無む駄だだ無駄だ。捜しても見つからねぇし、あんな化け物の群れ相手に戦ったって勝ち目なんかねぇだろうに」


「俺がサソリもどきなんぞに、負けるとでも思ってるのか……？」


「え、いや、あの……」


　殺気がこもった目で睨にらまれ、ドランの腰が引ける。


「か、勝てるのか？　アンドロスコーピオンは、一体で人間の兵士五人分ぐらいの強さがあるって聞いてるぞ……？」


「なんなら、俺の腕うで前まえを見てみるか？」


「ひ……っ」


「ドランさん。あなたは夜明けと共に、負傷兵を連れて山を下りてください。後はわたしたちだけでやりますから」


　リリアンナは生き残った四人の兵士を振り返り、はっきりと告げる。


　全員、彼女の魔法によって手て当あてはしてある。だがまだ全快はしていない。それに怯おびえきってしまい、もはや戦いの役には立ちそうもなかった。


「おまえたち……たった二人で、蛮族どもがうろつくこの山に残るって言うのか……？」


「もちろん。仲間を見つけて、あの魔剣を封ふう印いんするまでは……帰るつもりはありません」


「ヘッ。酔すい狂きようなことだな。好きにすればいいさ。お言葉通り、明日朝一番に、オレたちは引き上げさせてもらうぜ」


　ひねた口調で言い返すと、ドランは二人の側そばから離はなれる。


（アレク……無事でいて……）


　強い態度の裏で、リリアンナは折れそうな心を必死に支える。


　夜明けまでは、まだ遠かった。





　　　　４




　一方のアレクたちは、巨漢の番人に続いて山腹を移動していた。


　道らしい道などないため、まだ傷だらけのアレクやヴラドには容よう易いならざる行程だったが、それでもなんとかついていくことは可能だった。


「……一応、加減して歩いてくれてんのかな……？」


「かもね」


　足の遅おそいタビットでもはぐれない程度の速度で、番人は進んでゆく。ときどき見失うこともあったが、そのたびにユーリカが先せん導どうしてくれた。暗い夜道をものともしない彼女は、いまのアレクたちにとってありがたい存在だった。


「また見失った……どこだ？」


「こっちです」


　息切れしてきたアレクの前に立ち、ユーリカが道を示す。


　そしてよろける体をどうにか運んでいって、アレクは目を見開く。


「アレク、どうしたの？」


「……遺跡だ」


　遅おくれて追いついてきたタビットに、短くそう告げる。


「遺跡……？　って、え……？」


　アレクと並ならんで立ったヴラドもまた、驚きの声を洩もらした。


　なぜなら灌かん木ぼくに被おおわれた山の斜しや面めんに、いきなり石造りの大きな入り口があったからだ。金きん属ぞく質しつの扉とびらで封ふうじられており、その高さは二階建ての屋根ほどもある。


「こんな低い場所に、こんなでっかい入り口があったのかよ……」


「渓谷や灌木なんかで、麓ふもとからは見えないようになってたんだね……」


　驚く二人を尻しり目めに、門の前に立つ番人が二言三言つぶやいた。すると、重々しい音を立てて扉が左右に開いてゆく。


「魔動機文明時代の遺跡か……」


　扉の仕し掛かけや石材の使い方などを見て、アレクはそう判断する。一方の番人は無言のまま扉の奥へと入っていった。慌あわてて全員その後に続く。


　そして全員が入ったところで、扉は再び閉じられた。いきなり真っ暗になり、アレクは動どう揺ようする。


「うおっ!?」


　しかも、直後に足あし許もとが激しく揺れた。立っていられないほどではないが、目が見えない状況ではあまりにも恐ろしい。


「魔動制御球マギスフイア起動！　フラッシュライト！」


　ブンッと音を立て、アレクのマギスフィアが飛び上がる。そしてそこから明るい光を放った。


「これって……」


　光に照らされた壁を見れば、どんどん後ろへと流れていた。振り返れば、もう入ってきた扉は見えない。


「床ゆかが動いてるよ、アレク……」


「だな……このレールにそって動くのか……」


　床の端はしまで行くと、動く床の仕組みの一いつ端たんが見えた。しばらくして、床は斜面を上り始める。


「どこに連れて行く気なのかな……」


　落ち着かなげに鼻をひくひく動かすヴラドだったが、アレクは覚悟を決めて床に座り込んだ。疲れた体で揺れる床の上に立つのはいささかしんどかったし、どうせ逃げ場はないのだ。立っていてもいいことはない。


「おい、アレク──」


「余計な体力を使いたくないんだ。虎こ穴けつに入っちまったんだからな。何が出たって驚おどろきゃしねーよ」


　そう告げる少年の横に、ルーンフォークの少女も腰を下ろす。


「……まったく。きみの剛ごう胆たんぶりは、つくづく冒険者に向いてるよ」


　ヴラドも嘆たん息そくしつつ、友に倣ならって床に座る。


　動く床が止まったのは、それからしばらくしてからのことだった。





「なんだここ……」


　床が止まり、再び大きな扉をくぐる。


　次に現れたのは、巨大なトンネル状の回かい廊ろうだった。


　恐らく、かつては格かく納のう庫こか何かだったのだろう。軽く人間の身の丈たけを超こえるサイズのガラクタが、壁沿いに所ところ狭せましと積み上げられていた。


「魔動機文明時代の、魔法生物だね……」


　ヴラドの指し摘てきに、アレクも頷うなずく。


「ガーウィとかドゥームとか、戦せん闘とう用の魔動機械ばっかりだな……」


　両手が銃になっている人型の魔動機械や、短い足を無数に持つ大型の魔動機械。それらが、あるものは原形を留とどめたまま、あるいはバラバラになった状態で転がっている。


「ここ、魔動機文明時代は要よう塞さいかなにかだったのかもね……」


「だな。間違いなく軍事施し設せつだぜ、これ」


　元ジャンク屋の息子むすことしては、宝の山だった。修理すれば使えそうな部品や道具が、あちこちに転がっている。だがいまは吟ぎん味みしている時間もないし、持ち帰る手段もない。


「あの動く床で、山のあちこちと繫つながってるってわけか……」


「神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのも、当然だね」


　動く床で移動している最中、アレクたちはいくつもの出入り口を目もく撃げきしている。つまり、鬼哭山そのものが要塞化されているのだ。


（それでも、魔動機文明は滅ほろびた……）


　現在の文明からは考えられない、高度で大規模な施設や装そう置ち。それらをもってしても、蛮族の侵しん攻こうを前に滅びを回かい避ひすることはできなかった。


　魔動機文明を滅ぼした、伝説の〝蛮王ロード・オブ・バルバロス〟。その正体はいまだ解明されていない。


　そしてアレクの腰には、その蛮王が用いたと言われる伝説の剣があった。しかも目の前に立つ戦士の背にも、同種のものが存在している。


『乗れ』


　倉庫のような回かい廊ろうを抜けた先で、今度は昇しよう降こう機きに乗せられた。


　大型の昇降機だが、巨きよ漢かんの番人がいるだけで窮きゆう屈くつに感じる。


（うは、デケェ……っ）


　近くで見れば見るほど、番人の体は大きかった。アレクの目線が、ちょうど腰あたりにくる。


　そして近づいて気づいたことだが、番人の体は傷だらけだった。よく手入れはされていたが、甲かつ冑ちゆうは傷いたみ、ホルスターの銃には弾が入っていない。長い年月戦い続けてきたことを、それらの事実が雄ゆう弁べんに物語っている。


　だが背中に背負った大剣だけが、まるで新品のように美しい。それが魔剣の持つ魔力ゆえなのか、それとも純じゆん粋すいに最近封印が解とけたばかりなのか、一見しただけでは判別不能だ。


（同じ〝蛮王の剣〟だったとして……ずいぶん違うもんだな……）


　アレクが持つものと、大きさも放つ雰ふん囲い気きもまるで違う。少年の腰にある魔剣が放つのは、禍まが々まがしい破壊への衝しよう動どうだ。だが目の前の魔剣から感じるのは、熱さと力強さ。


（これだけの巨漢には、相応ふさわしいってとこか……）


　見上げれば、番人の顔も見える。このとき初めて、アレクは番人の正体に気づいた。


（ルーンフォーク……？）


　魔動機文明に造られたという、人造の人間──ルーンフォーク。


　その姿は人間と変わらず、身体的な特とく徴ちようにも変化はない。無知な者の中には、ルーンフォークのことを機械仕じ掛かけの人形だと思っている者もいるが、そうではないのだ。


　ルーンフォークの体内には血が通っており、人間と同じように体温があり、必要ならば人間と同じものを食べて同じように眠る。見た目の差もなく、ルーンフォークだとわかりやすくするために、首と体の一部を無機物の素材で被おおうという取り決めがなされたほどだ。


　大きく異なるとすれば、人の手によって生み出されたということだけ。だから彼らは生せい殖しよくによって増えることはなく、ジェネレーターと呼ばれる機械で人工的に造られる。そして生まれたときから死ぬまで、同じ姿で生き続ける。


　本来は、人間にさせるには危険な仕事やつらい仕事をさせるために造られたという。一番初めに造られた理由は、戦闘用だという説もあった。


　だがあまりに人間に近すぎたがゆえに、魔動機文明時代後期にはルーンフォークにも人権が認められ、共存していたと伝わっている。それは現在でも継けい承しようされており、人族の一員として、ルーンフォークたちは人間たちと一いつ緒しよに暮らしていた。


　無知ゆえの、あるいは奢おごりゆえの差別や迫はく害がいは、多少あるとしても。


『……あんた、名前はあるの？』


　ユーリカにしたのと同じ質問を、この巨漢の番人にも投げかけてみる。


『ヴィクトール』


　無視されるかと思ったが、意外なことに返事が返ってきた。


『オレの名前は、アレク。こっちがヴラドで、その子はユーリカ』


　アレクは手早く、自分と一緒に仲間も紹しよう介かいする。


『ひょっとして……ヴィクトールって、戦闘用ルーンフォーク？』


『……この遺跡を守るため、という意味ならな』


　ヴィクトールと名乗ったルーンフォークは、顎あごのベルトを外し、兜かぶとを脱ぬいだ。


「!?」


　そこから現れた顔を見上げ、アレクは軽く驚おどろかされる。


　なぜなら、さぞいかめしい顔をしているのだろうと思っていたのに、意外にも穏おだやかな表情をしていたからだ。


　ルーンフォークの外見ほど当てにならないものはないが、その顔立ちは落ち着いた壮そう年ねんの男のものだった。彫ほりの深い顔立ちに、金色の瞳。短めの緑色の髪と、額ひたいに固定されているらしい角つきの鉢はち金がねが、ルーンフォークであることを証明している。


『二百年も、この遺跡を守ってきたわけ……？』


　標準的なルーンフォークの寿じゆ命みようは、五十年と言われている。だがもっと長生きする者もいるし、特に出で来きのいい者になれば何百年も生きた例があった。


『何年ここを守ってきたかは、もう忘れた。俺にとっては、どうでもいいことだ』


　突き放すような口調だったが、その声にはどこか誇ほこらしげな響ひびきがあった。


（たったひとりで、何十年も、何百年もここを守ってきたのか……）


　その感覚は、まだ若いアレクにとって想像さえできないものだった。だが目の前のルーンフォークからは、有う無むを言わさない自負と誇ほこりを感じる。


　彼にとっての、聖域──鬼哭山の遺跡は、恐らく彼の人生すべてなのだ。


『仲間はいないのか？』


『それを聞いてどうする？』


『い、いや、別にスパイしようとかそういうつもりじゃなくってさ……まあ、寂さびしくねぇのかな、と思ったもんだからよ』


『寂しい……か。あまり考えたことはないな』


　そう告げるヴィクトールの表情は、意外なことに穏おだやかだった。そして少年を見下ろす。


『面おも白しろいことを聞くものだな』


『そうかな？』


『かつて俺に話しかけてきたやつは何人かいるが、どいつもこいつも遺跡のありかや宝の所在について聞くばかりだった』


『はは。そんなこと聞いたって、答えるわけないよな』


『そういうことだ』


　思わず笑ってしまった少年を見下ろし、ヴィクトールもわずかに表情をゆるめる。


「な、なんの話してんだ……？」


　会話の内容がわからないヴラドが、おどおどしつつ二人の顔を見比べる。


『最後にやってきた遠えん征せい武ぶ官かんにしてが、そうだった。おまえが〝継けい承しよう者しや〟でなければ、俺も話は聞かなかったかもしれん』


『継承者……って？』


『その魔ま剣けん……〝レリクスのソードブレイカー〟を受け継つぐ資し格かくを得た者だ』


『資格……』


　似にたようなことを、少年は聞いたことがあった。


　ダーレスブルグの城の地下。アレクが魔剣を摑つかみ、ボグズを倒たおしたとき──亡ぼう霊れいの剣けん士しが言ったのだ。


〝資格を得た〟──と。


『ヴィクトール、それってどういう意味──』


　アレクが問うのとほぼ同時に、昇しよう降こう機きが止まった。扉が開き、ヴィクトールは通路に出る。


『そこの部屋が、宿しゆく泊はく施し設せつになっている。このフロアは自由に行き来できるようにしておくから、好きに使うといい』


　そしてそれだけ告げると、ヴィクトールは再び昇降機に戻った。そのまま質問を差し挟はさむ余地もないまま、扉が閉じられる。


『ヴィクトール！』


　アレクはもう一度その名を呼ぶ。


　だが閉じた扉が再び開くことはなく、昇降機が上る音は、静かに遠ざかっていった。
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　朝日が、柔やわらかく鬼哭山を照らす。


　天候は少し回復し、雲の切れ間から荘そう厳ごんな光が広がっていた。山の斜面には朝あさ靄もやが立ち込め、日光を反射する朝あさ露つゆが幻げん想そう的な光景を演えん出しゆつしている。


　そんな清せい涼りような空気の中、リリアンナとダリウスはすでにアレクたちの探たん索さくに出ていた。


　岩場を下り、アレクたちが転落しただろう場所を調べに向かう。ドランたちバーレスの兵士とはもう別れていた。いまごろ、下山を開始しているはずだ。


「──リリアンナ」


　ダリウスの呼びかけに、神官戦士の少女はそちらを振ふり返る。


「なにか見つかりましたか!?」


　リリアンナが駆かけ寄ると、黒衣の戦士は地面の一角を指差していた。


「焚たき火の跡あとだ」


「じゃあ──」


「アレクたちと限ったわけではないが、生きている可能性は出てきた」


「よかった……」


「だが……」


　安あん堵どの声を洩もらすリリアンナだったが、ダリウスの表情は決して楽観的ではない。


「あれを見ろ」


　そう言って戦士が指差した場所。


「!?」


　そこには、もはや原形を留とどめていない肉の塊かたまりが二つ、血ち溜だまりを形成していた。


「これって……」


「アンドロスコーピオンだ」


　ちぎれたはさみや節のある足などを剣の切っ先でつつき、ダリウスは断定する。


「蛮族軍の斥せつ候こうと、アレクたちが遭そう遇ぐうした……？」


　その可能性は、十分ある。だが、どうしても違い和わ感かんが拭ぬぐえなかった。


　アレクの武器は、魔動機術と銃だ。もちろん魔剣を再び抜いた可能性も否定できないが、あれほどの暴走をやった後ですぐに魔剣を振り回すとはどうしても思えない。


「……一太た刀ちだな」


「一太刀……？」


　死体を検けん分ぶんしていたダリウスの言葉に、不ふ吉きつな想像が脳のう裏りをよぎる。


「まさか……」


「戦士種のアンドロスコーピオンを一刀両断できるほどの腕前となれば……可能性はひとつしかない」


「じゃ、じゃあ、アレクたちは番人と出会ったってこと!?」


「アレクたちが野営地を放ほう棄きした後に番人とアンドロスコーピオンが遭そう遇ぐうした可能性もある。だが、そこまで楽観視はできんな」


「でも……」


　思わず泣きそうな顔になったリリアンナの肩を、ダリウスはぽんっと叩く。


「大だい丈じよう夫ぶだ。アレクたちは死んじゃいない」


「え……？」


「もちろん、憶おく測そくだがな。血けつ痕こんがあるのは、アンドロスコーピオンの分だけだ。あの番人がアレクたちを殺して、わざわざ後始末をする理由がない。死体がないということは、無事に逃げたか、最悪でも番人に連れ去られたか……」


「連れ去られた？」


「戦いが始まる前、アレクとあの番人は魔動機文明語でなにかやりとりをしていた。コミュニケーションが取れるなら、殺されていない可能性も十分ある」


　そこまで告げると、ダリウスは地面にしゃがみ込んだ。そして足あし跡あとなどの痕こん跡せきを探し始める。


「なにか、見つかりそうですか？」


「……本職の斥候スカウトじゃないんでな……だがかすかにだが、足跡が続いている」


　ダリウスは顔をあげると、山やま肌はだの一角を指差す。


「とにかく、追えるだけ追ってみましょうっ」


「……そうだな」


　前向きなリリアンナの意見に、ダリウスも同意する。


「ダリウスさん、この小さい足跡って……」


「ヴラドのかもしれん」


「……希望が湧わいてきました」


　少女は力強く拳こぶしを握にぎりしめ、前進を開始する。


　それからしばらく、二人は足跡を確かく認にんし、ときに周囲を警けい戒かいし、険けわしい山腹を進んでゆく。二人とも野外で活動する訓練は最低限しか受けていないため、その歩みは遅ち々ちとして進まない。


「……前から聞こうと思ってたんですけど、ダリウスさんはどうして遠征武官の護ご衛えいに名乗り出てくれたんですか？」


　思いがけない問いかけに、ダリウスは足を止めて少女を振り返る。


「遠征武官の護衛なんて、報ほう酬しゆうもたかが知れてるのに……ダリウスさんほど経験豊かで腕の立つ魔法戦士が同行してくれることになったのが、ちょっと不思議だったんです」


「…………」


「成り行きとか、ただなんとなく……とかじゃないですよね」


「そうだな」


　冗じよう談だんっぽく告げるリリアンナの言葉に、ダリウスは珍めずらしく苦笑を浮かべる。


「いろいろと、考えていることはある。目的も……ないわけじゃない」


「目的……？」


「ちょっと、捜さがし物をな」


「捜し物？　財宝とか、魔法の剣とか？」


「……少し違うな」


「？」


　一瞬浮かんだ、複雑な表情。けれどリリアンナには、その真意を読み取ることはできなかった。


「それに、俺はアレクのパーティに参加している。リーダーのアレクが決めたことには、基本的に従うさ」


「そうなんですか？」


「……アレクは話してなかったのか？」


「ええ、ぜんぜん」


　首を振るリリアンナを見て、ダリウスは苦笑を浮かべる。


「……ある事件をきっかけに、俺は冒険者としての活動を完全にやめていた。パーティを組む気にもなれなかったし、なにをする気にもなれなかった……」


「…………」


　ダーレスブルグの酒場で朽くち果てていたダリウスの姿を、リリアンナも目もく撃げきしている。そのときの姿は、まるっきりダメ人間だった。


「自分のことも、他人のことも、もうどうでもよかった……死ぬ理由もないから生きている、そんな状態だった」


「そんなときに、アレクに誘さそわれたんですか……？」


「いや、むしろ俺が頭を下げた」


「ダリウスさんが!?」


　驚くリリアンナを見て、黒衣の戦士は苦笑する。


「でも、どうして……？」


「理由はいくつかあるが……あいつの真しん剣けんな眼まな差ざしを見ていると、なぜだか放ほうっておけなくてな」


「それは……そうかも」


　普ふ段だんは軽いノリのように見せて、ここぞというときに見せる真剣な瞳ひとみ。


「それに、俺はあいつに命を救われた」


「あ……」


　ダリウスが言っているのが、城の地下での一件だということは、リリアンナにもすぐに理解できた。


　ミノタウロスの族長、ボグズの手によって、ダーレスブルグの地下に封ふうじられていた〝蛮王の剣〟は解放されてしまった。その魔力によって強化されたボグズを前に、ダリウスたちは全ぜん滅めつを待つばかりだったのだ。


　それを捨て身の策さくによって逆さか手てに取り、窮きゆう地ちを救ったのはアレクだった。その代だい償しようとして魔剣に呪のろわれ、〝穢けがれ〟をその身に帯びてしまうことになってしまった。


　仲間を救うために一番大きな代だい償しようを払ったのは──間違いなくアレクだった。


「だから、俺はあいつの旅にとことん付き合うと決めたんだ。アレクのおかげで、冒険者としての魂たましいと、命と、両方を救われた……それに、あいつの成長を見たいという好こう奇き心しんもあるしな」


「そっか……」


　ダリウスの言葉に、リリアンナも素す直なおに納なつ得とくする。


「リリアンナは、アレクのことをどう思っているんだ？」


「え、え!?」


　ダリウスから質問が返ってくるとは思っていなかったリリアンナは、驚いて目を白黒させる。


「ど、どうって……なんというか、弟みたいな……な、なんか違うな……なんて言ったらいいのかな……」


「身内みたいな感覚か？」


「そ、そうそう！　そんな感じです！」


　なぜか、全力で肯こう定てい。


「好きじゃないのか？」


「ぶっ」


　まったく予想外の言葉に、リリアンナは思い切り噴ふき出す。


「そ、そんな感情で見てませんよ！　チビだし、生意気だし、わたしより弱いし……」


「あいつは成長期だから、まだこれから身長は伸びるぞ。そのうち性格も落ち着いてくるだろうし、剣も練習を始めたばかりだからな」


「あ、あう……」


　うまく切り返され、リリアンナは言葉に詰つまる。


「バーレスの市門で衛えい兵へいに食ってかかっていたから、てっきりそういう感情があるものかと思ったんだがな」


「ち、違いますよ！　そんなんじゃないです！　だって、わたし婚こん約やく者しやがいるんですよ!?」


「まだ結婚はしてないんだろう？」


「そ、それはそうですけど！　でもだからといって、婚約者がいるのに他ほかの男性を好きになるような、そんな不ふ貞ていなことできませんっ」


「そういうものか」


「そういうものですっ」


　ダリウスはいささか納なつ得とくがいかないようだったが、リリアンナは強ごう引いんに話の流れを断たち切る。


「……それと、ドランに食ってかかったのは……まるで以前の自分を見てるみたいだったから……」


「？」


「〝穢けがれ〟を持っている人って、みんな自然の摂せつ理りに反して、神の決めたルールを破って、魂を邪じや悪あくに染そめた人たちなんだって……」


「普ふ通つうは、そうだからな」


「でも、ダリウスさんもアレクも、違うじゃないですか。望むと望まざるとにかかわらず生まれながらに〝穢れ〟を持ってたり、仲間を助けるために〝穢れ〟ちゃったり……そういう人もいるんだってこと、わたし考えたこともなくて……」


　申し訳ない気持ちがぶり返してきて、リリアンナは少しうつむく。


「別に、おまえが落ち込むようなことじゃない。それが世間の常識だし、認にん識しきだ」


「でも……っ」


「気にするな。それに、あのとき衛兵に突つっかかってくれたことは……嬉うれしかったよ」


「ダリウスさん……」


　思いがけず優やさしい表情を見せる戦士の様子に、リリアンナは驚きを隠かくせなかった。同時に、救われた気持ちになる。


「ダリウスさんって……案外おしゃべりなんですね」


「……必要なときはな」


　自分でも意外だったのだろう。急に不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべ、そっぽを向く。そんなダリウスの様子を見て、リリアンナはくすくす笑った。


「ん……？」


　しかし、そんなとき。ダリウスの足が止まった。


「なにか見つけましたか!?」


「……いや、逆だ」


　ダリウスはしゃがんで地面をじっと見つめ、すぐに顔を上げる。


「なにが……」


「足跡が、崖がけの中に消えている」


　そう言って、黒衣の戦士は目の前の崖に手を伸ばす。すると、その手は崖の中に何の抵てい抗こうもなくめり込んでいた。


「これ……!?」


「幻げん覚かく地形だ」


　ダリウスは周囲を見回し、念の入りっぷりに無言で唸うなる。


「渓けい谷こくと周囲の植物で麓ふもとから見えない上に、魔法でカモフラージュか。ずいぶんと警けい戒かい厳げん重じゆうだな」


「じゃあ、アレクたちはこの奥に……」


「恐らくな」


　ダリウスは手て探さぐりで幻げん影えいの中を確かめる。その指先に触ふれたのは、ひんやりとした金属の感覚だ。


「こんな低いところに、遺い跡せきの入り口があったなんて……」


「問題は、どうやって入るか……だな」


　一瞬にして、ダリウスの表情が熟じゆく練れん冒険者のそれになる。


「なにか合い言葉があるとか、鍵かぎが必要とか……」


　リリアンナも手がかりはないか探ろうとして、幻影の中に足を踏ふみ入れる。


　その瞬間──いきなり幻覚地形は消しよう滅めつしていた。そして二人の眼前に、石で作られた大きな入り口、そしてそれを封ふうじる両開きの扉とびらが現れる。


「な……」


「どうして……」


　驚き、リリアンナは扉に触れた。すると突とつ然ぜん扉に葉よう脈みやくのような魔元素マナの輝かがやきが走り、重々しい音を立てて扉が開いてゆく。


「聖せい印いんが……」


「輝いてる!?」


　遠征武官のみに与えられるという、騎ザ士イ神アの特別な聖印。それが、淡あわい光を放っていた。


　そしてそれは、ダーレスブルグの地下の封印を解といたときと、同じ現象だった。


「ここが、聖地に繫つながっているから……？」


　真まっ暗くらで巨きよ大だいな回かい廊ろうが、目の前に現れる。奥は深く、太陽の光はまったく届かない。


「……行くしかなさそうだな」


　ダリウスの言葉に、リリアンナはこくりと頷く。


　そして二人は、慎しん重ちように闇の中へと足を踏み入れていった。
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　リリアンナとダリウスが遺跡の中へ足を踏み入れた頃ころ。


　アレクはようやく目を覚ましていた。


「ふぁ～あ……よく寝た……」


　大あくびをしながら、両手を伸ばす。


　ヴィクトールが用意してくれた部屋は、実に快かい適てきだった。


　ベッドは広くてふかふか。シャワールームまで完備されており、バーレスで風ふ呂ろに入り損そこねたアレクは久しぶりに旅の垢あかを落とすことができていた。


　旅の疲つかれと戦いの負傷もあって、まさしく泥どろのように、朝まで一度も目を覚ますことなく眠り続けた。少年の若い肉体は一気に活力を取り戻していたが、少し寝過ぎたのか頭はまだぼんやりとしている。


「こんなに爆ばく睡すいしたの、いつ以来だ……？」


　そして身を起こそうとして、アレクは違い和わ感かんに気づいた。


　なにやら、胸むな許もとが重い。


「!?」


　柔らかい羽う毛もう入りのキルティングをのけ、アレクは絶句した。


　なぜならそこには、オレンジ色の髪かみの少女が、全ぜん裸らで抱だきついていたからだ。


「な、なななな、ななな!?」


　まったく予想外の出で来き事ごとに、まともな言葉も出てこない。突き飛ばすべきか身を離はなすべきかも判断できず、まさにバンザイの格かつ好こうで硬こう直ちよくしてしまう。


「あ……おはようございます、アレク様」


「ユ、ユーリカ!?　おまえなにして──」


「？　前のご主人様には、必ず添そい寝ねをするものだと教えていただいたのですが……」


「そ、それは間違った常識だ！」


「そうなんですか……申し訳ありません」


　思わず怒ど鳴なってしまうアレクを前に、ユーリカは身を起こすと頭を下げた。当然裸ら身しんを晒さらすことになり、アレクは慌あわてて目を逸そらす。


「だいたい、どうやってオレの部屋に入った!?　一応、鍵はかけといたぞ!?」


「ああ、それでしたら、ヴィクトールさんに頼たのんで開けてもらいました」


「い、いらんことを……っ」


　この遺跡の番人だけに、どこでも出入り自由なのだろう。


「と、とにかく服を着ろ！　目のやり場に困るだろっ」


「？　わかりました」


　アレクの反応にいちいち首を傾かしげつつ、ルーンフォークの少女はサイドボードに置かれていた真新しい服を手に取る。そしてそれを、手て際ぎわよく身につけた。


「それ……」


「これも、ヴィクトールさんにいただいたんです。この遺跡で働いていた、ルーンフォークのものだとか」


「へぇ……」


　新しい服を身につけた少女を見て、アレクはしばし絶句する。


　濃こい赤を基調に、白いフリルやレースがあしらわれた衣い装しようは、まるであつらえたかのように似に合あっていた。


　上半身は清せい潔けつ感かんあるデザインでまとめられ、スカートは膝ひざが出る丈たけで可か憐れんにふわりと広がっていた。洗せん髪ぱつし、丁てい寧ねいに梳くしけずられたオレンジの髪も美しく、小さな帽ぼう子しが載のせられている。


　そしていままで薄うす汚よごれた顔しか見ていなかったから気づいていなかったが、少女の顔立ちもまた、とても愛らしかった。


（ルーンフォーク的な美しさ……ってやつか……それにしても、これは……）


　人造人間だけに、ルーンフォークの外見は基本的に整ととのっている。それを人形的だと揶や揄ゆする者もいるが、アレクは理り屈くつ抜ぬきに目を奪うばわれていた。


「あの……あまり見つめられると、不思議な気分になります……」


「あ、ああ。ごめん」


　思わず謝あやまった瞬間だった。


「おーい、アレク！　起きてるかい！」


　ばんっと扉が開き、ヴラドが入ってくる。


「ア、アレク……また抜け駆がけかよ……ず、ずるいぞ！　おまえなんてもう親友なんかじゃないやい！」


　そしてまだベッドにいるアレクと、新品の服を身につけたユーリカを見て、脱だつ兎とのごとく飛び出してゆくのだった。





「なあ、いい加減機き嫌げん直せよ。ただ単に一いつ緒しよにいただけじゃねぇか」


　へそを曲げたタビットに弁明しつつ、アレクは遺跡内の回かい廊ろうを歩いていた。


「……今度は、ぼくが添そい寝ねしてもらうからね。それなら、許すけど」


「いや、それは……」


「わかりました。今晩は、ヴラド様にご奉ほう仕しさせていただきます」


「ご奉仕!?」


　素す直なおに頭を下げるユーリカを見て、ヴラドの両耳がぴんっと立つ。なにを想像しているのか、顔が一気に緩ゆるんでいた。


「エロウサギ……」


「なにか言った？」


「いや、なんにも」


　適当にごまかし、アレクは少し先へ進む。


「しかし……なんだか魔法で化かされてんじゃないかって気分だよ……」


　部屋のことといい、施し設せつ内をかなり自由に歩き回れることといい、アレクは不思議な気分だった。遺跡も施設も、何もかも幻影じゃないかと疑ってしまうほどだ。


「案外、ぼくらをここで飼い殺しにするつもりだったりして」


「かもなぁ……」


　あまりの待たい遇ぐうに、アレクも首を傾げる。


「とりあえず、このフロアをいろいろ調べてみれば、なにかわかるかもしれねぇし」


「そうだね」


　アレクとヴラドは、なにひとつ取り上げられなかった装そう備びを一式持ち、まずは回廊の奥へ向かうことにしていた。そんな二人の先頭に立ち、ユーリカが身軽な足取りで進んでいる。ときおりしゃがんだり壁を見つめているのは、どうやら罠わなや仕掛けがないか探しているらしい。


「どう？」


「開けられない扉がある以外、危険な罠や仕掛けはないようです。奥の扉も、特に問題ありません」


　石造りの回廊の奥まで進み、ユーリカは安全を確保していた。しかし彼女の働きが馬ば鹿か馬ば鹿かしく感じられるほど、危険な要素がなにひとつない。


「本当に化かされてんのかもな……」


　改めてつぶやきつつ、アレクは一番奥の扉の前に立った。そして、一気に押し開ける。


「!?」


　その瞬間、強い風がアレクの頰ほおを打った。


　驚き顔を伏せるが、特に敵や罠によるものではないとすぐに気づく。


　それは、ただ単に外気と屋内の空気が入れ替かわるときに起きる、強い風だった。


　だが、普通の風とは少し違う。やや重たく、湿しつ気けを含ふくみ、よい香かおりを内包した風。


「やっぱりオレたち、化かされてんのかな……」


　アレクは立ち尽つくし、眼前の光景に圧あつ倒とうされる。


　そこは、庭園だった。


　まるで神しん殿でんのような支柱や石造りの天てん井じようも存在していたが、基本的に外気を遮しや断だんするものは一いつ切さいなかった。


　木々が茂しげり、草花が咲さき乱れ、噴ふん水すいから水が流れている。石造りの彫像や彫ちよう刻こくも無数に並んでいたが、それらはみな緑に被おおわれ、むしろ自然の中に埋まい没ぼつしているような印象だ。


「遺跡の中に、こんな場所があるなんて……」


　ヴラドも、まるで誘さそわれるようにふらふらと庭園へ足を踏み入れていた。だが幻影ではないことを証明するように草花は揺れ、植物のにおいが鼻び孔こうをくすぐる。


「アレク様、果物くだものも実をつけています……」


　ユーリカが敵の気配を警戒しつつ、庭園の中を進んでゆく。


「お、おい……」


　アレクも制止しようとしたが、好こう奇き心しんには抗あらがえなかった。ヴラドと並んで、ユーリカに続く。


「そういや、腹はら減へったよなぁ……」


　ぐぅっと、腹の虫が鳴く。その間にも、ユーリカがいくつも果物をもいで持ってきてくれた。ぶどうや柑かん橘きつ類るいなど、様々な種類の果物が、それも食べ頃ごろな状態で運ばれてくる。


「うまい！　これは甘あまくて最高だなぁ！」


　そしてアレクが戸惑う間にも、ヴラドが次々と果物を口に運んでいた。その様子をしっかり見てから、ユーリカはアレクに果物を差し出す。


「どうぞ、アレク様」


「お、おう……」


　案外いい性格してるなぁ、と思いつつ、アレクも果物をひとつかじってみる。薄うす桃もも色いろの果実は瑞みず々みずしく、驚くほどに甘かった。


「うまい……なんだよここ……マジで幻まぼろしか？」


　まるで楽園のような景色けしきと食べ物に、アレクはすっかり混乱していた。そんな彼らの前に、なにか羽虫のようなものが無数に飛んでくる。


「わ……っ」


　きらきらと輝きの軌き跡せきを残し、その小さな存在たちはアレクの周りを優ゆう雅がに舞まった。赤や青や緑や黄色……様々な光たちが、無む邪じや気きな空中ダンスを踊おどってみせる。


「妖よう精せいだ……」


「これが、妖精……？」


　ヴラドの指し摘てきに、アレクもよく目をこらしてみる。


「自然の少ない町中じゃほとんど見られないけど……こういう自然が多い場所には結構いるんだよ」


「そっか……それにしたって……」


　笑い声と共に、妖精たちはアレクの周りを飛び交かう。みな手のひらに載のるほど小さく、少女や少年の姿をしていた。透すき通った羽虫の翅はねを持ち、光の粉を振ふりまいて飛ぶ姿は現実離ばなれした光景だ。


「？　？」


　ただひとり、ユーリカだけ不思議そうにアレクたちのことを見ている。なにが起きているのか、まったく理解できていない様子だ。


「……そういや、ルーンフォークには妖精が見えないんだっけ」


　アレクはそのことを思い出し、苦笑する。


「妖精が……飛んでいるのですか？」


「ああ。ユーリカには見えないだろうけど……」


「残念ながら見えませんけれど……漠ばく然ぜんと、存在は感じます」


　完全には追い切れていなかったが、ユーリカも妖精の飛ぶ方向へ視線を向けていた。


　それもそうだろう。妖精はみな、自然現象に魔元素マナが干かん渉しようして生まれた存在であり、それぞれ元となった現象を象しよう徴ちようしている。炎ほのおの妖精ならば熱を持ち、水の妖精ならば水分をたくさん有している。妖精そのものが見えないルーンフォークでも、そうした現象自体は感じられるのだ。


「いよいよ幻覚じみてきたな……」


　苦笑するアレクだったが、その表情もすぐに凍こおり付く。


　なぜなら重々しい足音と共に、大きな何かが近づいてきたからだ。


「な、なんだ……!?」


「アレク、あれ！」


　危険を察知することにかけては敏びん感かんなタビットが、庭園の一角を指差す。


　すぐさまそちらを見れば、木々の間からずんぐりとした巨きよ体たいが姿を現すところだった。胴どう体たいの真ん中にある魔動制御球マギスフイアによく似た構造物を中心に、短い八本の足と大きな胴体、二本の腕と二本の大たい砲ほうが生えている。


「クィン・ドゥーム……っ」


　ヴラドの絶望的な声。そして魔動機師マギテツクであるアレクも、その名前を聞いたことがあった。


　魔動機文明時代に造られた戦闘用魔法生物の中でも、特に完成度の高い存在。兵器として極きわめて優ゆう秀しゆうな性能を持つ怪かい物ぶつだ。いまのアレクたちに、とても太た刀ち打うちできる相手とは思えない。


「アレク様！」


　ユーリカがすぐさま反応し、武器を抜くべく腰に手を当てる。だがそんなことには構わず、クィン・ドゥームは銃になっている両手をアレクたちのほうへ向けた。


「やっぱり、罠わなだったのか……!?」


　驚き、アレクも腰の銃に手を伸ばす。だが、圧倒的なクィン・ドゥームの射しや撃げき攻撃に対たい抗こうするには、あまりにも貧ひん弱じやくすぎる。


「アハハハ！」


「キャハハ！」


　無む邪じや気きに妖精たちがアレクの周りを飛び交い、集中力が乱される。


　もはや絶体絶命──そう思った瞬間。


　クィン・ドゥームの銃口から、盛せい大だいに水が発射されていた。


「ぷあ……っ」


　大砲からも次々と水が吐はき出され、庭園に水がまかれる。その噴ふん射しやに見事に巻き込まれ、アレクたちは水みず浸びたしになっていた。


　だがそれ以上に、予想外の出来事にアレクもヴラドも硬こう直ちよくしてしまっている。


「……どうやら、植物に水をやるのが仕事みたいです」


「……らしいね、どーも……」


　ユーリカの指摘を聞くまでもなく、アレクもそのことは理解していた。ただ戦闘兵器であるクィン・ドゥームに水やりをやらせるという発想に、茫ぼう然ぜんとなってしまったのだ。


「……マジで、どうなってんだ……ここは？」


「鬼哭山の鬼神が住む悪あく魔まの城……って感じじゃないよね」


「どっちかって言うと、文字通りのお花畑だな……」


　アレクは銃をホルスターにしまい、濡ぬれた頭を搔かく。


「この階は自由に歩き回っていいって言ってたし……もうちょっと、散さん策さくしてみるか。なにかわかるかもしれねーし」


「確かに、罠とか敵とかはなさそうだなぁ」


　ヴラドも全身を大きく揺ゆすり、毛皮についた水を払う。ユーリカにいたっては、理解を超えてしまってどうしたらいいかわからない様子だ。


「はは。なんか、ちょっと楽しくなってきたな」


　警戒するのが馬鹿馬鹿しくなり、アレクはつい笑ってしまう。


「気をつけなよ。こういうときに足あし許もとすくわれると、避けられないこと多いんだから」


「大丈夫大丈夫」


　笑いつつ、アレクは庭園の中を軽快な足取りで歩く。


　太陽の光と緑のにおい。土と水が混じり合い、妖精が踊り、魔法生物が庭の手入れをする。その光景を楽しみつつ、ふと庭園の外へ目をやれば、そこには絶景が広がっていた。


「うひょーっ、すげぇなこりゃ！」


　アレクは無む警けい戒かいに、まるで子供のように走り回る。


　庭園は、あれほど登るのに苦労した山の、ほぼ頂上にあるのだ。たなびく朝あさ靄もやは雲海を思わせ、まさしく空中庭園と呼ぶに相応ふさわしい光景を生み出している。そんな中、アレクは妖精と戯たわむれながら駆かけ回った。


「鬼哭山の鬼神さんは、この景色を守りたかったのかもなぁ……」


「だとしたら、ずいぶんとロマンチックな鬼神さんだよ」


　足を止めて景色を見やるアレクの隣となりに、ヴラドも立つ。


「この遺跡の財宝を求めて、何人もの冒険者が挑いどんできた……そのたびに、ヴィクトールは戦って、人を殺あやめてきた……」


　そのことを考えると、複雑な気分にならざるを得ない。だがヴィクトールはこの地を守り、魔剣を守り、この庭園と景色を守るために戦ってきたのだろう。


　逆に言えば、戦いを挑まなければこの庭園に招待してくれていたかもしれない──そう思うと、アレクは急に悲しくなってきた。


「ご主人様の命令なのかな……ルーンフォークって、本能的に誰かに仕えたがるところがあるわけだし、ヴィクトールの場合、〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉以前に造られた型だとすれば、その傾けい向こうはより強いと考えるべきじゃないかな」


「……かもな。魔剣を守るよう命じられたのか、この遺跡を守るように言われたのか。だけどここにあるなにか、あるいはここ全体を守ろうとしているのは間違いないと思う」


　もっといろいろ見たくて、アレクは庭園の奥へと向かって歩く。


「何百年も、孤こ独どくにここを守ってきたのかな……」


「孤独……なのかな」


　ヴラドの言葉に、アレクは庭園の中をゆっくりと歩くクィン・ドゥームを振り返る。


「ユーリカの感想は、どう？」


　最さい後こう尾びを歩いていたルーンフォークの少女へ、アレクは質問を投げかけてみる。


「感想……ですか？」


「まあ、難むずかしく考えないで、率そつ直ちよくな意見を聞きたいだけなんだけど」


　妙に身構える少女の様子が面おも白しろくて、アレクは苦笑する。


「……なんだか……うらやましい、です」


「うらやましい……？」


　少し予想外の答えに、アレクは首を傾かしげる。


「はい……しっかりした使命を持って、お仕事を続けているなんて……なんだか、うらやましくて……」


「そういうものかなぁ……」


　ルーンフォーク特有の価値観かな──ぼんやりと、アレクはそんなことを考える。


　そしてそうやってしばらく歩いていると、アレクたちは庭園の奥おくまった場所にやってきていた。





　そこには、石せき碑ひがあった。


　さほど大きなものではない。石で組まれた舞ぶ台たいがあり、周囲にはいままで以上に優ゆう雅がで美しい花々が咲さき乱れている。
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　そして石舞台の一番奥に、石碑が安置されていた。


　それは、女性だった。二十代ぐらいの美女がモチーフだったのか、目を閉じ、安らかで穏おだやかな表情を浮かべて横たわっている。その両手は優やさしく組まれ、まるで石せつ棺かんのような台座の中に置かれている。


　石棺の中もまた、色とりどりの花で埋うめ尽つくされていた。それらは備そなえられたものらしく、すべて摘つまれた花だけだ。


「ここも、手入れされてる……」


　アレクは石舞台に上がり、きれいに掃除されていることに気づいた。周囲の花か壇だんや鉢はち植うえなども、特に気を遣つかって丁てい寧ねいに手入れされている。


「まるで、お墓みたいだね……」


　アレクに続いて石舞台に上がったヴラドが、落ち着かなげに周囲を見回す。


「……すげぇ美人だなぁ……」


　しかし少年は一切気にせず、石棺の中の女性像を見下ろしていた。ユーリカも並んで、一いつ緒しよに石棺を見つめる。


　アレクの指摘通り、石棺の中の女性は本当に美しい顔立ちをしていた。彫ほりが深くはっきりとした目鼻立ちをしており、服を着た姿だというのにそのスタイルが抜ばつ群ぐんなのがうかがい知れる。


『──美しい人だろう？』


　そんなとき。


　突然かけられた声に、アレクたちはびくりとなって振り返った。だがすぐに、警戒を緩ゆるめる。


「ヴィクトール……」


『よく眠れたか？』


　そう言って歩み寄ってくる巨きよ漢かんのルーンフォークは、その両手にいっぱい、花を持っていた。そのまま、石棺へと歩み寄ってくる。


『この花は、あんたが……？』


『そうだ。よほどのことがない限り、日課にしている』


　ヴィクトールは石棺の側そばにひざまずくと、古くなった花を手にした籠かごに入れ、新しい花を並べていった。


「ユーリカ、通訳をお願い」


「あ、はい」


　魔動機文明語の会話が理解できないヴラドが、ユーリカに耳打ちする。


『ひょっとして……その女の人は、あんたのご主人様なのか？』


　アレクが問うと、遺跡の番人は振り返って小さく笑えむ。


『よくわかったな。その通りだよ、アレク。この方……アレーシャ・セラネス様は、俺を造った俺の主あるじだ』


　そう告げるルーンフォークの瞳には、確かな親愛と尊敬、忠義の光があった。


『この人に命じられて、ここを守ってるのか……？　もう、何百年も……？』


『……そうだな。ここを守ることが俺の使命であり、生き甲が斐いだ。それ以上のものはないし、それ以外のことに興味もない』


　石碑の手入れを手早く終えると、再びヴィクトールは立ち上がる。


『だけど……この遺跡って、魔剣が封じられてた場所だよな？　その魔剣……ヴィクトールが封印を解いたのか……？』


　巨漢の番人の背中にある、大剣。少年の視線を受け、ヴィクトールは鞘さやに軽く触ふれる。


『……俺が解いたわけではない』


『じゃあ……』


『最後の遠征武官が裏切りを働いて以来、この地に巡じゆん礼れいに来る者は久しくいなかった。儀ぎ式しきを行う者も絶え、封印は徐じよ々じよに弱っていた』


『それで、自然に……？』


『自然に……というわけでもない。封印が破れたのは、いまから二十日ほど前だ』


『二十日前……』


　それは、アレクがダーレスブルグの地下で魔剣を手に入れた時期と恐おそらくは一いつ致ちしていた。魔剣同士の共鳴現象といい、無関係とは思えない。


『それと、遠征武官の裏切りって……なにがあったんだ？』


『……魔剣の誘ゆう惑わくに負け、封印を破ろうとしたのだ。俺はそれをどうにか阻そ止しし、この遺跡から追い出した。それ以来、ここに遠征武官が来たことはない』


『魔剣の誘惑……』


「話には聞いたことがあるよ。強力で優ゆう秀しゆうな能力を持つ魔剣の中には、持ち手を支配しようと誘惑してくることがあるって。〝蛮王の剣〟級の魔剣なら、より強力な持ち手を求めてささやきかけてくることもあるんじゃないかな」


　ユーリカの通訳を介かいして話を聞いてたヴラドが、大きく頷く。


「魔剣の、誘惑……」


　アレクは、それがどんなことか、すぐに理解できた。魔剣のささやきに負け、力を振るったことで、仲間はバラバラになってしまったのだから。


「二百二十年前を最後に遠征武官が鬼哭山へ向かわなくなったのも、原因はそれだな」


「なるほど……ね」


　ヴラドの推論に、アレクも納得する。自分が魔剣の誘惑に負けたことを隠いん蔽ぺいするためにも、当時の遠征武官は鬼哭山での出来事を闇やみに葬ほうむったのだろう。


『……それで、昨日はリリアンナを襲ったわけ……？』


　アレクは思い切って、尋ねてみる。


　鬼哭山の鬼神──ヴィクトールは、明らかにリリアンナを狙って攻撃をしかけてきた。そのことが、アレクはずっと気がかりだったのだ。


『リリアンナ……？』


『今回の遠征武官だよ。聖印をつけた女の子がいただろ？』


『……ああ。覚えている』


　そう告げる番人の表情が、わずかに険けわしくなる。


『あいつなら、遠征武官として絶対信しん頼らいできるから、次は襲ったりしねーでくれよ？　なにせ、元気と真ま面じ目めが神官服着て歩いてるようなやつだからさ』


『…………』


　わざと軽い調子で告げたアレクだが、ヴィクトールの表情はより険しくなっていた。それだけ遠征武官への不信感が強いのかと、アレクは思う。


『……彼女は、本当にザイアの神官なのか？』


『え……？』


　思いがけない質問に、アレクは驚きの表情を浮かべる。


『ザイアの神官かって……そりゃ、遠征武官なんだからそうに決まってるじゃんよ？』


『ならばいいのだが……俺にはなにか、とてつもない存在に思えた。この世のものならぬ、恐おそろしく危険な存在に……』


　そう告げるとき、ヴィクトールの声に恐怖に似たものが含ふくまれていたことを、アレクは感じ取っていた。だがあれほど圧倒的な戦闘力を見せつけた鬼神がリリアンナを恐れる理由がわからず、混乱する。


『か、勘かん違ちがいなんじゃねーの!?　そりゃリリアンナは貴族のお嬢じようさんだし、おっかねーとこあるけどさ……あんたに狙われるようなことはなにひとつないぜ』


『そうか……』


『ホント、なんでも一生懸けん命めいでさ、使命感も強いし、なんだかんだで優やさしいとこあるし、危険な理由なんて絶対ありえねーからさ！』


　自分でも気づかないうちに、アレクは必死に主張していた。ヴィクトールはそれに、黙って耳を傾けている。


『魔剣に呪のろわれたオレの〝穢けがれ〟もずいぶん弱めてくれたし、ひょっとしたらあんたの魔剣だって再封印できるかもしれないぜ』


『……そうなれば、守るために持ち歩かなくてすむのだがな』


『物ぶつ騒そうだし、ぜひそうしてくれよ』


　アレクはあえて冗じよう談だんっぽく言うと、ヴィクトールの腰をぽんっと叩く。


「お、おい、アレク……」


　ダリウスさえ圧倒する鬼神になれなれしくするアレクの様子に、ヴラドが目を白黒させる。だがヴィクトールは、大きな手で少年の頭を優しく撫なでていた。


『ひとまず、おまえの言うことを信用しよう、アレク。遠征武官を迎えるのも、俺の仕事だ。再びその日が来たことを、素直に喜ぶべきなのかもしれんな』


　表情こそ変わらなかったが、巨漢の番人からは穏やかな感情が感じられた。鬼神などと呼ばれ、数々の挑ちよう戦せん者しやを退しりぞけてきた歴戦の戦士なのに、アレクはなぜか親しみにも似た好感を覚える。


『リリアンナも、歓かん待たいしてやってくれよ。きっと喜ぶからさ』


『……そうだな』


　頷うなずくヴィクトールを見上げ、アレクはもう一度笑いかける。


『なあ、ヴィクトール。オレたちも花を添そえてもいいかな？』


『花を……？』


　思いがけない提案だったのか、巨漢の番人はしばしきょとんとなる。だがすぐに頷き、まだ手て許もとに残っていた花をアレクとヴラド、それにユーリカにも渡わたす。


『やったね。ありがとう、ヴィクトール』


　アレクは満面の笑みを浮かべ、さっそく石棺に花を入れる。


「それにしても、凄すごく細密な石像だなぁ……まるで生きてるみたいだよ」


　続いてヴラドも献けん花かし、改めてマジマジと石像を見た。とても人の手で作られたとは思えないほど精せい巧こうで、髪の毛一本一本に至るまできちんと再現されている。


『まさか……この人って……？』


『──そうだ。アレーシャ様は、蛮王の呪のろいで石像となり、命を落とされた……ここは、我わが主あるじの大切な墓ぼ所しよなのだ』


『墓所……』


　ヴィクトールの言葉に、アレクも納得する。だからこそ、これほど丁てい寧ねいに手入れしているのだ。


『お墓だから、庭園を造ったのか？』


『いや……この庭園を造ったのは、アレーシャ様だ。〝文明の遺産よりも大切なものがある、それがここには生きている〟そうおっしゃられてな』


『そっか……じゃあ、この庭園そのものが、ご主人様みたいなものか』


『……そうかもしれんな』


　アレクの言葉が気に入ったのか、ヴィクトールはわずかに口許をゆるめた。笑みというにはほど遠いが、穏やかな気持ちが伝わってくる。


「早く、リリアンナにも……ここを見せてやりてーな……」


　リリアンナの安あん否ぴは、いまだわかっていない。そのことを改めて思い出し、アレクの表情がわずかに沈しずむ。


「リリアンナは、無事かな……」


『……少なくとも、俺は殺していないし、死体も見つけていない。また、捜さがしに出よう』


　魔動機文明語ではなかったが、ヴィクトールはアレクの気持ちを察してか、率そつ直ちよくに意見を述べる。


『アレーシャ様の最後の命令は、魔剣を守ること……そして、〝継けい承しよう者しや〟が現れた場合、その手助けをすることだ』


『継承者……』


　またその言葉だ──アレクは真相を知りたくて、ヴィクトールの顔を見上げる。


　だが、そのときだった。


　急に甲かん高だかい音で警報らしきものが鳴り響ひびき、ヴィクトールの表情が一気に戦士のものへと変化する。


「な、なに、この音……!?」


　驚くヴラドを尻しり目めに、ヴィクトールは遺跡の一角を振り返る。


『……敵だ』


　そうつぶやく巨漢の番人の顔──それは、すでに鬼哭山の鬼神のものだった。


「敵……だって？」


　アレクの問いにも答えることなく、ヴィクトールは大おお股またで歩き出す。


　激しい怒いかりにも似た鬼神の気配に、戯たわむれていた妖精たちは一いつ斉せいに姿を消し、皮ひ膚ふで感じられるほどの緊張感が遺跡全体を支配してゆく。


　戦いの狼煙のろしが、いま再び上がろうとしていた。
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　魔ま動どう機き文ぶん明めい時代、蛮族バルバロスはひたすら地下に潜ひそみ続けた。


　そのため、彼らは魔動機文明の影えい響きようをほとんど受けていない。


　その代表が、魔動機術マギテツクだ。大半の蛮族は魔動機術を学んだことがなく、扱あつかうことができない。


　だが例れい外がいとして、サソリ人──アンドロスコーピオンたちがいる。


　彼らは希き薄はくな感かん情じようしか持たない代わりに、強い探たん求きゆう心しんと学がく習しゆう意い欲よくを持ち、貪どん欲よくに魔動機術を身につけた。アンドロスコーピオンの戦士は装そう甲こうをまとい、銃じゆうで武ぶ装そうする。そして極きわめて組そ織しき的てきに動き、戦うのだ。


　もし彼らに他ほかの蛮族を率ひきいるだけのカリスマ性までも備わっていたら、いまごろ人族は地上から完全に駆く逐ちくされていたかもしれない。
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　ヒュウゥゥゥン！　ヒュウゥゥゥン！


　風鳴りのような甲かん高だかい音が、遺い跡せきの中に響ひびき渡わたる。


「警報……!?」


　遺跡内の長い上り坂を歩いていたリリアンナは、突とつ然ぜんのことに足を止める。


「遺跡に入ったのが、ばれた……？」


　思わずそうつぶやいた直後、上り坂の上からなにかがこすれるような音が近づいてくる。


「敵てき……!?」


　リリアンナとダリウスは、腰こしを落として剣けんの柄つかに手を置く。


　そんな彼らの眼がん前ぜんに現れたのは、黄色く平べったい魔ま法ほう生物だった。四本の足が生えたお盆ぼんのような形をしており、大きさはたらいほどしかないものの、坂を埋うめ尽つくさんばかりの数で殺さつ到とうしてくる。


「遺跡の番兵……!?」


　剣を抜ぬこうとしたリリアンナの手を、ダリウスが押おさえる。


「ダリウスさん!?」


「動くな、やり過ごせ」


「でも──」


　戦せん士しの言葉に言い返すより早く、平べったい魔法生物たちは二人の両りよう脇わきを凄すごい勢いで通過していった。数十体の魔法生物たちが、坂の下の暗くら闇やみへと消えてゆく。


「レンガード……遺跡を守る警けい備び用の魔法生物だ。どうやら俺おれたち以外に、招まねかれざる客が遺跡内に侵しん入にゆうしたらしい」


「招かれざる客……」


「恐おそらく、アンドロスコーピオンどもだ」


「!?」


　ダリウスの指し摘てきに、リリアンナもはっとなる。


「わたしたちが入ったところから、侵入したってことですか!?」


「どうやら、うまく利用されたらしい」


　不ふ機き嫌げんそうに、ダリウスが舌打ちする。


「あんな虫みたいな格かつ好こうしてるくせに、頭はいいんだ……っ」


「蛮ばん族ぞくはみな、狡こう猾かつだと思っておいたほうがいい」


「……どうしよう……」


　リリアンナがそうつぶやくのと同時に、銃じゆう声せいや何かが激げき突とつする音が聞こえてきた。長い上り坂の下で、閃せん光こうが瞬またたく。


「……始まったか」


　侵入者と魔法生物が、ぶつかり合ったのだろう。激はげしい戦いの音が、幾いく重えにも反はん響きようして鳴り響ひびく。


「どうする？　恐らく、レンガードだけではアンドロスコーピオンは止められん。迎むかえ撃うつか、それとも少しでも距きよ離りを稼かせぐか？」


　戦いの音は激しさを増まし、無機質な破は壊かい音おんがいくつも聞こえてくる。


　上を見れば、上り坂はまだまだ続いており、一本道だ。逃にげるにしても、前に進む他ほかはない。


「……わざわざ遺跡に侵入してくるんだから、かなり数は集めていると思う……ダリウスさんの腕うでは信用してるけど、多勢が相手じゃわたしが足手まといになりかねないし……」


　リリアンナはパニックになりかける心を必死に抑おさえ、冷静に状じよう況きようを判断する。


「あの魔法生物たちががんばってる間に、できるだけ距離を取りましょう。この先にやり過ごせる場所があるかもしれませんし」


「わかった。それと、例の感覚はどうだ？」


　ダリウスの問いに、少女は思い出したように目を見開き、すぐに閉とじる。


（そうだ……肝かん心じんなことを忘れてた）


　封ふう印いんの地を察知する、不思議な感覚。アレクたちも封印の地近くにいるはずだと考え、リリアンナたちは遺跡の中へ進んできた。


　そして目を閉じ、精神を集中すれば、リリアンナを導く感覚は、さらに山さん頂ちよう方向を示している。


「……この上で、間ま違ちがいないです」


「了りよう解かいだ」


　少女の言葉にダリウスも頷うなずく。そして躊ちゆう躇ちよすることなく、上り坂を再び進み始めた。


　重装備の二人には、延えん々えんと続く上り坂は体力的にも厳きびしい。


　それでもリリアンナたちは、無言で前進を続けるのだった。
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　庭園を真まっ直すぐに抜け、ヴィクトールは遺跡の中へと入る。


　アレクたちもその後を追って、石造りの回かい廊ろう内へと飛び込んだ。巨きよ漢かんの番人は大おお股またに歩いているだけだが、歩ほ幅はばが違いすぎて走らないと追いつけない。


　ヴィクトールは広い回廊を抜け、いくつかの通路を通り、ひとつの部屋に入った。アレクたちも遅れてその部屋に踏ふみ込こみ、息を呑のむ。


「ここは……」


　広い部屋だった。普ふ通つうの民家ならすっぽり入りそうなほどの面積があり、天てん井じようも三階建だての建物が入りそうなほど高い。


　そんな部屋の中央に、巨大な球きゆう体たいが浮うかんでいた。


　黒光りする石のような素材でできており、何の支えもなく宙に浮かんでいる。その周りをすり鉢ばち状じように机つくえや椅い子すが並ならんでおり、ここがなにか重要な施し設せつであることを強く主張していた。


「この遺跡の、制せい御ぎよ室しつかな……」


　ヴラドが、そうつぶやく。


　だがヴィクトールは振り返ることもなく、巨大な球体の側そばに歩み寄った。そして自身の小型魔動制御球マギスフイアを起動させると、手近な机にあるくぼみにはめ込む。


　直後、かすかに耳鳴りがして、黒い球体が淡あわい光を放った。そしてその表面に、様々な映像が映し出される。


「うわぁ……っ」


　その光景に、アレクたちは圧あつ倒とうされた。


　浮かび上がった映像は、実に様々だ。遺跡内だろう人工的な構造物や回廊を映し出したもの、部屋や倉庫、さらには鬼き哭こく山ざんの斜しや面めんや木々を映したものもあった。


「……ここから、鬼哭山や遺跡全体を監かん視しすることができるんだ……」


「そりゃ、こんなとこ簡かん単たんに侵入できねぇよ……」


　ヴラドもアレクも、ただただ驚おどろかされるばかりだ。


　だが長い年月には抗あらがえないのか、真まっ暗くらでなにも映っていない部分も複ふく数すう存在している。死角がないわけではないようだ。


『…………』


　ヴィクトールは机に固定したマギスフィアに手をかざし、映像を次々と切り替かえていった。そしてひとつの映像で手を止める。


「これは……!?」


　アレクたちも見覚えのある、遺跡の入り口。


　そこに、ものすごい数のアンドロスコーピオンが殺さつ到とうしていた。


　その数は、軽く五十体は超こえているだろう。回廊の中に入り込み、迎げい撃げきに出た魔法生物たちと戦っていた。だが圧倒的にアンドロスコーピオンたちのほうが押おしている。


『……なぜあの扉とびらが開いたのだ……？』


　巨きよ漢かんの番人は、眉まゆ根ねを寄せながらつぶやく。ヴィクトールはマギスフィアを操作して増ぞう援えんを送るが、時間稼かせぎ程度にしかならないのはアレクが見ても明白だ。


『俺は迎撃に出る。おまえたちは、ここから動くな』


『オレたちも手伝──』


『これは俺の仕事だ。それに、俺は主に〝継けい承しよう者しや〟を守るようにも言われている。おまえを危険に晒さらすわけにはいかん』


『だけど……っ』


　食い下がろうとするアレクだったが、ヴィクトールは一いつ顧こだにしなかった。


『ここにいれば安全だ。すぐに片付けて戻る』


　巨漢の番人は突き放すように告げると、ひとり部屋の出口へと向かう。


『ヴィクトール！』


　追いすがるアレクだったが、目の前で扉は閉じてしまった。開けようと手をかけるも、ロックされていてびくともしない。


「くそっ」


　ガンッと、扉を叩たたく。だがヴィクトールの足音は遠ざかり、もはやなにも聞こえない。


「ここで見てるだけなんて、生殺しもいいとこだぜ……」


　アレクは部屋の中央に浮かぶ球体を振り返る。そしてその拍ひよう子しに、思いがけない姿すがたを見つけていた。


「いまの……」


「どうしたんだよ、アレク？」


　首を傾かしげるヴラドさえ無む視しし、アレクは自分のマギスフィアを手近な机のくぼみにはめた。そして見よう見まねではあったが、そこに手をかざして球体を制御しようと試みる。


「なにが──」


「いた！」


　無数に並ならぶ映像を操作し、アレクはそのうちのひとつをどうにか拡かく大だいする。


　するとそこに映っていたのは、アンドロスコーピオンと戦う黒こく衣いの戦せん士しと少女。


「リリアンナと、ダリウス!?　無事だったんだ！」


　ヴラドもその映像を見て、驚きの声を洩もらす。


「よかった、生きてた──」


「よかねぇよ！　大ピンチじゃねぇか！」


　安あん堵どの息を洩らすタビットだったが、アレクはすぐに状じよう況きようを見て取った。ダリウスの技量はアンドロスコーピオンを明らかに上回っていたが、それでも数が多すぎる。しかも明らかに、リリアンナが苦しそうだった。


「どうにか助けに行かねぇと……っ」


「でも、出口は閉じられてるんだよね？」


「ああ……だけど、なんとかして開けてやるっ」


　アレクは必死にマギスフィアを操作し、入り口のロックを解除する方法や遺跡の構造、最短で移動するための手段などを探さぐる。いくつもの地図が展てん開かいされ、ルートも示されるが、どうやっても扉を開く方法がわからない。


「くそ……っ、扉の鍵かぎを開けるのにパスワードがいる……っ」


　こればっかりは、いかに魔動機術に習しゆう熟じゆくしていても解決しようがない問題だった。いくつか心当たりを入力してみるが、当然のようにすべて弾はじかれる。


「……どこにいるのかもわかってるのに、身動きできねぇなんてよ……ッ」


　ガンッと机を叩く。


　それとほぼ同時に、部屋の隅すみでガタンッという音がした。驚き振ふり返れば、ユーリカが床ゆかの一部を外している。


「ユーリカ……？」


「アレク様、ここから出られそうです」


「そこって……」


「通気口です。先ほど表示されていたルート図から類るい推すいするに、目的地まで行くことも可能と思われます」


「おまえ……スゲェな！」


　アレクはマギスフィアを摑つかみ取ると、ルーンフォークの少女へと駆かけ寄った。そしてその頭をぐりぐりと撫なでてやる。


「だけど、確かく実じつなルートじゃないんだよね？」


「んなもん、ここから出られないことに比べりゃどうってことないさ！　でかしたぞ、ユーリカ！」


「あ、ありがとうございます……っ」


「よーっし、そうとなったらいますぐ出発だ！」


「はいっ。では、わたしが先せん導どうします」


「頼たのめるか？」


「一応、五パターンのルートを記き憶おくしました。どれかは、目的地まで行けるはずです」


「覚えたの……？　さっきのルートマップ？」


「はい、ある程度は……」


「大だい丈じよう夫ぶ。ぼくもマップは記憶したから、補ほ足そくできると思うよ」


　負けじと、ヴラドも胸を張ってそう告げる。


「二人とも、頼たよりにしてるぜ」


　頼もしい仲間に、アレクは満足げに頷うなずく。


「それと……これは見なかったことにする？」


　そう言ってタビットが杖つえで指した映像。そこには、見覚えのある男が映っている。


「ドラン……？　なんであいつ、遺跡の中にいるんだよ……」


「アンドロスコーピオンに追われて、逃にげ込こんだんじゃないかな」


「迷めい惑わくな……」


　負ふ傷しよう兵へいを担かついで必死にアンドロスコーピオンの追つい撃げきから逃げる兵士たちの姿に、アレクはげんなりとなる。


「助けられるもんなら助けるってことで。オレたちの仕事は、遠えん征せい武ぶ官かんの護ご衛えいだ。そっちを最優先するからな」


「了りよう解かい。ルートはいくつか修正案を考えておくよ」


　アレクの考えていることを読み取り、ヴラドはそう答える。


「……ますます、急がねぇとな……」


　深刻な表情で、アレクは通気口を覗のぞき込こむ。


　大おお柄がらな大人では、まともに身動きもできないような狭せまい穴あなだ。巨漢のヴィクトールが見過ごしたのも理解できる。


（ダリウス、リリアンナ……っ）


　アレクは一度だけ振り返り、映像を見上げる。


　ダリウスの強さは圧倒的で、アンドロスコーピオンたちも攻せめあぐねているのは明白だ。だがそれでも数の劣れつ勢せいを覆くつがえすのは難むずかしく、いずれは消しよう耗もうしてやられてしまうかもしれない。


（いま行くぜ、リリアンナ）


　今度こそ、守る──アレクは強く、拳こぶしを握にぎった。魔ま剣けんの力に溺おぼれたりせず、必ず無事に救い出すと己おのれに誓ちかう。


「アレク様、準備はいいですか？」


「ああ。急ごう」


「わかりました」


　少年の言葉を受け、ユーリカは床ゆか下したの通気口へとその小柄な体を素す早ばやく滑すべり込ませた。アレクもそれに続き、ヴラドが降りるのを手伝ってやる。


「うはっ、ほこりだらけだ……っ」


　タビットの若者は文句を言いつつも、しっかりアレクの背後に陣じん取どる。


「ユーリカ、行ってくれ」


「はいっ」


　ルーンフォークの少女は元気よく答え、這はうようにして通気口の中を前進してゆく。


（持ちこたえてくれよ……っ）


　声には出さず、心の中で念じる。


　そして、アレクはユーリカのあとを追って先へと進んでいった。
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「るうぁっ！」


　ダリウスの大たい剣けんが唸うなり、人型の上半身とサソリの下半身が泣き別れする。


　その死体を蹴けり飛ばし、ダリウスは素早く後こう退たいした。


「リリアンナ、いまのうちに次の部屋へ下がれ！」


「了解……っ」


　広いとは言えない回廊。その奥の扉へ少女は走る。


　アンドロスコーピオンは巨大なサソリの胴体に支えられているがゆえ、狭い通路では数を頼たのみに殺到することができない。それを利用して、ダリウスとリリアンナは二人肩を並べてじりじりと後退戦を続けていた。だが非情なサソリ人は、容よう赦しやなく仲間の亡なき骸がらを足あし蹴げにして次々と迫せまり来る。


　ダダ、ダンッ！


「チ……ッ」


　後続のアンドロスコーピオンが、銃じゆうを構えて次々と発はつ砲ぽうした。だがダリウスは素早く身をかわし、直ちよく撃げきを避さける。そこへ、戦せん士し種しゆのアンドロスコーピオンが、大きなはさみを振りかざして突進してきた。


「ぬ……んっ」


　大剣ではさみを受け、毒どく針ばりの尻尾しつぽを身をよじって避ける。だが槍やりの一撃をよけきれず、腕をかすめた。鮮せん血けつがしぶくが、黒衣の戦士は動じない。


「らぁっ！」


　ダリウスの斬ざん撃げきが、アンドロスコーピオンの肩かた口ぐちに直撃する。その一撃は金きん属ぞくの鎧よろいを叩き割り、異い形ぎようの蛮族を絶ぜつ叫きようさせた。だがそれでも旺おう盛せいな生命力は戦せん闘とう意欲を持続させ、ダリウスへ槍やりやはさみを突き出してくる。


「ザイアよ、敵倒す力を我われに！」


　そこへ、リリアンナの祈いのりの声が響いた。見えざる衝しよう撃げき波はがアンドロスコーピオンの顔面を撃うち、それが致ち命めい打だとなる。


「ダリウスさん、こっち！」


「おう」


　上半身からぐだっと崩くずれたサソリ人から、ダリウスは驚くべき足さばきで後退する。そしてリリアンナが確保していた扉へ身を滑り込ませると、素早く呪じゆ文もんを唱となえた。


「真、第六階位の封ヴエス・ジスト・ガ・レガ。封印、閉鎖、強化シルト・グロス・デイツグ──強錠フオーデルカ」


　空中で素早く指を動かし、文も字じを刻きざんで扉に触ふれる。すると扉は自動的に閉とじ、魔元素マナの働きによって強固に閉じられた。殺到してきたサソリ人が体当たりする音が響いてくるが、びくともしない。


「ダリウスさん、傷きずを……」


「すまない、助かる」


　リリアンナの祈りの声と共に、ダリウスの傷口へ癒いやしの力が降り注ぐ。即そく座ざに傷口は閉じ、いくらか疲ひ労ろうも回復した。だが徐じよ々じよに消耗しつつあることは、二人とも自覚している。


「マナはあとどれぐらい持つ？」


「……正直、もうほとんど空っぽです。あとは魔ま晶しよう石せきが三つあるだけ、かな……」


「俺も似にたようなものだな」


　二人はポケットから紫むらさき色いろの宝石──魔晶石を取り出し、渋しぶい顔をする。


　魔元素マナは、空気と同じく世界のあらゆる場所に存在している。だがこれを魔法に用いるためには、一度自分の体内に貯ためておかなければならなかった。ひと晩程度ゆっくり休めば回復するが、いまは使う一方で二人ともマナ切れ寸前だ。


　マナの結けつ晶しよう体たいである魔晶石があれば、体内のマナの代用品として用いることもできる。しかしそれさえ、もうほとんど底を突いていた。


「このままでは、追い詰つめられるのも時間の問題だな」


　ダリウスはさらに奥へ続く通路を見やり、そちらへ向かう。


　敵に追われ、二人とももはや自分たちの位置も方角も見失っていた。もし袋ふくろ小こう路じに追い詰められたら、万ばん事じ休すだ。


「大丈夫、なんとかなりますよ」


　険しい表情のダリウスに、リリアンナが笑え顔がおを見せる。煤すすやほこり、敵や自分の血で顔も汚よごれていたが、それでもほっと安心させてくれる笑顔だ。


「……根こん拠きよはあるのか？」


「別に、これといってはないですけど」


　しれっと言ってのける少女の態度に、ダリウスは軽く眉まゆ根ねを寄せる。


「とりあえず、さっきから聖せい地ちの気配が動いてて、近づいてます」


「聖地が……動く？」


「たぶん、わたしが感じてる気配って魔ま剣けんのことだと思うんです。だから、これってあの番人が蛮族退治に動き出した証拠じゃないかなって」


「もしそうなら、蛮族の動きも混乱する可能性はあるな。だが同時に、やつは俺たちにとっても脅きよう威いになりかねないぞ」


「んー……それに関しては、なんとなく大丈夫な気がするんですよね。アレクを殺してないことといい、単純に敵じゃないって気がするというか……」


　そうつぶやく少女の様子に、ダリウスは軽く感心する。


「前向きだな、おまえは」


「弱き者の盾たてとなる騎ザ士イ神アの使徒は、常に前向きじゃないとだめですから」


　リリアンナは胸を張り、笑顔を見せる。


　そんな彼らの背後で、甲かん高だかい爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。振り返れば、ダリウスが魔法で閉じた扉を強ごう引いんに破壊して開けようとしているらしい。ダカァンッという音が再び響き、扉がビリビリと震ふるえた。


「アンドロスコーピオンは魔動機術を使うからな……そう簡単には俺の魔法も破れんとは思うが、安心はさせてくれんらしい」


「先を急ぎましょう」


　リリアンナは表情を引き締しめ、通路の奥へ向かった。


　あたりは遺跡を造る際に敷ふ設せつされた作業用の通路らしく、狭く粗そ末まつな造りだ。所々資材置き場らしい部屋はあるが、最終的にどこへ繫つながっているのかまったくわからない。


「あいつらが通れないような、もっと狭い抜ぬけ道とかあればいいのに……」


　疲労しない程度の早足で、二人は通路を急ぐ。


　やがて通路は終わり、扉へと行き当たる。そこを押し開いて中に入ると……そこは狭い部屋で、行き止まりになっていた。


「うそ……っ」


　石造りの小部屋は、かつての倉庫だったらしい。木箱やガラクタが転がっているだけで、めぼしいものは何もなかった。ざっと壁かべに手を這はわせてみるが、隠し扉の類たぐいも見つからない。


「……残念ながら、覚かく悟ごを固めるしかないようだな」


　ダリウスがそうつぶやくのと同時に、通路の背後からひときわ大きな爆発音が響いてくる。


「突とつ破ぱされたか……」


「……迎むかえ撃うつしか、ないみたいですね」


　さしものリリアンナも、険しい表情で剣と盾を構える。扉を破ったアンドロスコーピオンたちは、じきに殺到してくるだろう。


「何体やっつけたら、諦あきらめてくれると思います？」


「……積み上がった死体で俺たちが見えなくなったら、諦めるかもしれんな」


「じゃあ、そこまで粘ねばってみますか」


　ガシャガシャと節せつ足そく動物の爪つめが石いし畳だたみをひっかく音が、近づいてくる。


「とりあえず、削けずれるだけ削る」


　ダリウスは空中に文字を描き、呪文を唱えた。そして通路の奥を指差すと、そこから一直線に雷らい光こうがほとばしる。


　明かりなどない通路に真っ白な光が走り、狭い通路を一列で進んでいたアンドロスコーピオンたちのど真ん中を次々と射い貫ぬいてゆく。


「ギッ」


「ガギギッ」


「うおわっ」


　異形の蛮族たちの悲鳴に混じって、人間の声が聞こえる。ダリウスはそのことにまず驚き、続いて天井にぼんやりと明かりが灯ともっていることに気づいた。


「アレク!?」


　そしてそこからひょっこり顔を出している少年の姿に、リリアンナが驚きの声をあげる。


「リリアンナ！　ダリウス！」


　天井から、歓かん声せいが返ってくる。


「……相変わらず、驚かせてくれるやつだ」


　死を覚悟していたダリウスの顔に、笑みが浮かぶ。


「リリアンナ、あそこまで突破するぞ」


「天井まで死体積み上げるよりは、簡単そうね」


　少女もにやりと笑い、騎士神へ祈りを捧げるように剣を胸の前にかざす。


　そして二人は、蛮族の群れへと突とつ撃げきしていった。





「いたぞ！　二人とも無事だ！」


　アレクは床の穴から顔を引っ込めると、すぐに銃を構える。


「アレク様、行きます」


　そして即座に事態を把は握あくしたユーリカが、華か麗れいな身のこなしで階下の回かい廊ろうへと飛び降りる。


「気をつけろ！　後続を断たつだけでいいから、無理はすんなよ！」


「はい、お任せください」


　振り返りもせず告げると、少女の両手に持った二本のナイフが闇にきらめいた。驚き頭上を見上げたアンドロスコーピオンの首が、一いつ瞬しゆんにして宙を舞まう。


「すご……っ」


　驚きつつ、ヴラドも素早く呪文を唱えた。空中で描いた文字を杖つえで押し出すと、ユーリカの体を淡い光が包む。マナで造った、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきだ。


「本気で命狙われてたら、今いま頃ごろ絶対死んでるな……」


　アレクもごくりと生なま唾つばを呑み下しつつ、銃を構える。


「魔動制御球マギスフイア、起動！　ソリッド・バレット装そう塡てん！」


　銃に魔力を与あたえ、引き金を引く。白い発射光と共に弾だん丸がんが吐はき出され、アンドロスコーピオンの胴を撃った。その一撃に動きを止めたところへ、ユーリカのナイフが走る。


「頼むぜ、ユーリカ……ヴラド、ロープ出して！」


「ほいきた」


　アレクの指示を受け、タビットはあらかじめ出しておいたロープの片方を壊れて擱かく坐ざしている魔動機械の足に結びつけた。アレクはその間も援えん護ご射撃を続ける。


「…………ッ」


　しかし少年の援護など必要ないかのごとく、ユーリカは流りゆう麗れいな身のこなしで敵の群れの中を泳いでいた。蛮族の槍を紙かみ一ひと重えでよけ、その手首をナイフで薙なぐ。さらに突き出されるサソリの尻尾をかいくぐり、首筋を深ふか々ぶかと切り裂さいた。そのままトーンッと相手の体を踏ふみ台に跳ちよう躍やくし、さらに天井を一ひと蹴けりして次のサソリ人の前に着地。両手のナイフで易やす々やすと首を刎はね飛ばす。


「と、とんでもねぇなぁ……」


　豪ごう壮そうなダリウスの剣術とは全く違う、華か麗れいで素早く、流麗なユーリカの戦い方。それは見る者を魅み了りようする死の舞まいだった。
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　そして血しぶきの中を悠ゆう々ゆうと舞う少女に気を取られたところへ、今度は黒い旋せん風ぷうが唸うなりと共に飛び込んでくる。


「るらぁッ！」


　ガヅンッ！


　剛ごう剣けんが、アンドロスコーピオンの装そう甲こうの上から上半身を薙ぎ倒す。そしてその背後から駆けてきた少女のために、少ししゃがんだ。


「リリアンナ、先に行け！」


「……わかった！」


　議論する余地もなく、リリアンナはダリウスの背中を踏み台にして垂らされてきたロープを摑つかむ。それを横目で確かく認にんすると、黒衣の戦士は立ち上がった。その肩を蹴り、神官戦士の少女は素早くアレクの許もとへと飛び込む。


「アレク！」


「よかった、無事で──おぐっ」


「なんであの暗殺者の子と一緒にいるのか、あとでじっくり説明してもらうからね！」


　リリアンナに力ちから一いつ杯ぱい殴なぐられ、アレクは頭を押さえる。


「つつつ……っ、そんだけ元気なら、心配ねぇな」


　少年はリリアンナを奥へ送りつつ、さらに的まとへ向けて銃弾を放った。その一撃でユーリカの前にいたアンドロスコーピオンが倒れ、その隙すきにルーンフォークの少女は宙返りをして距離を取る。


「先に行け！」


「はいっ」


　命をかけて殺し合いをしたこともある二人だったが、戦いの中での息は抜ばつ群ぐんに合っていた。少女はダリウスが差し出した左さ腕わんを軽く踏み、ロープを摑んで一気に体を天井の上へと運ぶ。


「ダリウスも急いで！」


　アレクはもう一発銃を撃ち、ヴラドも呪文を唱えて通路に雷らい雲うんを放つ。その隙にダリウスも大剣を振るって異形の蛮族を怯ひるませると、素早く呪文を唱えた。リリアンナが魔晶石を握にぎりつぶしてマナを供給しつつ、《聖弾フオース》を放って蛮族を吹き飛ばす。


「ふん……ッ」


　わずかな隙に、ダリウスは床を蹴る。マナによって浮ふ揚ようする力を与えていた戦士の体は、重装備とは思えない身軽さで天井の中へと入り込む。


「……最後の一発だ。遠えん慮りよなくもらってくれ」


　そして最後に呪文を唱え、空中に魔法文字を描く。


「真、第六階位の攻ヴエス・ジスト・ル・バン！　火炎、灼熱、爆裂フオレム・ハイヒルト・バズカ──火球フオーデルカ！」


　呪文をくくり、魔法文字が刻まれると、ダリウスは階下の回廊へと腕を突き出した。直後、閃光と共に炎の爆ばく発はつが巻き起こる。


「こっちだ！」


　爆音と蛮族たちの絶叫が響く中、アレクはすぐに次の指示を出した。銃に弾たまを込こめ直しつつ、退路へと走る。


　そしてそんな彼らを追いかけるだけの態勢を整ととのえるのに、蛮族たちは多大な時間を必要とするのだった。
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「アレク様、こっちです！」


　無人の回廊の途と中ちゆうで、先導していたユーリカが足を止める。彼女が指しているのは、どう見ても石造りの壁だ。


「ヴラド、間違いないか!?」


「記憶通りだよ！　ユーリカの目は確かだ」


「よし！　ダリウス、リリアンナ、押して！」


　ユーリカとヴラドを信しん頼らいし、アレクは二人の戦士に指示を出した。半信半疑ながら二人が壁を押すと、初めはゆっくり……だがその後はスムーズに、壁が奥へと押し込まれてゆく。


「隠し扉……」


「急いで入って！」


　驚くリリアンナの背中を押し、アレクも中へ飛び込む。


　隠し扉の先は、短い通路になっていた。少年はヴラドを摑んで奥へ放り込むと、最後に入ってきたダリウスと協力して扉を閉じ直す。


　ゴゴン……。


　静かだが、やや重い音を立てつつ、隠し扉は閉じた。しばらくしてアンドロスコーピオンたちの足音が外の回廊を通過してゆく。


「ふー……っ」


　閉じた扉にもたれかかるようにして、アレクは大きく息を吐いた。だがあまりグズグズもできないことを思い出し、すぐに気合いを入れ直す。


「真、第六階位の封ヴエス・ジスト・ガ・レガ……」


　ダリウスが隠し扉を魔法で封じ、アレクと並ぶようにして奥へと進む。


「ユーリカ。奥、行けそうか？」


「はい。鍵で閉じられていますが、開けられそうです」


　一番奥にある扉に取り付いていた少女は、ドアにある鍵かぎ穴あなへ針金を二本突っ込み、ものの数十秒で開けてしまう。


「開きました。中に気配はないようです」


「よし、入ろう」


　少年がそう指示すると、ユーリカは音もなく扉を開き、中へと入った。少女の手て招まねきに応じ、全員ぞろぞろと続く。


「書しよ斎さい……か」


　部屋は、天井まで本ほん棚だなが詰め込まれた、割と広めの書斎だった。立りつ派ぱな執しつ務む机があり、大きなソファも置かれている。


「四番目に想定していたルートです。ここはすべての出入り口が隠し扉になっていましたから、蛮族に見つけられる可能性はまずないと思われます」


「だね。ふう……ようやくひと心地ごこちつけるよ」


　走るのが苦手なヴラドが、休きゆう憩けいとばかりにソファへ飛び乗った。だが舞まい上がったほこりに呑のみ込こまれ、ゲホゲホと咳せき込む。


「いやぁ、とりあえず全員無事でよかったよ……ユーリカ、よくがんばったな」


「あ、ありがとうございます……アレク様」


　頭を撫でられ、ルーンフォークの少女は頰ほおを赤らめる。


「リリアンナも、無事でなにより……？　どーした、どっか調子悪いのか？」


「別に」


　神官戦士の少女を振り返るが、その顔は再会を喜ぶというよりも、明らかに不ふ機き嫌げんそうだ。返り血で汚よごれていることもあって、ちょっと怖こわい。


「そ、そっか……調子悪くないならいいんだけど……」


　不機嫌の原因がよくわからず、アレクは首を傾げる。


「ダリウスも、無事でよかったよ……もちろん、生きてるって信じてたけどさ」


「おまえたちこそ、よく生きていたもんだな」


「はは、簡単に死んでたまるもんか」


　軽かる口くちで返し、だがそれでもアレクはもう一度大きく安あん堵どの息を吐つく。


「だけど……ホント、みんな生きて再会できてよかったよ……オレのせいで、万が一みんなになにかあったらって思ったらさ──」


　ばんっ。


　いきなりアレクの両頰に、激しい衝しよう撃げきが走る。しかも両方同時だったため、衝撃はそのまま脳天に抜けた。目から火花が飛び、頭がくらくらする。


「な、な……？」


「なーに自分のせいで仲間全員が危機に陥おちいったみたいな顔してんのよ？」


「え？　いや、だって……」


　視点が定まってくると……目の前にいたのは、リリアンナだった。少女は両の手のひらでアレクの頰を挟はさみ込こむようにぶっ叩たたいたのだ。そしてそのまま、顔を逸そらさないよう固定しているのである。


「オレが魔剣を抜いて、力を暴走させちまったから──」


「それは、みんなを助けようとしたからでしょ？」


「ま、まあ、一応そうなんだけど……」


「だけど、手に余った？」


「お、おう……」


「だから、アレクのせいだってわけ？」


「だって、オレとヴラドは吹っ飛ばされるし、リリアンナやダリウスとも離はなればなれになっちまうし……」


「でもわたしたちみんな生きてたよね？」


「そ、それはそうだけど……」


「で。そんな危機的状況を作り出した原因は誰だと思う？」


「そりゃ、話を聞かずに攻撃をしかけた……ドレン？」


「まあね。確かにそれは否定できないところだわ。だけどね、根本的な原因が別の人間にあるの」


「別の人間……？」


「──わたし」


　アレクの瞳ひとみを正面から睨にらみつけたまま、リリアンナは言い放つ。


「え……？」


「わたしよ。バーレスの町の神しん殿でんにある祭場じゃ本来の儀ぎ式しきはできないって言って、わざわざ危険な鬼哭山へ向かったのは、わたし。わたしさえバーレスにある神殿で儀式をしていれば、こんな事態にはならなかったの」


「それは、そうかもしんないけどさ……」


「だから……一番責任を感じるべきなのはアレクじゃなくて、わたしなの。アレクはただみんなを守ろうとして、がんばっただけ。自分が一番悪いように考えるなんて、思い上がりも甚はなはだしいってもんよ」


「す、すみません……」


　ぐいっと顔を引っ張り上げられ、少年は情けない顔で謝しや罪ざいする。


「わかった？　そういうわけだから、もう自分が悪いみたいなこと言ったり、顔をしたりしないこと。いいわね？」


「は、はい……」


　そこまで言ったところで、リリアンナはアレクの顔から手を放した。そしてそのまま両手を伸ばし、少年の体をぎゅっと抱だきしめる。


「え？　え？」


「……助けに来てくれて、ありがとう。アレクが無事で……本当に嬉うれしかった」


「あ、お、おう……」


　まったく予想外の抱ほう擁ように、アレクは動どう揺ようしておろおろとしたまま突っ立っていた。少女の背中に手を回すべきかどうか迷まよって、両手の指先がおかしな動きで宙を舞う。


　しかも本人が自覚しないままに、アレクの額ひたいの角がゆっくりと消えていた。リリアンナに触ふれることで、アレクの中の〝穢けがれ〟がずいぶんと抑おさえ込まれてゆく。


「わたしのせいでアレクが死んじゃったのかと思って……本気で心配したんだから……」


「ご、ごめん……」


　ぐすっと、少女が鼻をすする。気き丈じような少女が泣いているのかと思うと、アレクはますます動揺した。だが男ならばここは優しく抱擁すべきか──そう決意して、両手を背中に回そうとする。


「──それはそれとして」


「うわっ」


　だがリリアンナはいきなり体を離していた。そして視線をアレクの瞳ひとみに固定したまま、人差し指だけユーリカへ向ける。


「あの子、何？」


「へ……？　え、え……？」


　奈な落らくの底のように深い瞳──その奥に宿る、殺意にも似にた鋭するどい光。アレクはその眼光に射いすくめられ、思わず震ふるえ上がった。そして指を指されたユーリカも、どうしたらいいのかわからずおろおろとアレクに視線を向けている。


「なんであの子の頭を撫でたりしてるわけ……？」


「そ、それはだな……」


「ア、アレク様は素す晴ばらしい方なんです！　ご主人様に捨てられ、混乱していたわたしを導いてくださって……今け朝さも、ベッドで優しくしてくださって……」


「ベッド……？」


　泣き出しそうなルーンフォークの少女の様子に、リリアンナの目が細められる。


「お、おい、リリアンナ。おまえなんか変な勘かん違ちがいしてないか？　オレは別になんにもしてねーぞ……？」


「でも、ベッドで優しくしてあげたのよね……？　具体的に言うと、どんな風に？」


「いやだから、それはだな、朝起きたらユーリカがベッドにいて……」


「心配で心配でろくに眠ねむれず、早朝からあなたたちを捜し回ってへとへとになっていた間に、アレクはベッドで優しく楽しんでいた……と」


「楽しんでって……おまえ、なんかいやらしいこと想像してんじゃ──」


「ヘンタイ！」


「おぐぉ……っ」


　リリアンナの鉄てつ拳けんがアレクの土ど手てっ腹ぱらをぶち抜き、吹っ飛んだ少年の体はソファへと叩き込まれる。ヴラドは危険を察知していたのか、素早く逃げていた。


「ひ、ひでぇ……」


「アレクなんて知らないっ」


　頰を赤らめ、リリアンナはそっぽを向く。


　ヴラドとダリウスは触さわらぬ神に祟たたりなし、とばかりに無関心を決め込み、アレクはぐったりと動かなくなる。


　そしてユーリカだけが、部屋の真ん中でおろおろとし続けているのだった。





　　　　５




　少年少女の間で一波乱あった以外は、みな静かに休憩を取っていた。


　ダリウスは薬草を取り出し、それをもみほぐして香かおりをゆっくりとした呼吸で吸すい込こんでいる。魔ま香こう草そうと呼ばれる冒険者の間では有名な薬草であり、香りと共に魔元素マナを体内に吸い込むことができることから魔法使いの間で必ひつ携けいの品となっているものだ。


「ダリウスさん、わたしにももらえます？」


「ああ。まだ予備があるから使うといい」


　リリアンナの要求に、ダリウスも快こころよく魔香草を分ける。


　そうやってしばし体力やマナの回復に努めている間にも、リリアンナとヴラドを中心に互たがいの顚てん末まつは報告し合われていた。魔香草の効果が現れるまで、最低でも十分程度は必要だ。それだけあれば、十分互いの経けい緯いを理解できる。


「なるほどね……」


　ヴラドは遠征武官であるリリアンナによって遺跡の扉が開かれたことなどに頷うなずきつつも、つい好こう奇き心しんに負けてふらふらと書しよ斎さいの本に吸い寄せられていた。タビット族は知識に対しては貪どん欲よくそのもので、図書館にこもったまま餓が死しする者がいるという噂うわさもあるほどだ。


「ヴラドくん、なにかめぼしいものはある？」


　なにげないリリアンナの問いかけにも、ヴラドはしばし答えない。


「……めぼしい、とかそういうレベルじゃないね。ここにあるのは、みんな貴き重ちような書物ばっかりだ。できるなら、全部持って帰りたいぐらいだよ……」


　目をきらきらさせながら、タビットは本の背表紙をじっくりと見て回る。


「こいつは……マジで宝の山なんだけどなぁ……」


　どうにかリリアンナの一撃から復活したアレクも、本ほん棚だなを見てため息をついている。だが遺跡の番人であるヴィクトールがいる以上、迂う闊かつに持ち出せば命が危ない。


「まず間違いなく、この書斎はアレーシャ当人のものだと思う。魔動機術が中心だけど、古代魔法文明時代の文ぶん献けんも結構ある。魔動機師マギテツクであり、魔術師ソーサラーだったんだろうなぁ……」


「アレーシャ？」


「そっか、リリアンナさんは当然知らないよね。恐らくこの遺跡を造つくった張本人で、鬼哭山の鬼き神じん──ヴィクトールを造った人だよ」


「この遺跡を……？」


「腕のいい魔動機師だったのは間違いないね。これだけの遺跡を造り、あんな強い戦闘用ルーンフォークを造ったんだから」


　言いつつ、ヴラドは踏み台を持ってきて机の引き出しも物色し始めた。そしてそこから、鏡のような円えん盤ばん状じようのタイルを見つけ出す。


「それ……」


「バーサの記録板だ。魔動機文明時代に結構量産された、記録用の魔法の品だよ。運がよければ、なにか貴重な映像が入ってるかも……」


　いくつか出てきたタイルを並べ、ヴラドは吟ぎん味みする。そしてその中でも、〝重要〟と魔動機文明語でメモが書かれたものを選んだ。魔動機文明語の会話はできないが、ジャンク屋に居い候そうろうしていた経験もあって、読み書きは得意なのだ。


「でも結局話し言葉はわからないし……やっぱり会話も勉強しないとなぁ……」


　なにかとアレクやユーリカに翻ほん訳やくしてもらっているのが屈くつ辱じよくなのか、ヴラドはぶつぶつとつぶやく。


「ヴラド、これの使い方わかるのか？」


「魔動機文明時代の普ふ及きゆう品ひんならね……っと」


　タビットの魔法使いは執しつ務む机づくえの上にタイルを置き、起動語コマンドワードを唱える。すると鏡のような円えん盤ばんは光を放ち、やがてそれが像を結ぶ。


「うお……っ」


　そこに現れたのは、絶世の美女だった。


　胸むな許もとの開いたシャツの上に、白衣をまとっており、椅子に座ってすらりとした足を組んでいる。髪は情熱的な赤毛で、美しい顔を縁ふち取どっていた。


「……これが、生前のアレーシャさんか……」


　庭園の墓ぼ所しよで見た、アレーシャの石像。乳白色一色の姿と違い、色がついている映像上のアレーシャはより肉感的で、若いアレクには刺し激げき的だった。特に胸許と組まれた足に、少年は思わずドギマギしてしまう。


「……っ」


「いてっ、な、なんで殴るんだよっ」


「知らない」


　いきなり後頭部をリリアンナに殴られ、アレクは困こん惑わくする。


『──えーっと、録画始まってる？』


　そうこうしている間にも、映像の中のアレーシャが語り始めていた。


『また入はいり失敗しちゃった……まあいいか、おほん。ヴィクトール、聞こえてる？』


「なんて言ってるか、アレク通訳してくれよ」


「あ、おう……必要なとこだけ訳すわ」


　これ、失敗したタイルかよ──アレクはなぜこのタイルが書斎の引き出しに放置されていたか、なんとなく理由を理解する。


『──とりあえず、飛び散った〝蛮王の剣〟の一本を、この地に封ふうじることにしました。可能な限り強固な封印を施ほどこしたので、簡単には破れないと思うわ』


「〝蛮王の剣〟の……一本？」


「やっぱり、複数あるってこと……？」


　アレクの言葉に、ヴラドが唸うなる。


『蛮王の魂たましいを宿した魔剣は、大陸各地へ飛び散りました。蛮王と戦い、生き残ったのは実質的にわたしひとり……そのわたしも、呪のろいでいずれは石になって死ぬでしょう……』


　アレーシャは目を伏ふせ、しかしすぐに顔を上げる。


『人間やエルフが〝蛮王の剣〟に触ふれるのは、大変な危険が伴ともないます。だから、〝蛮王の剣〟はそれぞれ発見された場所で封じることにしました。ここに封じたのも、そうした理由からです』


「各地に封じられた、〝蛮王の剣〟……」


「じゃあ、遠征武官って……」


　アレクの訳を聞き、リリアンナも息を呑む。


『ザイア神殿にも、封印の維い持じに協力するよう話はつけてあります。騎士神の神官戦士なら信用もできるし、この役割には最適でしょうね』


　アレーシャは笑みを浮かべ、足を組み替かえる。


『それと……蛮王は死んでいません。魔剣に魂を封じ、いずれ蘇よみがえる時を待っています』


「蛮王が……死んでない!?」


　それは、その場にいる全員にとって、衝撃的な発言だった。


『〝蛮王の剣〟を破壊するのは、残念ながら困難です。可能性があるとすれば、資格を得た〝継承者〟だけでしょうね。だから、ヴィクトール。あなたはザイアの神官が巡礼に来たり、あるいは〝継承者〟が訪おとずれたときは、礼を尽つくして歓かん待たいしてあげるのよ』


「継承者……？　ヴィクトールは、アレクのことをそう呼んでなかったっけ……？」


「…………」


　ヴラドの疑問に、アレクは即そく答とうしない。


『〝継承者〟なら、蛮王の魂を浄じよう化かすることが可能かもしれない……でも、それに賭かけるには、可能性が低すぎるの。だから、あなたはこの遺跡内の封印をしっかりと守りなさい。特に、蛮族には絶対に渡してはだめよ。万が一封印が解けるようなことがあったら、あなたが自分の手で守って。ルーンフォークであるあなたなら、〝蛮王の剣〟を手にしても〝穢けがれ〟を帯びることはないから……』


「蛮王を、浄化か……」


　アレクは魔剣に手を置き、武む者しや震ぶるいする。


　確かに、〝蛮王の剣〟の力は恐怖に値あたいするほど強力で、自分で制せい御ぎよできるとは思えない。けれど気がつけば、アレクの中で冒険心がどんどん大きく膨ふくらんでいた。自然と、武者震いが起こる。


『頼んだわね、ヴィクトール。でももし────』


　そこまで話したところで、突然映像は終しゆう了りようしていた。あまりに唐とう突とつだったので、みな思わず瞬まばたきする。


「バーサタイルには、映像を記録できる時間に限界があるんだ。どうやらその時間のことを忘れてしゃべってたみたいだね」


「それで、失敗作ってわけね」


　タビットの説明を聞いて、リリアンナが呆あきれたように嘆たん息そくする。


「他に何枚かあるから、ちゃんとしたやつもあるかも──」


　そう言って、ヴラドが他のタイルを物色し始めたときだった。


　炸さく裂れつ音おんやなにかがぶつかり合う音、それに怒ど声せいや悲鳴が聞こえてくる。それも、アレクたちが逃げ込んできた出入り口とは違う場所からだ。


「いまの、人間の声じゃないか……？」


「誰か、隠し扉の外で蛮族に襲おそわれてる……？」


「あ！」


　リリアンナが疑問を口にした瞬間、アレクはあることを思い出していた。ヴラドも同様なのか、二人は目を合わして指をさす。


「ドラン！」


「そうだよ、ドランがこの遺跡に逃げ込んでるんだった！」


「そうなの……？」


「ああ。中央制御室に映し出された映像を見たんだ。すっかり忘れてた……」


「……いまの声からすると、別の隠し扉の外に追い詰められているようだな」


　ダリウスが剣を摑つかみ、立ち上がる。いけ好かない男だったが、さすがにみんな見捨てる気にはなれないらしい。


「だけど、いまの映像はドランには見せないほうがよさそうだな……」


「蛮王のこととか、魂を封じた魔剣とか……そもそも、わたしたち以外には知らせないほうがいいと思うの。その……〝蛮王の剣〟を持っているってだけで、どんな目にあわされるかわかったものじゃないし……」


「……だな」


　リリアンナの意見に、アレクも同意する。


「休憩はもう十分済すんだだろう。道中でドランを救えば、ここの存在を知られることはないはずだ」


「……よし。じゃあ、それでいこう」


　ダリウスの意見にアレクは大きく頷うなずき、銃に弾丸が入っているか確認した。それに従い、みなそれぞれ荷物や自分の武器などを摑み、出しゆつ立たつの準備を終える。


　そしてユーリカを先頭に、アレーシャの書斎を後にするのだった。




第五章『魔ま剣けんを砕くだくもの』













　蛮ばん王おうが死したとき、複ふく数すうの閃せん光こうが大陸各地へ向けて走ったと言われる。


　それは勇者によって倒たおされた蛮王の魂たましいが砕くだけ散ちった軌き跡せきだと言う者もいる。


　それは蛮王を倒した勇者の持っていた魔ま剣けんが、砕け散ったからだと言う者もいる。


　ゆえに、蛮王の魂がいまだ地上に残っていると考える者がおり、蛮王を滅ほろぼすほどの力もまた地上のあちこちに隠かくされたと考える者もいる。


　だが〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉後の混乱にあって、真相を知る者は失われ、すべては謎なぞに包まれている。







──ザルツ地方に伝わる伝承より





　　　　１




　隠かくし扉とびらを出たアレクたちは、その状じよう況きようにぎょっとなる。


　幅はば広ひろく長い回かい廊ろう。アレクたちはそれを壁かべ側がわから見下ろせる、観かん覧らん席せきのような狭せまい通路に出ていた。高さは三階ぐらいの位置だろうか。さらに高い天てん井じようには採さい光こう窓まどがあるらしく、回廊全体がぼんやりと照らされている。


　そしてその回廊には、数十体のアンドロスコーピオンがひしめいていた。


「正面入り口から直結している回廊のひとつです。制せい御ぎよ室しつへの大扉は閉へい鎖さされているようですが、アンドロスコーピオンたちは気づかず殺さつ到とうしたようですね」


　ユーリカが、ルーンフォークらしい冷静な分ぶん析せきを口にする。だがその顔は蒼そう白はくで、冷や汗あせが滲にじんでいた。


「……どうやら、ドランのやつが引っ張り込んだみたいだな」


　アレクは回廊の奥おくへと後こう退たいを続けるバーレス正規兵の姿すがたを見て、眉まゆ根ねを寄せた。脇わき目めも振ふらず必死に逃にげているが、その正面にある大扉は閉鎖されている。このままでは追い詰つめられるのも時間の問題だ。


「どうする？　ドランを無む視ししてこのまま制御室に戻もどることもできるけど……」


「……いけ好かねぇやつだけど、無視するわけにはいかねーだろ！」


　ヴラドの言葉にそう答え、アレクは走り出す。


「救いを求める者を守るのが、騎ザ士イ神アの使徒の務めだもんね……しょうがないか」


　リリアンナは苦く笑しようを浮うかべつつ、アレクに続く。それを追うように、ダリウスとユーリカも駆かけ出した。


「で、どうやって助けるつもりなの？」


「大扉の脇に階段があるだろ。あそこから上に逃がす」


　併へい走そうするリリアンナに、アレクはそう答える。


「ユーリカ、脱だつ出しゆつルートは!?」


「この通路奥にある扉を抜ぬければ、複ふく雑ざつな構造の区画に出ます。そちらならば、追っ手も集中的な追つい撃げきはできないかと」


「上等！」


「だけどあの数の蛮ばん族ぞくを、どうやって防ぐつもり!?」


「階段は狭いから、連中も一度には上ってこれねぇ！　じりじり後退しながら、タイミングを見て扉へ逃げ込む！」


「……無茶な作戦ねぇ……」


　呆あきれつつ、リリアンナはぺろりと唇くちびるを舐なめた。不思議と、絶望感は湧わいてこない。


「ドラン、階段を上れ！　扉は閉鎖されてるぞ！」


　アレクは大声で叫さけびつつ、階段の上に陣じん取どった。その横をダリウスとユーリカ、それにリリアンナが駆け抜ける。


「ザイアよ、戦いに臨のぞむ者たちへ守りの加か護ごを……っ」


　少女の祈いのりによって、アレクたちの体にきらめく光が降り注いだ。ザイアの加護により、不ふ可か視しの鎧よろいが五人の体を包む。


「どうにも分ぶが悪いと思うんだけどなぁ……」


　などとぼやきつつ、ヴラドも呪じゆ文もんを唱となえて仲間たちの防ぼう御ぎよ力りよくを強化した。直後、彼らの存在に気づいた何体かのアンドロスコーピオンが銃じゆう撃げきを開始する。


「ほら来た！」


　銃じゆう弾だんが通路の柵さくなどに当たって甲かん高だかい音を立て、マナの光が弾はじける。タビットは慌あわてて床ゆかに伏ふせ、じりじりとアレクたちの後を追った。


「ドラン、急げ！」


　アレクも銃を撃うち返しつつ、大声で叫んだ。気づいたバーレスの兵士たちは、どうにか蛮族の群れに呑のみ込こまれる前に、階段を駆け上がる。


「た、助けてくれ……っ」


　情けない声を出しながら、ドランが階段を上ってくる。その後ろに迫せまるサソリ人に、アレクはさらに銃弾を浴びせた。


「……ユーリカ、おまえは俺おれと並んで敵てきを食い止めろ。リリアンナは俺たちの後ろから魔法で支し援えん。ヴラドとアレクは後方から援えん護ごだ」


　剣を構え、ダリウスが素す早ばやく指示を出す。


「ダリウスさん、わたしも前に……」


「いや、この階段で三人は無理だ。おまえは遊軍になって非常事態に備そなえろ。それまでは防御中心の魔法で支援。ヴラドは持続効果のある広こう範はん囲い魔法を中心に使っていけ」


「わ、わかった」


「了りよう解かい」


「アレクは余力を残しながら全体を見ておけ。後退のタイミングはおまえに任せる」


「ＯＫダリウス！」


　戦士の指示に、全員が素早く動いた。ダリウスとユーリカは階段の踊おどり場に立ち、その後ろにはリリアンナが控ひかえる。アレクとヴラドはさらにその後方だ。


「来るぞ」


　ドランを先頭に、兵士たちが踊り場まで上がってきた。それをダリウスは片手で後ろへと送り、追いすがってくる蛮族の群れを睨にらむ。


「うわ……さすがにこれは怖こわいなぁ」


　凜りんとした表情ながらも顔を引きつらせ、リリアンナは次の加護を授さずけるべく祈いのりを捧ささげる。ダリウスもわずかに精神を集中させ、己おのれの中の魔力を高めてゆく。


　異い貌ぼう化か──ダリウスの肌はだは瞬しゆん時じに青白くなり、角は長大なものへと変化する。ナイトメアであるダリウスの、それは本来の姿だ。


「ひ……っ」


　ドランが短く驚おどろきに似にた悲鳴をあげるのを耳にしても、黒衣の戦士は意に介かいさない。


「燃もえろ！」


　もはや呪文も動作もなく、ダリウスが睨みつけただけで爆ばく炎えんが巻き起こる。階段に殺到していたアンドロスコーピオンたちにそれを避さける術すべはなく、異い形ぎようの蛮族たちは絶叫した。だがそれでも、怯まず突進してくる。


「ぬんッ！」


　その先頭を、ダリウスの剛ごう剣けんが両断する。その屍しかばねを乗り越えるようにして躍おどりかかってくるアンドロスコーピオンの急所を、今度はユーリカのナイフが貫つらぬいた。


「やっぱ無茶だよなぁ……」


　ぶつぶつと文句を言いつつ、ヴラドも呪文を唱えて杖つえを突き出した。すると階段下に毒どくの雲が発生し、見る見るアンドロスコーピオンたちの顔色が悪くなる。


「後退のタイミングを間違えなければ、なんとかなる……よ！」


　銃撃を続けつつ、アレクは回廊を見下ろす。


　正直、ダリウスやユーリカがいかに強くとも、蛮族の数は圧倒的すぎた。普通に考えれば、十体も圧倒的な力でねじ伏ふせれば、恐おそれをなして後退してくれるだろう。だがアンドロスコーピオンには恐きよう怖ふという概がい念ねんがなく、死を恐れず突とつ撃げきを繰くり返す。


（厄やつ介かいな相手だぜ……っ）


　銃に弾を込め直しつつ、アレクは内心毒づく。しかも目ざとい少年は、アンドロスコーピオンの一部が違う動きを始めていることに気づいた。凶きよう悪あくなはさみを持つ戦士種が、アレクたちのいる通路へワイヤーアンカーを飛ばし、登とう攀はんを開始しているのだ。


（後ろに回られたら、終わりだ……っ）


　背せ筋すじに冷たい汗あせが溢あふれ、胸の奥おくから絶望感がせり上がってくる。そちらの防備に兵士たちを回そうにも全員息を切らして倒れ込んでおり、階段で乱戦に突入しているダリウスたちはもう動かせない。
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「リリアンナ、通路に敵が上ってくる！　そっちの守りを頼む！」


「!?　わかった！」


（いざとなったら……）


　ワイヤーで上ってくるアンドロスコーピオンを銃撃しつつ、アレクは腰の剣に手を当てた。そしてそのとき、わずかに魔剣が鞘さやの中で震ふるえていることに気づく。


「これって……」


　共鳴──アレクはすぐに、そう悟さとる。


　直後、回廊正面の大扉がゆっくりと開いていた。その轟ごう音おんに、誰もがそちらに意識を奪うばわれる。


「ヴィクトール……」


　そしてそこから現れたのは、巨漢の番人。


　鬼き哭こく山ざんの鬼き神じん──ヴィクトールだった。





　甲かつ冑ちゆうをまとい、完全武ぶ装そうの鬼神が回廊へと歩み出る。


　すでに相当な数の蛮族を葬ほうむってきたのか、その鎧よろいは返り血で前衛芸術のような模も様ように染そまっている。


　そしてその手にあるのは、黄おう金ごんに輝かがやく蛮王の剣。


　その存在感は凄すさまじく、ヴィクトールの闘とう気きと相まって、まるで全身から金色のオーラを放っているかのようだ。


「アレク、あれって……」


「ああ。ヴィクトールだ」


「本当に、味方なの……？」


　震える声で、リリアンナは問う。


　だが、それも当然だろう。


　ゆっくりと閉じてゆく大扉の前に立つヴィクトールの姿は、まさに鬼神と呼ぶに相応ふさわしい雰ふん囲い気きをまとっていたからだ。


　目の前に立ちはだかるすべてを葬る、殺さつ戮りく機械──その黄金の瞳ひとみと殺気に満ちた表情は、見ただけで恐きよう怖ふを覚えずにはいられない。


　だが恐怖心を持たないアンドロスコーピオンたちにとって、ヴィクトールの出現には大きな価値があった。なぜなら彼らが狙っているのは、鬼哭山の秘宝──ヴィクトールが持つ魔剣だからだ。


「ぎぃぃっ！」


　アンドロスコーピオンが叫ぶ。それに呼応するように、異形の蛮族たちはヴィクトールへと殺到していった。


「助かった……？」


　ワイヤーを使って上ろうとしていたサソリ人までそちらへ向かったのを見て、ヴラドが複雑な表情でつぶやく。階段にいたアンドロスコーピオンも、ダリウスの前にいる一体を除のぞいて、みなヴィクトールの許もとへと向かってゆく。


（どうする……？）


　この隙すきを突けば、離り脱だつは簡単だ。だが負けることなど想像がつかないとはいえ、ヴィクトールを置き去りにすることになる。


　しかしそんなアレクの逡しゆん巡じゆんも、すぐにひとつの結論へと導かれることとなる。


「!?」


　腰に下げた、〝蛮王の剣〟。その刀身が、触ふれるまでもなくわかるほど、激しく振しん動どうを始めたのだ。アレクは咄とつ嗟さに銃をホルスターに収めると、剣が鞘さやから飛び出さないよう柄つかと鞘をしっかりと握にぎる。


「う……ッ」


　びりっと、全身に電でん撃げきが走ったような衝撃。


　魔剣同士の共鳴──それは、ヴィクトールの持つ魔剣が、その力を増ぞう幅ふくさせつつあることの証しよう左さでもあった。


「ヴィクトール……っ」


　アレクは総そう毛け立だつ。


　危険に対して敏びん感かんな者なら、みな気づいただろう。だがその本当の脅きよう威いについて直感とはいえ理解しているのは、アレクだけだった。


　それは、同じ〝蛮王の剣〟を持つ者の共感。同種の力を見抜く、魔剣の所有者の直感だった。


「やばいぞこりゃ……みんな、急いで扉まで走れ！」


　アレクは階下のヴィクトールをもう一度見下ろし、次に通路の先にある扉へと向かって走った。途と中ちゆう、タビットの首根っこを摑んで強ごう引いんに引きずる。


「ちょ、ちょ、おい……っ」


「──ユーリカ、先に引け」


　戸と惑まどうヴラドだったが、数多あまたの修しゆ羅ら場ばを乗り越えてきたダリウスは、即そく座ざにアレクの意図を理解する。


「は、はい……っ」


「ぜりゃぁッ！」


　ルーンフォークの少女が後退するのをフォローするように、ダリウスは目の前のサソリ人へ大剣を振り下ろす。


「アレク、どうしたの!?」


「ヴィクトールより前に立つな……うまく説明できねぇけど、あれはヤバイ！」


　リリアンナに答えつつ、床ゆかに座り込んでいたドランや兵士たちをアレクは蹴け飛とばすようにして急せかした。


「な、なにをする……!?」


「さっさと逃げろ！　死ぬぞ！」


　文句を言うドランをもう一発足あし蹴げにし、アレクは走る。


　その間にも、アンドロスコーピオンたちは鬼哭山の鬼神目指して殺さつ到とうしていた。近づく暇いとまも惜おしみ、銃弾を浴びせる者もいる。


　だがヴィクトールはゆっくりと剣を構えただけで、銃弾をよけようともしなかった。数発が命中し、血しぶきが舞まうが、それでもまったく動じない。


「ぬ……ん……っ」


　そんなヴィクトールが、ついにゆっくりと剣を腰こし溜だめに構えた。魔剣から溢あふれていた黄金色の輝きが、徐じよ々じよに刃の中へと吸い込まれてゆく。


「ダリウスも急いで！」


　叫び、アレクはホルスターから抜きざまに銃を撃った。粘ねばっていたアンドロスコーピオンは胸に銃弾を受け、ぐったりとよろける。


「なんだよ、この魔力の高まり……」


　アレクに摑つかまれた状態で、ヴラドが身を震ふるわせる。その全身の毛が、ことごとく立っていた。リリアンナの長い髪も、パリパリと音を立てて広がっている。


「ぎしゃああああッ！」


　ついに至近距離まで踏み込んだアンドロスコーピオンたちが、一いつ斉せいに巨漢の番人へと躍りかかってゆく。


　だがそのときには、もうすべての準備が整っていた。


「急げ──」


　全力で駆けてきたダリウスが、リリアンナの腕を摑んで引っ張る。


　その、直後だった。


　ギガッ！


　凄すさまじい閃せん光こうが、広大な回廊を照らす。


　溜めに溜めた魔力を、練りに練った旋せん回かい運動に乗せ、ヴィクトールは大きく振り抜く。


　膨ぼう大だいな魔力は壮そう絶ぜつな熱量となって爆発し、鬼神の両りよう腕うでからほとばしった。


「!?」


　誰だれもが、声を発することさえできなかった。あるいは、発していたのかもしれない。だが魔剣が放つ衝しよう撃げき波はによって、すべてのものがかき消されていた。


　やがて光は視界さえ奪うばい、目の前すべてを黄金色に染めてしまう。とても目を開けていることなどできず、誰もが手で目を被おおい、まぶたを閉じた。


　無音──そして、まぶた越しにさえ黄金色に染める光。


　続いて全身を猛もう烈れつな振動が襲い、立っていることなどできずに誰もが床に倒れた。


　永遠とも感じられる一瞬が過ぎ去り──どうにかゆっくりと目を開く。


「…………!?」


　そして目の前に展開する光景を目まの当たりにして、結局全員が絶句していた。


　なぜなら回廊の様相が、一変していたからだ。


　磨みがかれたような石いし畳だたみはすべて剝はがれ、壁はえぐられ、なにもかも吹き飛ばされていた。アンドロスコーピオンたちがいた痕こん跡せきもまったく残らず、すべてが文字通り蒸発し、消しよう滅めつしていた。


　アレクたちが陣取っていた階段も、その上の通路もろとも吹き飛ばされており、辛かろうじて彼らが駆かけ込こんだ部分をわずかに残すのみ。長い回廊全体を見み渡わたしても、動くものはなにひとつ残されてはいない。


　そんな破壊し尽くされた回廊に立つのは、ただひとり。


　剣を振り抜いた姿のまま立ち尽くす、鬼哭山の鬼神──ヴィクトールだけだった。





　　　　２




　沈ちん黙もくの中、昇しよう降こう機きの動く音だけが低く響く。


　前日、アレクたちが使った大型の昇降機には、ヴィクトールも含ふくむ全員が乗っていた。だが衝撃的な光景を目の当たりにしたこともあり、全員が言葉もなく立ち尽くし、あるいはしゃがみ込んでいる。


（あれが、ヴィクトールの魔剣の本当の力か……）


　ひとり離れた場所に立つ、巨漢の番人。その手に魔剣はすでになく、背中にある鞘へと収められていた。もはやあの凄まじいまでの魔力を感じることはなく、見た目には普通の大剣となんら変わりはない。


　本当に、鬼哭山の鬼神が持つ魔剣はアンドロスコーピオンたちを完全に一いつ掃そうしていた。恐らくそのために、ヴィクトールはあの広い回廊へ蛮族たちを誘さそい込こんだのだろう。


　そしてその凄まじい光景を目撃してしまったがゆえに、全員がヴィクトールに対して複雑な感情を抱いだいていた。それは魔剣に対する恐きよう怖ふであり、躊ちゆう躇ちよなくそれを振るう番人に対しての畏い怖ふでもある。


　中でもバーレスの兵士たちは、完全に怯おびえきっていた。全員蛮族に追われた恐怖と疲ひ労ろう、それにヴィクトールの放った恐ろしい破壊の力の前に、心が折れてしまったのだ。


「大だい丈じよう夫ぶ……もう大丈夫だから」


　そんな兵士たちを、リリアンナが気き遣づかう声が聞こえる。全員が傷だらけだったが、彼女の癒いやしの魔法によって全員どうにか歩き回る程度の体力は回復していた。とはいえ、その数はドランを含ふくめても三人しかおらず、蛮族との戦いでまた二人命を落としたことになる。


「……ヴィクトールさん」


　床にしゃがみ込む兵士たちを診みていたリリアンナは、すっと立ち上がると巨漢の番人の名を呼んだ。


『…………』


　少女の呼び声に、ヴィクトールは無言で振り返る。その視線に晒さらされ、バーレスの兵士たちはかわいそうなぐらい怯おびえた表情でリリアンナの陰かげに隠かくれた。だが神しん官かん戦せん士しの少女は動じることなく、その視線を正面から受ける。


「まず、助けていただいたことにお礼を述べさせてください」


『あ、ヴィクトール……』


　リリアンナが告げた言葉を、アレクが慌あわてて通訳する。


『……気にするな。結果的にそうなっただけのことだ』


　無表情のまま、巨漢の番人は答える。


「いえ……あなたが来てくれなければ、最悪わたしたちは全滅していたでしょう。ありがとうございました」


　そう言って、リリアンナは深々と頭を下げる。


「……ですが、わたしはそんなあなたにどうしてもお願いしなければならないことがあります」


「リリアンナ……」


「アレク、いいから通訳して」


　心配げな声を出すアレクに、リリアンナはぴしゃりと告つげる。


「わたしは、ザイアの遠えん征せい武ぶ官かんです。ご存じかもしれませんが、わたしの使命は各地を巡じゆん礼れいし、定められた儀式を行うこと……そしてこの遺跡が、わたしが儀式を行うべき場所です」


『……あなたが遠征武官なのは、その聖印を見ればわかる。そして、その使命もな』


「ならば、これからわたしがお願いすることも、わかっていただけると思いますが……あなたの持つ魔剣──それを、封ふう印いんさせてください」


　リリアンナは、きっぱりとそう告げた。むしろアレクのほうが、通訳するのに躊ちゆう躇ちよしてしまう。


『ヴィクトール──』


『言いたいことはわかるよ、アレク。この魔剣を、封印したいと言うのだろう？』


　あっさりと、巨漢の番人はそう言った。そこには拒きよ絶ぜつの意味も躊躇する気配も、微み塵じんも感じられない。


『数百年ぶりに訪おとずれた、ザイアの遠征武官よ。長年外界との交流がなかったとはいえ、俺の目も節ふし穴あなではない』


「…………っ」


　じっと金色の瞳で見つめられ、リリアンナは気け圧おされそうになる。だがそれでも、少女は一歩も下がることなく踏みとどまった。巨漢の番人が発する威圧感に冷や汗が噴ふき出るものの、決して目を逸そらしはしない。


『いまでもなお、俺はあなたから底知れぬなにかを感じる……戦士の本能が、危険を告げているのだ』


　アレクはここだけ、訳すことを躊躇した。


　ピリッとした、殺気にも似た緊きん張ちよう感かんを感じる。あれほどまでの戦闘力を見せつけながら、ヴィクトールはまったく油断のない視線をリリアンナに向けていた。


　だが真しん摯しな目で見つめ返す少女の瞳を前に、鬼哭山の鬼神は小さく笑えんだ。一度だけ、アレクをちらりと見て、再びリリアンナを見る。


『……あなたの目は、信しん頼らいに値あたいする。アレクの言う通りだな。あなたの目、あなたの態度、あなたの意志……そのすべてが、かつてこの地で儀式を行ったザイアの神官たちに共通するものだ』


「ヴィクトールさん……」


『俺は、あなたの来らい訪ほうを待ち望んでいた。よくぞここまで、無事に参られた……これまでの無礼、平ひらにお詫わび申し上げる』


　そしてそう告げると、驚いたことにヴィクトールは大きな体を折り、少女の前にひざまずいていた。


「ヴィ、ヴィクトールさん……っ、そんな、頭を上げてくださいっ」


　しかし誰より驚いたのは、リリアンナ自身だった。鬼哭山の鬼き神じんから魔剣を奪うばうという申し出に、激しく拒きよ絶ぜつされることも覚悟していたのだろう。それはそのまま、命を賭かける言葉でもあるのだ。


　だがヴィクトールは拒絶するどころか、臣しん下かの礼を取るかのようにひざまずき、頭こうべを垂たれている。それは、見守る者たちにとっても驚くべき光景だった。


『この剣は、本来俺が持つべきものではない……しかるべき場所に、しかるべき形で封印してもらいたい。それこそが、俺の望みだ』


　巨漢の番人は背中の剣をはずすと、それをリリアンナに差し出す。少女はごくりと唾つばを呑のみ込こむと、そっとヴィクトールの手を握にぎる。


「それはわたしが持つには、大きすぎるわ。それに封印の儀式が完かん了りようするまで、あなたが持つのが一番安全だと思うから……ヴィクトールさん。もうしばらく、あなたに預あずけておきます」


『……わかった。では、封印の間へと案内しよう。いまなら、蛮族たちもしばらくは襲おそってこないはずだ』


「はい。お願いします」


　少女が笑顔でそう告げると、ヴィクトールも頷うなずくとゆっくり立ち上がり、魔剣を背中に吊つるす。


　その一連のやりとりが終わり、誰もが大きく胸を撫なで下ろしていた。ヴラドなど露ろ骨こつにへたり込んだほどだ。


　そしてガコンッと音を立てて昇降機が止まったのも、そのときだった。





　昇降機を降り、次々と通路や小型の昇降機を乗り継ついで、アレクたちは遺跡の最上階に戻っていた。


「わぁ……っ」


　ヴィクトールを先頭に、一行は空中庭園に出る。その瞬間、儀式を目前にして緊張していたはずのリリアンナも、思わず感かん嘆たんの声を洩もらしていた。


「すごい……なんて素敵な庭園なの……！」


　少女は庭園内に飛び出し、豊かな自然や色とりどりの花々を見回す。


「こんな美しい庭園、初めて見たわ……本当にきれい……」


　リリアンナは楽しそうに歩き回り、緑や花の香かおりを胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込む。庭園の光景には、無ぶ骨こつなダリウスでさえため息を洩らしたほどだ。


「わ……っ」


　そんな彼女を、何体もの妖よう精せいが出で迎むかえた。初めは驚いたリリアンナだったが、すぐに笑顔に戻る。


「この子たち、妖精ね！　初めて見たけど……すっごくかわいいっ」


「……おーい、最初の目的忘れてねぇか？」


「いいじゃない、少しぐらい」


　呆あきれたように文句を言うアレクに、リリアンナは唇くちびるを尖とがらせてみせる。それに同調するように、妖精たちもそろって舌を出した。


「嫌きらわれたもんだね、アレク」


「ちぇっ」


　茶ちや化かすヴラドの言葉に、少年は舌打ちする。


「う、うわぁっ！」


　そんなとき、ドランたちバーレス兵が悲鳴を上げる。何事かとそちらを振り向けば、八本足の魔動機械──クィン・ドゥームが木々の間から姿を現していた。


「む……」


「ダリウス、大丈夫だよ。この庭園にいるのは、戦闘用じゃないから」


　アレクがそう告げた通り、クィン・ドゥームは彼らを無視して水を撒まきながら庭園の奥おくへと進んでいった。その様子をぽかんと見つめる仲間たちを見て、アレクとヴラドは「くっく」と笑う。


「リリアンナも、身構えすぎ」


「う、うるさいっ。それにふざけて遊んでる場合じゃなくて、早く儀式しないとダメでしょ！」


「なんだよ、自分が一番はしゃいでたくせに……」


「なにか言った!?」


「べーつに」


　じろっと睨にらんでくる少女に、アレクは適当な返事をする。


「まあそんなに慌てなくたって、アンドロスコーピオンたちは全滅したんだしさ。少しはゆっくりしていってもいいんじゃないの？」


　庭園の雰ふん囲い気きにすっかり余よ裕ゆうを取り戻したのか、ヴラドが呑のん気きな口調で告げる。だが目をギラギラさせたり、なにを見ても怯えて震えている兵士たちを見て、小さな肩をすくめた。かわいそうな兵士たちには、なにもかも悪あく夢むの産物に見えているのだろう。


「……ここでゆっくりしたいのは山々だけど、やっぱり先を急ぎます。庭園や妖精たちが逃げるわけじゃなし、使命を果たした後でも十分ここを堪たん能のうする時間はあるんだから」


「ま、それはそうだな」


　リリアンナの意見に同意しつつ、アレクは巨漢の番人を見上げる。


『ヴィクトール、封印の間へ案内を頼める？』


『了解だ。俺も自分が魔剣を持っているという、本来あってはならない状況を一刻も早く終わらせたいからな』


『はは。そうだな』


　アレクはこの無敵の鬼神が意外に魔剣を重荷に感じている様子に、少し共感を覚えた。やはり自分の手に余る力を持たされるのは、誰にとっても落ち着かないことなのだろう。


『こっちだ』


　ヴィクトールは手招きすると、庭園を抜ぬけて再び別の入り口から遺跡の中へと入る。


　一行は名残なごりを惜おしみつつ、巨漢の番人に続いていった。
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　リリアンナが触れることで、その扉はするすると音もなく開く。


　少女が足を踏み入れるや、闇に閉ざされていた部屋に淡い魔力の輝きが走った。葉よう脈みやくのように広がる青白い光は部屋全体を駆かけ巡めぐり、全体像を浮かび上がらせる。


「ここが、封印の間……」


　アレクは意外にこぢんまりとした部屋を見渡し、それでも感かん嘆たんの声を洩らす。


　何重にも閉じられていた扉も、リリアンナと聖印があればすべて自動扉のごとく開いていた。


　そして最後に踏み入れた部屋。その中央には駆け巡る光によって魔ま方ほう陣じんが描かれており、その中央には台座のようなものがあった。


『魔剣は、あの台座に収められ、魔方陣によって封印されていた。残念ながら、俺には再封印の方法はわからないのだが……』


「……って言ってるけど、リリアンナ。大丈夫？」


「うん……一応、遠征武官になるための試験の中に、儀式のやり方は一通り出てくるんだよね……」


「なんだ、じゃあ大丈夫じゃん。やったことがあるなら楽勝だな」


　軽く安あん堵どするアレクだったが、リリアンナの顔色はあまりよくない。


「……やったことは、ないよ」


「は……？」


「だって、筆記試験しかないもん、儀式のやり方って」


「ひ、筆記試験!?　こんな重要な儀式のやり方をか!?」


「しょうがないでしょ！　そもそも遠征武官の制度そのものが形けい骸がい化かしてもう百年以上経たつのよ!?　巡礼の儀式なら一通り実習も受けてるけど、それだっていろいろ省略されたものだし、だいたいこんな危険な魔剣が封印されてるなんて誰も知らなかったんだから！」


「そ、そんな逆ギレされてもなぁ……」


　涙なみだぐみながら怒ど鳴なるリリアンナの気き迫はくに、アレクも思わず口ごもる。


「だ、大丈夫よ！　これが遠征武官の本来の役目なんだもの。これぐらい、ちゃんとやり遂とげてみせるから！」


　かなり無理矢理に気合いを入れ、少女はぱんっと自分で両頰を叩いた。それからバックパックを下ろし、いそいそと一冊の分厚い本を取り出す。その表紙には、『遠征武官の手引き』と書かれていた。


「……本当に、大丈夫なのか……？」


「あ、当たり前でしょ！」


　キッとアレクを睨んでくるリリアンナだったが、少し眉が下がっている。


「ヴィクトールさん、魔剣を鞘ごと台座の穴に挿さしてください……って、アレク。早く通訳して！」


「お、おうっ」


　思わず茫ぼう然ぜんとなっていたアレクは、慌あわててリリアンナの指示をヴィクトールへ伝える。


『了解だ。これでいいか？』


　二人の不安なやりとりの内容を理解していなかった巨漢の番人は、疑いもなく魔剣を台座に突き立てた。直後、部へ屋や中じゆうを駆け巡っていた光が台座へと集中し始める。


「おお……っ」


　いかにも儀式が始まろうという雰囲気に、アレクは感嘆の声を洩らす。


「なんとか、できそうだね……」


　それまで黙って成り行きを見守っていたヴラドも、軽く安堵の息をつく。


「そういやリリアンナ、儀式には魔動機師マギテツクもいるとか言ってなかったっけ？」


「うん。本来なら儀式の場への扉を開けたり、祭場の準備をするのに魔動機師の協力が必ひつ須すなんだけど……今回はヴィクトールさんが全部お膳ぜん立だてしてくれてたから大丈夫」


「なるほどなぁ……」


　ここまでの経路といい、すでにせり出していた台座といい、魔動機文明時代の仕掛けはすべて準備済みだったと言っていい。


「じゃあ、あとは全部リリアンナに任せていいのかな？」


「……たぶん」


「だ、大丈夫かよ……？」


　心配するアレクではあったが、ここからは本当にリリアンナに任せるしかないようだった。手引き書を片手に少女はぶつぶつと儀式の手順や文もん言ごんを確認し、残る片手をいろいろな形に動かしている。


「まともに儀式をするのは初めてだけど……なんとかやってみるわ」


　かわいそうなぐらい必死な表情で、リリアンナはアレクに頷うなずいてみせる。


　だがそんなとき、聞き覚えのある警報が遺跡全体に鳴り響いた。その瞬間、全員の表情が警けい戒かい心しんにこわばる。


「なんだ……？」


「蛮族は、全部倒したんじゃないの……？」


　怯えたようにつぶやくヴラドの横で、ヴィクトールが自分の腰にある魔動制御筐マギスフイアを手早く操作する。


『……どうやら、さっきの連中は陽動だったらしいな。ずいぶん近くまで侵入している連中がいる』


『マジか!?』


『ここまで気づかれずに突破してきたことを考えると、恐らく精せい鋭えい部隊だろう』


『じゃあ、油断できねぇな……』


『そういうことだ』


　それだけ告げると、巨漢の番人は封印の間に背を向ける。


『ヴィクトール、魔剣は持っていかなくていいのかよ!?』


『……その剣は、もう遠征武官に預けたものだ。俺には俺の武器がちゃんとある』


　そう言って、ポーチから小さな魔動制御球マギスフイアを取り出す。


『ヴィクトール……』


　あれほど強力な魔剣を、なんの未練もなく手放すヴィクトールに、アレクは尊敬の念さえ抱いだく。ルーンフォークらしく、それだけ使命に忠実なのだろう。


『そんな心配そうな声を出すな、アレク。俺は魔剣がなくても、いままでこの遺跡を守ってきたんだぞ？』


『そ、そうだよな……うん、そりゃそうだ』


　握にぎり拳こぶしを見せるヴィクトールの姿に、少年も納なつ得とくして大きく頷いた。確かにアンドロスコーピオンたちを全ぜん滅めつさせた魔剣の威い力りよくは凄すさまじいが、それを抜きにしても凄まじい強さの持ち主であることはアレクも身をもって知っている。いまはそれが、大きな信しん頼らいに繫つながっていた。


「敵がまだいたようだな」


「ああ。どうやら、精鋭部隊らしいよ」


「……俺も逃げてばかりで不本意な戦闘が続いたからな。ちょうどいい」


　アレクの言葉に、ダリウスもヴィクトールに続いて封印の間に背を向ける。口にはしなかったが、その目には巨漢の番人への対抗心が静かに燃えていた。


『ヴィクトール、敵の数は？』


『……正確には不明だが、十は超えていない』


『じゃあ、少しでも仲間は多いほうがいいな』


　アレクは頷き、ヴラドとユーリカを振り返る。


「ヴラド、ユーリカ──」


「手伝えって言うんだろ？　命拾いしたと思ったらすぐこれだもんなぁ」


「もちろん、お供させてください」


　口調は違えど、二人ともアレクの意図を理解し、封印の間の出口へ足を向ける。


「あとは……」


　それからアレクはドランたち兵士を見て、軽く嘆息する。封印の間の入り口付近に立ち尽くしたまま、いまだ戦えるような雰囲気ではなかったからだ。


「ドランさん」


「な、なんだ!?」


「あんたたち衛兵は、ここでリリアンナの護衛を頼むよ。たぶんここまで敵に突破されることはないと思うし、それぐらいならできるだろ？」


「あ、当たり前だ！　オレを誰だと思っている……っ」


　哀あわれみさえ含んだアレクの言葉に、ドランは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいで言い返す。


「リリアンナ、儀式ひとりで大丈夫か？」


「大丈夫に……決まってるでしょ」


　こちらも全力で見み得えを切り、気合いの入った顔で答える。


「アレクたちが侵しん入にゆう者しやを追い返すまでには、終わらせてみせるわよ」


「頼りにしてるぜ、遠征武官殿どの」


「任せて」


　少年と少女は、互いに親指を立てて笑ってみせる。


『じゃあ、行こうか。ヴィクトール』


『ああ。ついてこい』


　アレクの言葉に頷き、巨漢の番人は先頭に立って歩き出す。それに並ぶようにしてダリウスが続き、アレク、ユーリカ、ヴラドも封印の間を後にする。


　だがこのとき、深しん淵えんのごとき闇やみを瞳の奥に潜ひそませている者がいることに、誰も気づいてはいなかった。
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「……よし」


　リリアンナはぱたんと手引き書を閉じ、大きく頷く。


「たぶん、大丈夫」


　自分に言い聞かせ、盾や荷物は部屋の片かた隅すみに置いた。そして意を決し、魔剣の前に立つ。


　だが実際に魔剣を目の当たりにして、少し不安になった。その巨大さはリリアンナの身長にも匹ひつ敵てきし、内包する魔力の膨ぼう大だいさはピリピリと肌で感じられるほどだ。


（こんなすごい魔剣、わたしに封印できるのかな……）


　つい、弱い心が頭をもたげる。だがリリアンナはそれを、大きく頭を振って追い出した。そして改めて魔剣に対たい峙じする。


「やる……っ。できるんだ……わたしなら！」


　少女は口に出して宣せん言げんし、自らを鼓こ舞ぶした。そして手引き書にあった通り、魔剣を摑むように両手を突き出す。


「……っ」


　それだけで、指先が強く震えた。触れてもいないのに、まるで電でん撃げきを浴びせられたような衝撃。だがリリアンナは歯を食いしばり、耐たえる。


『……強いな……』


「誰!?」


　思いがけず聞こえてきた声に、少女は目を見張る。


『……我われは〝力〟……我は、そなたの前にいる……』


（魔剣の声……!?）


『その通り……我は〝力〟を象しよう徴ちようする者……ある者は我を〝剛力ストレングス〟と呼び、ある者は〝黄金の光レイオブザゴールド〟と呼ぶ……』


（意思を読んでる……？）


『我わが声は我が意思そのもの……我われは我と対たい峙じした者の望みを写す鏡……我が声が聞こえるならば、我を摑むがいい……』


「あんたみたいな大きな剣、いくらわたしでも持てるわけないでしょ……！」


『そんなことは関係ない……おまえが望むならば、我はおまえにさらなる力を与あたえよう。我を摑むことで、おまえは我を持つに相応しい力を得る……』


（これ以上、女の子なのに筋肉つけたくないのよね……っ）


『望むならば、理想の姿も与えよう……我を摑めば、おまえの望みはすべておまえのものだ……』


「複雑な乙女おとめ心ごころを勝手に読むなんて……デリカシーのかけらもないやつね！」


　声に出して怒ど鳴なりつつ、リリアンナは心の守りを強くしようと精神を集中させる。


　強力な魔剣の中には意思を持つものが存在し、持ち手を支配しようと誘ゆう惑わくしてくることがあると聞いたことがあった。力欲しさにその誘惑に負けると、多くは不幸な結果になると伝説は伝えている。力に溺おぼれ、殺さつ戮りくや破壊に走り、やがては身の破滅を招くのだと。


（……〝蛮王の剣〟がそうした意思を持つ魔剣だとしても、全然驚かないわね……）


　アレクがこの魔剣と共鳴の末に自らの魔剣を暴走させたのも、彼が持つ魔剣の意思かもしれない──リリアンナはさらに、警けい戒かい心しんを強くする。


（ヴィクトールさんは、この誘惑に打ち勝って、この魔剣を扱ってたのかな……っ）


　とてつもない誘惑に、かざした指先が思わず魔剣の柄つかを摑みそうになる。安易にこの剣を摑むことが危険なことは、理り屈くつではわかっている──なのに、心が誘惑されるのだ。


　この剣を手にすれば、ダリウスを超える──いや、ヴィクトールさえ凌りよう駕がし、世界最強の力を手に入れられるのではないかと。


『……我を手に取れ……そうすれば、おまえは絶対の力を手に入れる……巡礼の旅を続けるならば、我の力は役立つぞ……敵を蹴け散ちらし、仲間を守る……人々はおまえを英えい雄ゆうとして称たたえ、ザイアの化け身しんとして敬うやまい、絶対の信しん頼らいと安心を得る……』


（う……く……っ）


　魔剣は、リリアンナの欲望や理想を見抜き、巧たくみに語りかけてくる。未来に夢想する自分の姿を描えがき出し、輝かがやかしい明日を思い描かせる。


『自立した自分、自ら生きる道を定める自分、使命を完かん遂すいする自分、仲間の盾となり、皆みなの命を救う自分……我を手にすれば、それらはすべて実現できる……それは我の力に頼るということではない……我を使い、我を活用した結果……それはおまえの意思だ……』


「わたしの、意思……っ」


　そう、誘惑に負けるのではない──自ら選せん択たくし、摑み取るのだ。


　震える指が、魔剣の柄に伸びる。


『……もし我を危険に思うなら、いつでも封印するがいい……おまえならば、それができる……気に入らなければ、いつでも捨てればいいのだ……』


　わたしは遠征武官──だから、いつだって魔剣など封印できる。いつでも、いらなくなったら捨てることができる──


　包み込むように、少女の両手は魔剣の柄を被おおっていた。優やさしく、慈いつくしむように、そのまま魔剣を抱きしめようとでもするかのように。


　──だが。


「……冗じよう談だんじゃないわよ！」


　リリアンナは叫び、台座に刺ささる剣をいきなり蹴飛ばしていた。


「そんな低てい俗ぞくな誘惑に、このわたしが屈くつするとでも思ったの!?　そりゃあ、わたしは遠征武官として若じやく輩はいだし経験も足りないし実力も中ちゆう途と半はん端ぱでみんなには頼たよりっぱなしよ！　アレクの呪のろいだって解除できないし、うまく力にもなってあげられないわ！」


　ガンガンッと、さらに蹴りを連発で叩き込む。


「だけどね！　だからって安直に魔剣の力なんかに頼ると思ったら大間違いなんだから！　そんなモノに頼った力とか栄光とか、そんなものになんの価値があるっていうの!?　魔剣ならね、もうアレクのだけで十分間に合ってるんだから、あんたなんてお断ことわりよ！」


　最後に力一杯足の裏で蹴りつけ、リリアンナは両肩で大きく息をした。そして両腕を広げ、封印の儀式を開始すべく意識を集中させる。


「さあ、もう二度と他人の頭の中なんか覗のぞき込こめないように、厳げん重じゆうに封印してあげる！」


　少女の強固な意志を前に、魔剣が震えるのを感じた。


（怯おびえてる……？）


　リリアンナは敏びん感かんに魔剣の持つ意思の怯えを感じ取り、驚いた。いままで言葉巧たくみに誘惑しようとしてきた魔剣が、少女を前に怯えている。


「封印されるのが、怖いわけ？　残念だけど、同情を引こうとしても無駄だから」


『……わかった……いえ、わかりました……あなた様が、誰なのか……』


「問答無用！　もう話すことなんてないわ！　黙って封印されなさい！」


『お、お待ちください！　わたしは、あなたの来訪をお待ちしていた……あなたこそ、わたしの主あるじたる──』


「うるさい！　そんな見え透すいた誘惑に引っかかるとでも思ってるわけ!?」


　いい加減苛いら立だちも最高潮に達し、リリアンナは怒鳴る。


「あんたは再び封印されて、もう二度と誰に使われることもないの！　覚悟しなさい！」


『ああ……ああ……っ』


　怯えたような魔剣の意思に、リリアンナは勝利を確信した。そして儀式の手順を思い出すべく、しばし目を閉じる。


　だが次の瞬間、予想外の事態が彼女を襲っていた。


「な……!?」


　いきなり、リリアンナは両腕を背後から摑まえられていた。集中は乱され、そのままずるずると、魔剣から引き離される。


「な、なんなの!?」


　驚き、目を開く。そして慌てて左右を見やり、さらに驚かされた。


「あなたたち……!?」


　少女の両腕を抱かかえるようにして摑んでいるのは、バーレスの兵士二人だった。力には不本意ながら自信のあるリリアンナだったが、不意に背後から屈くつ強きような男二人に摑まれては、抵てい抗こうもままならない。


「……あんたがいらないなら、オレがもらうぜ？」


　そう言ってリリアンナの前に、ひとりの男が立つ。


　それは、さっきまで怯えてうずくまっていたバーレスの兵士──その小隊長であるドランだった。


「あなた……っ」


「オレはこの魔剣の力で、自分の理想を、夢を叶かなえてやる……蛮族だろうがなんだろうが、オレに逆らうやつは全部叩たたき潰つぶしてやるよ……！」


　ドランは邪じや悪あくな笑みを浮かべながら、魔剣へと歩み寄ってゆく。


　そしてこのとき初めて、リリアンナは理解した。魔剣が誘惑していたのは、彼女だけではない──部屋の片かた隅すみで震えていた、この小心で実力の伴ともなわない誇こ大だい妄もう想そう的な自己中心男の心にも誘惑の触しよく手しゆを伸ばしていたのだ。


（迂う闊かつだった……っ）


　自分のことで精せい一いつ杯ぱいになっていて、ドランたちのことを忘れていた自分をリリアンナは責める。


（だけど、悔くやむだけなら後でもできる……っ）


　奥歯を嚙かみしめ、全身に力を込めた。ありったけの力で、二人の兵士を振ふりほどこうと体を捻ひねる。


「ははははは！　顔に似合わずすごい力だな！　だがそんなもん、この魔剣の力を前にしたらガキが暴れてるのと変わらねぇぜ！」


「やめなさい！　その魔剣は、あなたが考えてるほど安あん易いに使えるものじゃないわ！」


「うるせぇっ！　あの人形野や郎ろうもこの魔剣持ってたからあんなに強かったんだろうが！　いまさら欲しがったところで、こいつはもうオレのものだ！」


「馬ば鹿か……ッ」


　リリアンナは全力で二人の兵士を石畳に叩きつけ、ドランへと手を伸ばす。


　だが、その距離は絶望的なまでに遠かった。


「ふふ……ははは……あははははははは！　魔剣はオレのものだ！　オレは最強の力を手に入れる！　この世のすべては、オレのものだ！」


「くぅ……っ」


　少女の拳こぶしが届くよりも遥はるかに早く、ドランは魔剣の柄を摑んでいた。瞬間、爆発したかのような魔力の奔ほん流りゆうに、リリアンナの体は吹き飛ばされる。


「はぐ……っ」


　石畳の上を転がり、背中から壁にぶち当たる。くらくらする視界の中で、持ち上げることさえできそうもない大剣を手にしたドランが、身をのけぞらせて哄こう笑しようしていた。


「ははは！　ははは！　はははははは！」


　理性など吹き飛んだ、まるで悪魔のような表情。


　全身を黄金色の魔力に包み、身を震わせてドランは笑う。笑い続ける。


（わたしは、なんてドジなんだ……っ）


　リリアンナは、悔くやしさに歯嚙みする。そしてせめていまのうちにドランを倒すべく、腰の剣に手をかけた。


「!?」


　だが目ざとくそのことに気づいたドランは、魔剣をかざして少女を突く。


「…………っ!?」


　ドガンッ！


　凄すさまじい轟ごう音おんが響き、リリアンナの顔の横をかすめて大剣が壁に突き立つ。直撃していないというのに、魔剣が放つ魔力の重圧は少女の体を押し潰し、壁に張はり付けにした。


「うあ……あああ……っ」


「ひひひ……いいぜぇ、その苦く悶もんに歪ゆがむ表情！　おまえもそんな女らしい顔ができるんじゃねぇか！」


「く……ぅ……っ」


　重圧に耐えかね、意識が遠のいてゆく。


　いやらしく下品なドランの顔も声も、どんどん歪んでゆく。


「アレク……」


　ごめん──心の中で、少女はつぶやく。


　それを最後に、リリアンナの意識は闇の中へと呑み込まれていった。





　　　　５




　美しい庭園に爆音が響き、火柱が無数に立ち上る。


　続く剣けん戟げきの音と怒ど号ごう、悲鳴、絶叫。


　妖精たちが一斉に逃げ出し、鳥たちは悲鳴のような鳴き声と共に飛び去る。


　楽園のようだった空中庭園は、無法な侵入者の存在によって、いまや苛か酷こくな戦場となっていた。銃弾が飛び交かい、木の幹が裂さける。


「くそ……っ」


　木の陰に隠れながら銃を構えるアレクは、たまらず舌打ちする。


　数十体の仲間を陽動に使ったアンドロスコーピオンの本隊は、驚いたことに遺跡最上階にまで達していた。彼らが駆けつけたときには、すでに庭園の側そばまでやってきていたのだ。


　庭園を抜けられれば、もう制御室も封印の間も目と鼻の先だ。だから最後の防衛線として、ここで戦わざるをえなかった。


「ずあああッ！」


　巨漢の番人が気合いと共に、自身の魔動機術で作り出した輝く大剣を振るう。その一刀ではさみを持つ戦士種のアンドロスコーピオンが一体、あっけなく両断されていた。そこへ飛び出してこようとする次の集団目がけ、火炎弾グレネードの雨を浴びせかける。


「ヴィクトール……っ」


　再び庭園を朱しゆに染そめる爆ばく炎えん。


　戦いの中にあって表情を見せることのない鬼神の内心をおもんぱかり、アレクの胸は締しめ付けられる。だが入り口付近で敵を食い止めれば、庭園の大半は守られるはずだ。


　猛もう烈れつな炎ほのおに焼かれ、大半のアンドロスコーピオンが吹き飛び、息絶える。だが一体だけ、明らかにいままでのサソリ人とは違うやつがいた。


「!?」


　そいつは爆炎の中から、平気な顔をして前進してくる。


　サソリ状の下半身は真まっ赤かな甲こう羅らに被おおわれ、ひときわ大きく鋭いはさみを持っていた。その尻尾しつぽも長く、先せん端たんからは瘴しよう気きさえ漂ただよわすほどの猛もう毒どくがぬらりと光っている。


　そしてその上半身は、ヴィクトールにも匹ひつ敵てきするほどの巨漢であり、鋼こう鉄てつの甲かつ冑ちゆうに身を包んでいた。手には魔力に輝く長なが柄えのハンマーを持ち、反対の手に持つ盾には銃が仕し込こまれている。


「ぬんっ」


　その眼前へ異い貌ぼう化かしたダリウスが飛び出し、頭を狙って大剣を振るう。だが大柄なサソリ人はその姿に似合わない身のこなしで斬ざん撃げきをよけ、放たれた魔法の衝撃波にも動じずに巨大なはさみで黒衣の魔法戦士をがっちりと摑む。


「ぐあ……っ」


　ダリウスの口から悲鳴が洩れ、金属の鎧よろいが嫌な音を立ててひしゃげた。そして決して軽いとは言えない魔法戦士を摑んだまま、今度はヴィクトールへとハンマーを振り下ろす。


「ぬ……っ」


　青白い魔力の軌き跡せきを残し、ハンマーは鬼神の鼻先をかすめて地面を打った。凄まじい衝撃と共に土つち塊くれが爆発したように飛び散り、外してなおその威力に見る者を恐怖させる。


「な、なんて化け物だよ……っ」


　アレクは大おお慌あわてで銃に弾たまを込めながら、ごくりと唾つばを呑のみ込む。


　スコーピオンジェネラル──大規模な戦闘集団を統とう率そつする、アンドロスコーピオンのリーダー種だ。その強さは、戦士種であるシザースコーピオンを大きく上回っていた。


「ぎぃっ」


　はさみに摑つかまれた黒衣の戦士へ、凶きよう悪あくな尻尾しつぽが襲おそいかかる。だがそれを飛び込んできたユーリカが弾はじいた。その隙すきに、ダリウスはどうにか強ごう引いんにはさみを振りほどく。


「回復が追いつかない……っ」


　アレクと同じく茂しげみに身を潜ひそめていたヴラドが、呪文の合間に悲鳴じみた声を洩らす。二人は必死に後方から前衛の傷を癒いやすべく回復魔法を行使していたが、受けるダメージのほうが多くなりつつあるのだ。


「ギガガガガガッ！」


　自分の優位を確信してか、サソリ人は歯を剝むき出しにして笑った。そして盾をかざして何言か起動語コマンドワードを口にした直後、キンッと耳の奥で高い音が鳴る。


「──っ、なんだ、いまの……!?」


　不快感に頭を押さえつつ、アレクは即座に異変に気がついた。


「あ…………っ」


　まず、ユーリカが動きを止めていた。目と耳からどろりと血を流し、突然仰あお向むけに倒れて痙けい攣れんを始める。


「ユーリカ……!?　ヴィクトール!?」


　そしてその影響は、歴戦のルーンフォークにも当然のように及んでいた。


　ユーリカほど顕けん著ちよではないものの、その膝ひざががくんっと折れる。格段に動きが鈍にぶくなり、大きくよろけていた。明らかになにか変調を来きたしたことは間違いない。


「なんだよ、あれ……!?」


「……ルーンフォークにだけ影響を与える、なにかみたいだね……そんな切り札ふだがあったから、攻せめてきたんだ……っ」


　苦り切った表情でヴラドが答える。


「そんなの……反則だぜ……ッ」


「ギアッハァァァッ！」


　歓かん喜きの雄お叫たけびを上げ、サソリ人はヴィクトールへハンマーを振り下ろした。巨漢の番人はそれを咄とつ嗟さに避さけようとするが、体が動かない。


「が……ッ」


　ハンマーの直撃を受け、ついに鬼神も片膝をついた。剣の切っ先を向けるが、明らかに動きが鈍い。


「ギハッ！」


　ヴィクトールを襲う、巨大なはさみ。だがそれを、ダリウスの剣が押さえていた。しかし続く猛もう毒どくの尻尾を、黒衣の戦士は避け損そこねる。


「ダリウス！」


「があああっ」


　鎧を貫いた毒どく針ばりから、猛毒が注入される。傷口からは煙けむりが上がり、さしもの魔法戦士もその苦痛に絶叫する。


（やばい……っ）


　アレクは本能的に、戦いの均きん衡こうが崩くずれたことを悟さとった。


　これまでは、ヴィクトールとダリウスの圧倒的な強さによって、苦く闘とうながらも戦いは有利に進んでいた。十分勝てる──アレクはそう見み込こんでいた。


　だがスコーピオンジェネラルが用いた切り札によって、状況は一変してしまったのだ。そして一度崩れた均衡は、もう元には戻らない。


「ギアハァッ！」


　勝利を確信したのか、サソリ人は満面に残ざん忍にんな笑みを浮かべ、盾に仕込んだ銃をダリウスへと向けた。一方で、魔法のハンマーも振り上げられている。


「ダリウス────」


　たまりかね、ついにアレクは隠れていた茂しげみから飛び出す。


　だが思いがけないところから発せられた黄金の光が、そんな少年の目を焼いていた。


　それは、上空。


　ほぼ戦場の真上から発せられた光の束が、スコーピオンジェネラルを貫つらぬく。


「ギ────!?」


　悲鳴を発することさえほとんどできず、サソリ人は頭から背中、下半身を貫かれてぐしゃりと潰つぶれた。


「な……!?」


　しばらくして両目の焼き付きが治まり、視力が回復する。


　そしてその光景に、アレクは驚かずにはいられなかった。


「ふふふ……はははははは！　すごい、すごいじゃねぇか、この剣は！」


　空中から、黄金の光に包まれた男が、大剣を片手に舞い降りてくる。


　それは、ヴィクトールが持っていた剣。ヴィクトールが必死に守ってきた秘宝。そしてリリアンナが封印しようとしていた、危険な魔法の品。


「これさえありゃあ……オレは無敵だ……誰も、もう誰もオレに意見することなんざできねぇ！　オレこそが最強！　オレこそが世界の覇は者しやだぜ！　はははははッ！」


　だがその剣を持つ男は、極きわめて低俗で下げ劣れつな男だった。





「ドラン……!?」


　飛び出していたアレクは、その姿に己おのれの目を疑った。


　ゆっくりと庭園に降りてくる男を中心に、空気が渦うずを巻く。そこから生まれた風にあおられて、戦いの炎が庭園の木々に飛び火し始めていた。


　ざわざわと揺ゆらめく木々。舞い散る火の粉こ。


　全身に金色の輝きをまとったドランの手には、まったく身の丈たけに合わない巨大な剣があった。そしてその反対の腕には、意識を失ってぐったりとしている黒髪の少女。


「リリアンナ!?　おまえ、どういうつもりだ！」


　アレクは倒れたままいまだに苦しんでいるユーリカを助け起こし、宙に浮かぶドランを見上げる。


「どういうつもり……？　やはりおまえはバカだな！　わからねぇのか!?　オレは最強の力を手に入れたんだ！　オレは王にもなれる男だぜ!?　ひざまずけよ、〝穢けがれ〟持ち！　この〝輝かがやきの王〟の前にな！」


　ドランが、無む造ぞう作さに剣を振るう。それだけで、凄すさまじい衝しよう撃げき波はが生まれていた。アレクは必死にユーリカの体を抱かかえ、飛びすさる。


「テメェ……っ」


「ははははは！　うまくよけたな、小こ僧ぞう！　だが次はどうだ!?」


　さらに魔剣を振うと、再び黄金の光が走った。わざとなのか使いこなせていないのか、アレクはそれも紙かみ一ひと重えのところで避ける。だが、光線は庭園の樹木を薙なぎ倒たおし、地面に刺ささって爆発した。熱量に緑の葉が次々と発火し、炎に包まれてゆく。


「あはははは！　楽しいなぁ、こいつは！　ひと振りするだけで、なにもかも簡単に吹っ飛ぶぜ！」


「や、やめろォッ！」


　アレクの絶叫も空むなしく、ドランは魔剣を適当に振り回し、次々と庭園を破壊してゆく。


「もっと叫べよ、ガキ。そのほうがスゲー気分が盛り上がるぜ！　ははは！　なんだろうな、この他人が築き上げた美しいものを蹂じゆう躙りんする感覚！　たまらねぇぜ！」


　宙に浮いたまま、ドランは光線や衝撃波を放ち続ける。庭園は見る見る燃え上がり、クィン・ドゥームがそれを消そうと水を撒まく。しかし、それさえ空しい努力だった。


「死ねよ、ポンコツ！」


「やめ──」


　少年の声をかき消し、魔剣が放った光は健けな気げな魔動機械の体を貫いていた。腕や放水用の大たい砲ほうが吹き飛び、ずんぐりした体は燃え盛さかる木々の中へ崩くずれ落ちてゆく。


「あ、ああ……」


「ひはははは！　いいねいいね、その顔！　その声！　この征せい服ふく感かん、この爽そう快かい感……たまんねぇ……次はこの女をテメェらの前でいたぶるか、それともなにか別な……お？」


　庭園が破は壊かいされ、木々が薙ぎ倒されたことで、アレーシャの墓地がドランの視界に入っていた。目ざとくその石化した亡なき骸がらを見つけ、にやりと笑う。


「なんだ、面おも白しろそうなものがあるじゃんよ」


「……どこまで……どこまでクズなんだテメェは！」


　アレクは怒りに任せ、銃を構えた。だが少年の放った弾丸はあっけなくドランを包む黄金の光に弾はじかれ、空しく消え去る。


「うるせぇなぁ、小僧……消すぞコラ」


　苛いら立だちに眉まゆ根ねを寄せ、ドランはアレクへと切っ先を向けた。そこから、針のように細い光が放たれる。


「アレク様、危あぶな──あうっ」


　咄とつ嗟さに、抱えられていたユーリカがアレクを突き飛ばしていた。おかげで光線の直撃は避けたものの、少女の腕から鮮せん血けつが溢あふれる。


「ユーリカ!?」


「はは！　どこまでも運がいいな！　せっかくだし、その女人形もあとで手足もいで、オメェの目の前で楽しんでみようかな！」


「ゲス野や郎ろう……っ」


　歯は嚙がみしつつ、そんなことしかできない自分に腹が立つ。内臓がよじ切れそうなほど、怒りが体の中で渦うず巻まく。


「でもま、いまはこっちだ……な！」


　刃やいばに力を溜め、ドランは墓地に狙いを定めた。そして、大剣を振るう。


「ぬんっ」


　だがその光線の斜しや線せん上に、大きな影が飛び込んでいた。


　それは、この遺跡を数百年にわたって守り続けてきた番人。


　鬼哭山の──鬼神。


「ヴィクトール!?」


　巨きよ漢かんの番人は、驚おどろくべき跳ちよう躍やく力りよくでドランの眼前に飛び出していた。当然、踏ん張りもなにもできない空中ゆえに、その体は軽々と吹き飛ばされる。だがそれでも腰の魔動制御筐マギスフイアからワイヤーを放ち、ドランを絡からめ取った。そのまま吹き飛ぶ勢いを利用し、もろとも地面に引きずり降ろす。


「ぬあああっ、テメェッ」


　ヴィクトールは凄すさまじい勢いで地面に叩きつけられるが、ドランもそれに引きずられていた。倒れたまま煙けむりを噴ふく番人の側に、ドランは両足で着地する。


「人形の分際で、ずいぶんと手間かけさせてくれるじゃねぇか！　そんなに死にてぇなら、まずテメェから死ね！」


　もうまともに動くこともままならないヴィクトールへ、ドランは大剣を振り上げた。そこへ、黒い旋せん風ぷうが飛び込む。


「な──!?」


「るらぁッ！」


　容よう赦しやのない剛ごう剣けん。常なら、ドランごときに避けられることなどないだろう。


　だが魔剣の力は、どこまでもこの男を強化していた。ダリウスの必殺の刃を、軽々と片手で受け止めてみせる。


「ふぃーっ、驚くじゃねぇかバカ！　当たったらどうすんだよ!?」


　ぎゃりんっと剣を剣で払い、再びドランは魔剣の力を放つ。


「ぬ……んッ」


　しかしダリウスとて歴戦の戦士だ。危険なほど強力な魔力を帯びた剣相手であっても、臆おくしはしない。大剣でその刃を受け、絶ぜつ妙みようの力加減で受け流す。


「ヴラド、ユーリカを頼む！」


「お、おい、アレク！」


　少年は反射的に、倒れたヴィクトールへと走った。見るからにズタズタだが、いまならまだ治ち癒ゆ弾だんで命をつなぎ止めることができるかもしれないと考えたからだ。


「どけよ、このっ。ウゼェな」


　ドランはダリウスに大剣を叩きつけるが、黒衣の戦士はことごとくこれを避ける。その隙にアレクは全力で走った。そしてヴィクトールへと駆け寄る。


「ヴィクトール！」


『アレク……』


　巨漢の番人は、生きていた。鎧は砕け、皮ひ膚ふは焼けただれ、左腕はおかしな方向に曲がっている。


『待ってろ、いますぐ回復弾撃ち込んでやるから──』


『アレク』


　だが銃を構えようとする少年の手を、ヴィクトールは押さえる。


『……俺のことは、いまはいい。おまえには、為なすべきことがあるだろう？』


『オレの……』


　そのとき、アレクは自分の腰にある魔剣が震えていることに気づく。


『……あの男は、完全に魔剣の誘惑に負け、取り込まれつつある……このままでは、より大きな危険の原因となる……』


『だけど、また魔剣の力に任せたら、オレまで……』


『おまえが資格を得た〝継承者〟なら……大丈夫だ。自分を信じろ……』


『オレが、〝継承者〟なら……』


『そうだ……おまえなら、止められるはずだ……』


『オレなら……』


　腰の剣に、アレクは手を添そえる。


　いまなお、魔剣を抜くことに恐怖心がある。危あやうく仲間を全滅させるところだったこと、魔剣の力に溺おぼれて、自分自身もドランのようになってしまうかもしれないこと。


「テメェら、なにこそこそ話してやがる！　そういうのはな、苛いらつくんだよ！」


　ヴィクトールのワイヤーに絡められたままのドランはダリウスの剣を弾きつつ、アレクたちを睨んだ。魔剣が輝き、いくつもの光条が放たれる。


「!?」


『アレク！』


　目を見開く少年の前に、瀕ひん死しのヴィクトールが立ちはだかる。


　幾本もの光条は凄まじい熱量を伴い、巨漢の番人の体を撃つ。鎧よろいは砕くだけ、肉が爆はぜ、血がしぶいた。それでも、大きな体は少年のための完全な盾となり、すべての攻撃を一身に受けきる。


「このクソデカブツが！　いちいちムカツクんだよ！」


　今度はもろとも吹き飛ばそうというのか、ドランは魔剣を振り上げて大きく魔力を集中させる。だがその大おお仰ぎような構えをダリウスが見み逃のがすはずもなく、鋭するどく剣を突き出した。


「クソッ、どいつもこいつもウゼェんだよ！」


　魔力の充じゆう塡てんを諦あきらめ、魔剣でダリウスの刃を弾く。そして左腕でぐったりとしているリリアンナの首を摑み、盾のように吊つるした。その体に、魔剣を押し当てる。


「リリアンナ!?」


「いい加減にしねぇと、こいつの足か腕、一本ぐらいぶった切るぞ！」


　凄まじい魔力を発する刃を近づけられ、少女の髪が大きく乱れる。これでは、さしものダリウスも攻せめ手を抑おさえるしかない。


「そうだなぁ、片足ぐらいは吹っ飛ばしても死なねぇか？」


　体を舐なめるように刃を動かし、リリアンナの太ももで止める。


「あ、あ……あああっ」


　電撃にも似た衝撃と熱量に、意識を失ったまま少女は悶もだえた。苦痛にあえぐ少女を見上げ、ドランは愉ゆ悦えつに満ちた表情を浮かべる。


「ひひ……苦痛に耐える女の声は最高だぜぇ」


「……卑ひ怯きような野郎だ……っ」


　アレクは魔剣に手を添えたまま、歯は嚙がみする。


　これではたとえ正気を保ち、うまく魔剣を操あやつれたとしても、リリアンナを巻き込んでしまう。ダーレスブルグの地下でミノタウロスを消滅させた魔剣の威力を思い出せば、とてもドランや魔剣だけを狙い撃つことなど不可能だ。


「このメスガキ、オレに偉えらそうな口利きいてくれたよなぁ？　たっぷりいたぶって、テメェらの絶望的な顔見てから殺してやるよ！」


　ドランは魔剣の力を強めようと、意識を右手に移す。


　そのとき。


「……いつまでも……」


　絞しぼり出すような、声。


「……いつまでも、調子に乗ってるんじゃないわよっ」


　ガッ！


　吊されていたリリアンナの踵かかとが、思い切りドランを蹴り上げていた。それは完全な不意打ちとなり、顎あごを直撃する。


「ぐあ……っ、このアマ……！」


　さすがに手を放し、ドランは顎を押さえていた。投げ出された少女はどうにか両足で着地し、そのまま地面にしゃがむ。そして暴走した男を振り返り、その足許に素早く両手を突き出した。


「ぶっ殺してやる！　死ね！」


「残念ながら、無理な話ね！」


　リリアンナは強く男を睨みつけると、即座に両手へ意識を集中する。


「神々の盾、我が神ザイアよ！　邪よこしまなる魂たましい秘ひめたる剣を、この地へ封じたまえ！」


　少女が素早く祈りを捧げた瞬間、リリアンナの両手から一気に光り輝く魔方陣が生まれていた。それはドランの足許をぐるりと囲み、放出される魔力を閉じ込める。


「な、なんだこれは!?」


「わたしがなにしにここまで来たか、あんた忘れたの!?　遠征武官の本来の仕事は、封印の強化なんだから、これぐらいできて当然でしょ！」


「クソォッ、こんなもの──ッ」


　リリアンナの言葉に、ドランは怒りの形相で魔剣を振り上げる。そこから溢あふれる力は膨ぼう大だいであり、小さな魔方陣はすぐさまビリビリと嫌な音を立て始めていた。それと同時に、魔方陣を維持するリリアンナの額にも滝たきのような汗が噴き出す。


『……アレク、いまだ』


「…………っ」


　ヴィクトールの言葉に、アレクは唇を嚙みしめる。


　もはや、躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。暴走したとき、失敗したとき、魔剣に魂を呑み込まれたとき──様々な最悪の事態が脳のう裏りをよぎる。だがそれらすべてを振り払い、アレクは魔剣の柄を握りしめた。


「リリアンナ、ちょっと頭下げとけよ！」


　思い切って、剣を引き抜く。


　唸うなりをあげる刀身が姿を現し、深しん紅くの光を放つ。その輝きはドランが持つ魔剣の光と絡み、混じり合い、呑み込んでゆく。


「オ、オレの力を……ッ」


　ドランの顔に、動揺が浮かぶ。


　黄金の光は、アレクの持つ魔剣に吸い込まれていた。そのたびに、深紅の刀身は色を濃くし、力を増してゆく。


『ヴィクトール、背中借りるぜ！』


　しかしそんなことになど気づきもせず、アレクは巨漢の番人の背中を左手で摑んでいた。そのまま一気に体を駆け上り、跳躍する。


「そのまま動くなよ、ドラン！」


「ぬあああああっ」


　魔剣を突き上げたままのドランに対し、アレクは振りかぶった魔剣の狙いを定める。


（力は最小でいい……一点を貫けよ……！）


　射撃の要領で、少年は狙いを絞しぼる。体が宙を舞った瞬間、すべての躊ちゆう躇ちよは吹き飛んでいた。精神が研とぎ澄すまされ、完全に一点へ集中される。


「やあああああああッ！」


　黄金の輝きを呑み込んだ魔剣から、深紅の光が放たれる。
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　その光条はドランが持つ大剣──その刃にまるで吸い込まれるようにして直撃していた。


「吹っ飛べ！」


「ぎッ、ぎああああああああああッ」


　アレクの狙いは、ドランの手から魔剣を弾き飛ばすこと。持ち手がいなければ、魔剣もその役目を果たすことはできない。


　だが、ドランは決して魔剣を手放そうとはしなかった。魔力の輝きはその刃を中心に爆発的に高まり、急激にひび割れが走る。


「ひ……ッ!?」


「いかん……ッ」


　咄とつ嗟さに、ダリウスが駆けていた。魔方陣を維い持じするリリアンナの上に被かぶさり、背を丸める。地面に着地したアレクも、魔剣を眼前にかざした。


「あああああああああああああああああッ!?」


　ドランの悲鳴。


　直後。


　その手にある魔剣──レイオブザゴールドは声なき断だん末まつ魔まの声をあげ、砕け散っていた。





　　　　６




　壮そう絶ぜつな衝しよう撃げき波はが、庭園を中心に爆散する。


　土や草が吹き飛び、木々は押し曲げられ、燃え広がりつつあった炎も大半が吹き消えてしまう。


　リリアンナをかばうダリウスの背中を土つち塊くれや石が叩き、気絶したユーリカを抱えるヴラドは必死に地面に伏ふせた。


　アレクも全力で魔剣をかざし、衝撃波に耐える。


　恐らく、それはほんの一瞬のことだったはずだ。だが真正面で魔剣の爆ばく発はつに晒さらされたアレクにとっては、恐ろしく長い時間に感じられた。爆風が去るまでの間、魔剣に隠れるようにして、ただじっと目を閉じていることしかできなかった。


「う……っ」


　風が去り、体への圧力が消える。


　そこでようやく、アレクは目を開いた。そして魔剣の陰からそっと顔を出し、思わず茫ぼう然ぜんとなる。


「く、砕けちまった……っ」


　同じ〝蛮王の剣〟と呼ばれる魔剣だけに、せめてドランの手からもぎ放せればいいと思っていた。なのに魔剣レイオブザゴールドは粉々に砕け、倒れたドランの側には柄だけが転がっている。


「……アレク、大丈夫かい？」


　一番遠くにいたヴラドが、ユーリカを担いで立ち上がる。


「オレは……まあ、大丈夫みたいだけど……」


「魔剣……砕けたね……」


「ああ。なんか、木こっ端ぱ微み塵じんに……」


　なにもかも予想外の結末に、アレクはただただ立ち尽くすばかりだ。ヴラドも親友が無事と知って、再びぺたりと座り込む。その拍子に、それまで意識を失っていたユーリカがふっと目を覚ました。


「あ、あ、あ、あ、アレク様っ」


　そして正面視界に入った少年の姿に、脇目も振らず駆け出した……が、ヴラドにつまずいてこけた。しかしそのまま華か麗れいな前方転回受け身を見せるや立ち上がり、アレクに飛びつく。


「うおわっ」


「ご無事で……よくぞご無事で……っ、アレク様っ」


「ちょ、ちょっとユーリカっ」


　無表情な戦いぶりとは正反対に、ルーンフォークの少女は情けない顔でわんわんと泣きじゃくった。アレクはどうにか両足で踏ん張ると、半ば途と方ほうに暮れてその背中を撫なでてやる。


「う……っ」


　そんなとき、呻うめき声と共にダリウスが身を起こす。軽く頭を振っているが、幸い致命傷は負っていないらしい。


「ダリウスさん、大丈夫……？」


　そしてその体の下から、リリアンナの声がした。すぐに騎士神への祈りが聞こえ、戦士の体を柔らかい光が包む。


「……どうやら、思いの外ほかたいした怪け我がはしなかったようだな……」


　ザイアの癒しを受けて、ダリウスはゆっくりと立ち上がった。そして手を差し伸べ、少女を立たせてやる。


「おまえこそ平気か？」


「うん、ダリウスさんのおかげでね。それより、ドランと魔剣は……って、ええっ!?」


　そこで、リリアンナも倒れているドランと、柄だけになってしまった魔剣の存在に気づいた。それからくるりと、アレクを振り返る。


「よ、よぉ。無事みたいでよかったな、リリアンナ」


　目と目が合ったアレクはユーリカを抱だいたまま手首だけ立てて手を振る。その様を見た瞬間、リリアンナの表情が一気に怒りのものへと変化していた。


「な、なーにが無事でよかったよ！　どこが無事だって言うのよ！」


　そう怒鳴る少女の格好は、確かにあまり無事ではなかった。服も鎧もボロボロで、顔も煤すすだらけ。魔剣を押しつけられそうになった足は火ぶくれになっていた。


「だいたい、あんた魔剣を木っ端微塵に砕いてくれちゃって、封印の儀式はどうするのよ！　これじゃなにしにここまで苦労してきたのかわかんないじゃない！」


　しかし傷の痛みなどものともせず、リリアンナはずかずかと歩み寄ってくる。


「それはその……なんというかだな、オレもまさか粉々に砕けちまうとは思わなかったわけで……っていうか、怒ることねぇだろっ。こっちだって必死だったんだ！」


「へー、必死ねぇ。絵画の英雄よろしく女の子片手に抱きかかえて鼻の下伸ばして。ずいぶん余よ裕ゆうのある必死ですこと」


「こ、これはおまえ、余裕とかそんなんじゃなくてだな、ユーリカに抱きつかれたからであって、その不ふ可か抗こう力りよく的なものというかなんというか──」


「す、すみません、アレク様！　お疲れなのに、こんなこと……ごめんなさいっ」


　ルーンフォークの少女は慌てて身を離そうとするが、疲労と負傷で足がもつれた。その体を、咄嗟にリリアンナが支える。


「あ……っ」


「……アレク。傷つき疲れてる女の子を支えてあげられないなんて、男として情けなさ過ぎるんじゃないの……？」


「ちょ、おまえ、なんか言ってること矛む盾じゆんしてねーか!?」


「お黙りっ。男なら最後まで責任取りなさいって言ってるの！」


「せ、責任って……」


「魔剣も砕いちゃうし、庭園は無茶苦茶だし、あんたホントにどうするのよ!?」


「どうするって言われても……」


　アレクは咄嗟にダリウスとヴラドへ助けを求めるような視線を向けたが、さらりと目を逸そらされてしまう。


『はっはっはっは』


　だが意外なことに、この空気を変える笑い声が、アレクの背後から聞こえてきた。


「ヴィクトール……？」


　振り返れば、そこには身を起こして座り込んでいる、巨漢の番人がいた。誰よりもボロボロの体をしていたが、その顔には満面の笑みが浮かんでいる。


『二人の少女を巡って右往左往とは、モテる男は大変だな、アレク』


『モ、モテるとかそういう状況じゃないだろ！　これってどっちかって言うと──』


「ユーリカ、通訳して」


「は、はいっ」


　アレクとヴィクトールが秘密の会話をしていると勘かんぐってか、リリアンナの瞳がぎらりと光る。


『ま、まあ、ヴィクトールも無事みたいでよかったよ……』


『ああ。ずいぶんとやられてしまったがな』


　ルーンフォークといえども、普通に痛みは感じるはずだ。だが巨漢の番人は苦笑を浮かべただけで、苦痛も辛つらそうなそぶりも一いつ切さい見せない。


『それと……すまない。オレ、あんたの守ってた魔剣を──』


『いいんだ、アレク』


『え……？』


『あれでいいんだ。これで、俺の役目は終わった』


『役目……』


『確かに……俺は魔剣レイオブザゴールドと、その封印を守っていた。だがそれは、邪じや悪あくな者たちの手に渡わたらないようにすることが目的だった。砕け、完全に消滅したというのならば、それ以上のことはない』


　そう告げると、ヴィクトールは改めて満足げな笑みを浮かべる。


『……どうやら、俺はおまえを待っていたようだな。〝蛮王の剣〟を砕く魔剣──〝魔剣砕きソードブレイカー〟の担にない手が、訪れてくれるのを……』


『魔剣砕きソードブレイカー……』


　アレクはまだ握ったままの魔剣を見下ろし、その名を復唱する。


『我が主が言っていたよ……〝継承者〟だけが、〝蛮王の剣〟を浄化できると。可能性は低いと聞いていたが……見事だな、アレク。いや、〝剣をつぐもの〟よ』


『オレが、剣をつぐもの……？』


『よい仲間にも、恵めぐまれたようだな。これなら、この先の旅路も心配はないだろう』


　ヴィクトールはリリアンナ、ユーリカ、ダリウス、ヴラドと視線を巡めぐらせ、大きく頷く。


『遠征武官が向かう先には、必ず呪われた蛮王の剣が眠っている……いや、ここの魔剣同様、急激に目覚めつつあるはずだ。それが何を意味するのか、番人の身である俺にはわからん……』


　急に表情を引き締しめ、真剣な瞳でアレクを見つめる。


『俺の役目は終わった……だが、アレク。おまえとリリアンナの旅はまだ始まったばかりだ。気を引き締めてゆけ』


『……ああ。もちろん』


　少年は大きく頷き、魔剣の切っ先を、ゆっくりと鞘まで運ぶ。


　そして平常心のまま、静かに刃を収める。魔剣の意志に支配されることなく、魔剣の威力に魅了されることなく、己おのれの意志で──魔剣を、鞘に封じた。


『見み事ごとだ』


　短い言葉で最大の賞賛を述べるルーンフォークの古ふる強つわ者ものに、アレクは一歩近づく。


『ヴィクトール』


『……なんだ？』


『オレたちと、一緒に来ないか？』


『……!?』


　その一言は、鬼哭山の鬼神をもってしても意外だったようだ。思わず驚きの表情で、アレクを見つめる。


　だがすぐに、その表情は笑みに変わった。そして驚くほど大きな声で、豪ごう快かいに笑う。


『ははは！　ははははははは！』


『な、なんだよォ』


『ははははは……っ、いや、悪い。俺を旅に誘さそう者が現れるなど、数百年の人生において、一度たりとも予想していなかったのでな！　あまりに愉ゆ快かいすぎて、生まれて初めてこんな大声を出して笑ってしまったよ』


『初めて……？』


『大声で笑うというのも、なかなかに気持ちのよいものだな』


　まだ肩を震わせて笑いながら、ヴィクトールは自分の膝をぱんっと叩く。


「ヴィクトールさん、わたしからもお願いしていいですか……？　あなたの役目が終わったというのならば、わたしたちの旅に協力してほしいんです。あなたほどの戦士が旅に加わって下さるなら、これほど心強いことはありません」


　リリアンナも前に出て、深々と頭を下げた。その言葉を、ユーリカが一語一句洩らさず伝える。


『……ありがとう。遠征武官殿にそう乞こわれると、改めて嬉しいものだな』


「じゃあ──」


『少しだけ、考える時間をもらえるか？　使命は終わったが……やらねばならないこともあるのでな』


　そう言って、ヴィクトールは変わり果てた姿の庭園を見回した。その視線を追えば、何体もの魔動機械が集まってきて、くすぶっている木々に水をかけ始めている。鳥や妖精たちも戻ってきて、巨漢の番人を心配げに見下ろしていた。


「あ……」


『……そっか。ヴィクトールは、この庭園の番人でもあるんだったよな』


　リリアンナもアレクも、その光景に少し申し訳ない気持ちになる。だがそんな若者たちを見て、ヴィクトールはまた声を出して笑った。


『もちろん、遠征武官の使命の重要性も理解しているよ。それに、みんなヘトヘトに疲れただろう？　まずはゆっくり休むといい。おまえたちが食事を摂とり、ひと眠りする間には、答えを出しておこう』


　そう言って、巨漢の番人はゆっくりと立ち上がる。


『まずは、祝しゆく宴えんの用意だな。この遺跡には魔動機文明アル・メナスの酒も保存されているぞ』


「ホントに!?」


　思わず歓かん喜きの声を上げてしまい、リリアンナははっとなって口を押さえる。


『はっはっは！　まだ酢すにはなっていないはずだ。俺も何百年かぶりに、勝利の美酒を味わうことにしよう』


『そうこないとな！』


　嬉しそうなヴィクトールの言葉に、アレクも歓声を上げる。


「やれやれ……まさか鬼哭山の鬼神と酒さか盛もりになるなんて、まったく想像もしてなかった結末だよ」


　成り行きを見守っていたヴラドが、思わず小さな肩をすくめる。その言葉を聞いて、ダリウスも口の端はしで小さく笑った。


　次々と魔動機械たちが庭園に集まり、残り火もすべて鎮ちん火かされる。無数の妖精たちが舞い踊り、小鳥たちが美しい声で歌う。


　魔動機械たちが撒く水は太陽の光を浴び、庭園に小さな虹にじをかけていた。その光景を見守るアレーシャの石像も、気のせいか微笑ほほえんでいるように見える。


「きれいね……」


「そうだな……」


　虹の中に踊る妖精や小鳥たちを見上げ、リリアンナとアレクはつぶやく。


　戦火に焼かれ、大きく破壊されてしまった空中庭園──けれどそこに集つどうものたちの活気と生命力が、驚くほど悲ひ惨さんさを打ち消してくれている。


　妖精たちの舞まいはいつまでも続き、鬼哭山の鬼神の顔にも笑顔が浮かぶ。





　戦いは──終わりを告げていた。








「──やはり、〝魔剣砕きソードブレイカー〟か……」


　空中庭園さえ見下ろせる、遺跡の一角。


　そこに立つ金髪の男は、静かにつぶやく。


「しかし、あの少年が、ここまでやるとはね……」


　戦いに疲つかれ果てた冒険者たちの姿──中でもひとりの少年を見つめ、男は笑みを浮かべる。


「導いてあげた価値があったと考えるべきか……迂う闊かつにも脅きよう威いを育ててしまっただけなのか……」


　続いて、男は黒衣の戦士に視線を向ける。


「ダリウス……まさかまた、きみと運命が交差するなんてね。お互たがい、宿命からは逃れられないらしいよ……」


　冠かんむり状じようの角つの飾かざりを指でなぞり、しばし目を伏せる。


　そこに宿る光は、かすかな悲しみ。


「……いずれ、相まみえることになると思うけれど……今日のところは、きみたちの勝利に祝しゆく福ふくを……」


　金髪の男はほほえみ、空中庭園に背を向けた。


　そしてかすかに精神集中すると、その背中に大きな皮ひ膜まくの翼つばさが現れる。


「じゃあ、またね」


　それだけ告げると、男は大きく翼を打つ。それだけで、彼の体は一気に大空へと押し上げられていた。


　やがて風に乗った翼は大きく飛ひ翔しようし、男の体を彼方かなたへと運んでゆく。


　そしてその姿は、いずこかへと消えていた。




　エピローグ







　空中庭園での戦いから、二日。


　アレクたちは遺い跡せきの居住区でしっかりと休きゆう憩けいを取り、戦いの傷きずと疲つかれを完全に癒いやしていた。無事だった庭園の一角に残されていた果物くだものや、山で仕し留とめてきた獲え物ものをふんだんに使った料理もヴィクトールの手によって振ふる舞まわれ、まさに連日宴えん会かい漬づけだったと言ってもいいだろう。


　意外なところでは、ドランも一命を取り留めていたことだ。だが魔ま剣けんの支配を受けた影えい響きようか、それとも限界を超こえた恐きよう怖ふのためか、すっかりおとなしくなっていた。


　そして日は巡めぐり、三日目の朝日が昇のぼる。


「──うしっ」


　集合場所である、居住区の食堂。


　アレクはブーツのベルトをしっかりと締しめると、椅い子すから立ち上がる。


　腰こしには銃じゆうと魔剣ソードブレイカー。背中には旅りよ装そうを詰つめたバックパック。腕に魔動制御球マギスフイアを留め、旅立つ準備は完かん了りようする。


「行くか？」


　すでに準備を終えていたダリウスが、短く問う。


「みんなは？」


　そしてアレクが振り返れば、リリアンナもヴラドも、万ばん端たん整ととのった様子で頷うなずいていた。朝食の後片付けをしていたユーリカも、すぐに戻ってきて自分の荷物を背負う。


「ああー、もう出発かぁ。ここは知識の宝庫だっていうのに、あと一年ぐらいは探たん索さくに費ついやしたかったなぁ……」


　ぼやくヴラドの頭を、リリアンナが苦笑しながら撫なでる。


「また戻ってきたときに、寄ればいいじゃない」


「それはそうなんだけど……」


「なんだったら、ヴィクトールの代わりにここの番人になるか？」


　意地悪な口調で告げるアレクに、ヴラドは恨うらめしげな目を向ける。


「そんなの無理に決まってるだろ。ぼくは魔動機術を扱あつかうことはできないし、魔動機文明の遺跡に関する知識もまだまだ乏とぼしいんだ。まあ、アレーシャ様のお姿すがたは、これこの通り毎日でも拝はい謁えつさせていただけるわけだが……」


　そう言って、タビットの若者は数枚のバーサタイルを取り出してみせる。


「好きだなぁ……」


「そりゃもうアレーシャ様の美び貌ぼうと知性がたっぷり詰つまってると思うと寝ねる間も惜おしいぐらい……って、こら」


　ヴラドは自分でボケて、自分で突っ込む。


「そもそも、おまえ魔動機文明語はわからないんじゃなかったのかよ？」


「必要を感じたので覚えた。元々読み書きはできたからね。そんなに難むずかしくはなかったよ」


「そ、そうか……」


　得意げに胸を張るヴラドを見て、アレクは改あらためてタビットという種族の知性に驚おどろかされる。だが、どことなく動機に邪よこしまなものを感じなくもない。


「とにかく、出発だな」


「ああ」


　アレクの宣せん言げんにダリウスが同意し、全員椅い子すから立ち上がる。


「ヴィクトールは？」


「たぶん、この時間なら庭園だと思う。同行してくれたら嬉うれしいんだけど、微び妙みように複ふく雑ざつなところだな」


「……そうね」


　巨きよ漢かんの番人がどんな選せん択たくをするのか、みな予測はついていないようだった。結局この二日でヴィクトールは結論を出さず、今日出発の日を迎むかえたのだ。


「まあ、会えばわかるさ。オレはヴィクトールがどんな結論を出そうと、支持するつもりだし」


　アレクは自分に言い聞かせるように告つげると、先頭に立って食堂を後にした。通路を抜けて、庭園へと出る。


「……いい天気だな」


　まぶしい太陽に手をかざし、少年は改めて庭園を見回す。


　あの激はげしい戦いからわずか三日しか経たっていないが、すでに庭園には復ふつ興こうの兆きざしが見えていた。戦いの跡あとはすべて片付けられ、傾かたむいたり焼けたりした木々も手入れされている。新しい苗なえも植えられ、朝あさ露つゆに濡ぬれてキラキラと輝かがやいていた。


「旅立ちには、いい日和ひよりね」


　まだ、焼け焦こげたにおいは残っている。それでもリリアンナは、朝の植物のにおいを大きく胸へと吸すい込こんだ。吹ふき抜ぬける山の風が、肌はだに心地ここちいい。


　そうやって庭園を歩いているうちに、一行は奥おくにあるアレーシャの墓ぼ所しよまでやってきていた。そしてそこには、アレクの推測通り──ヴィクトールがいた。


「おはよう、ヴィクトール！」


　石像と化した主あるじの棺ひつぎ──その側そばに、祈いのりを捧ささげるような姿勢で巨漢の番人はしゃがんでいた。その身は真新しい鎧よろいに被おおわれ、傍かたわらには大剣が突き立てられている。


「武ぶ装そうしてる……ってことは、一いつ緒しよに来る気になったのかな!?」


「だったら、嬉うれしいね」


　アレクの言葉にリリアンナも笑顔で頷き、墓所へと歩み寄る。


「……お祈いのりの途と中ちゆうかな？」


　当然自分の声も聞こえただろうに、振り返りも立ち上がりもしない番人の姿に、アレクは軽く首を傾げる。


「ご主人様に、お別れの挨あい拶さつかもね」


　ヴラドもアレクに同意しつつ、少年のあとに続いた。だがすぐ側までやってきたことで、誰もが異い変へんに気づく。


「ヴィクトール!?」


　アレクはもう一度その名を叫び、慌あわてて墓所へと駆かけ上がった。そして巨漢の番人にゆっくりと歩み寄る。


「ヴィクトール……」


　古ふる強つわ者もののルーンフォークは、再三のアレクの呼びかけに──答えなかった。


　ヴィクトールはただひざまずき、祈りを捧げるように瞳ひとみを閉とじたまま、主を見下ろしている。


「そんな、まさか……」


「……死んでる……」


　アレクに続いてヴィクトールに歩み寄ったリリアンナとヴラドも、驚きよう愕がくの表情で巨きよ漢かんの番人の姿を見つめた。慌てて駆け寄ったユーリカが、その体を素早く調べる。そしてがっくりと肩を落とし、小さく首を左右に振った。


「なんで……」


　アレクは、その事実をまったく受け入れることができなかった。


　昨日まで大きな体を軽かろやかに動かし、庭園の復興に全力を注いでいた巨漢の番人が、なぜいま呼びかけに応こたえもせず、ぴくりとも動かないのかが理解できなかった。


　まるで生きているような……それでいて、彫像のようなヴィクトールの横顔。いまにも立ち上がり、頭を撫なでてくれそうなその姿に、アレクは戸と惑まどいを隠かくせない。


「──ルーンフォークの寿じゆ命みようは、本来五十年……だが必要のないときは休きゆう眠みんし、メンテナンスを欠かさず、無理をしなければ百年以上生きた例はある」


「ダリウス……」


「鬼き哭こく山ざんの鬼き神じん──ヴィクトールの圧あつ倒とう的てきな存在感に勘かん違ちがいさせられていたが、彼もルーンフォークだ。決して、特別な存在じゃない……」


　黒こく衣いの戦せん士しもヴィクトールの傍かたわらに立ち、黙もく禱とうするように目を閉じた。だがダリウスの説明を聞いても、アレクは納得できなかった。事実を受け入れられなかった。


「……なんでだよ？」


　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、アレクはつぶやく。


「よりによって、なんで今日なんだよ!?　ヴィクトールは、やっと長い長い任務を終えて、自由になったばっかりなんだぜ!?　これからは好きに生きていいんだ！　使命に縛しばられることなく、自分のやりたいことをやれるんだぞ!?　なのに、なんで今日、この日に死ななきゃならねぇんだよ!?　なんで今日寿命が尽きなきゃいけねぇんだよ!?」


　たまらず、アレクは叫んでいた。


「ヴィクトール、起きろ！　こんな天気のいい日に寝てる場合じゃねぇぞ！　今日は最高の冒ぼう険けん日和びよりだ！　ほら、旅に出るぜ！」


　少年は番人の鎧を摑み、必死に揺ゆすった。だが大柄なルーンフォークはびくともせず、言葉を返すこともない。


「これだけ装備を整えてるってことは、ついてくるつもりだったんだろ!?　ほら、悪い冗じよう談だんだぜ、死んだふりとかシャレになんねぇからさ！」


　滲にじむ涙なみだを肩で拭ぬぐい、アレクはヴィクトールの体を揺さぶり続ける。


「アレク……」


「うるせぇ、触さわるな！　ヴィクトール、おい！　ヴィクトール！」


　リリアンナの手を払いのけ、少年は番人の名前を呼び続けた。その拍ひよう子しに、ヴィクトールの手の中から、なにかが落ちる。


「魔動記録板バーサタイル……？」


　ヴラドが、すぐにその正体に気づいた。そして落ちた拍子に、映像が再生される。


「アレーシャ……？」


　そこに映し出されたのは、まさに墓所に眠る美び貌ぼうの魔術師──アレーシャだった。生前の美しさそのままに記録されている映像は、ゆっくりとメッセージを語り始める。


『──ヴィクトール、わたしの一番の忠ちゆう臣しんにして、最強の戦士』


　優やさしさと慈いつくしみに満ちた表情で、アレーシャは告げる。


『魔剣の封印は、終わりました。遺跡の防備も可能な限り万ばん全ぜんに整えてあります。ザイアの神官が定期的に封印を強化する手て筈はずも整えましたから……この地の封印は万全と言えるでしょう』


　女魔術師の言葉を、慌ててユーリカが訳す。


『……あなたがこのメッセージを見るとき、恐らくわたしは死んでいるでしょう……だから、あなたを任務から解放します』


「え……？」


「これって、遺ゆい言ごん……」


　思いがけない言葉に、アレクは驚おどろきの声を洩もらした。リリアンナも、神しん妙みような声でつぶやく。


『もう、これからあなたは自由です。自分の望むように、好きに生きなさい。いままでご苦労様。本当に、ありがとう……あなたのおかげで、何度も助けられたわ……』


　映像の中のアレーシャは、そこまで告げたところで急きゆう激げきにブレてしまっていた。


『……ありがとう、ヴィクトール……それから、ごめんね……一いつ緒しよにいてあげられなくて……あなたとの日々、楽しかった……』


　映像が消えてゆくと共に、アレーシャの声も遠のいてゆく。やがて、魔力のこもったタイルは、完全に沈ちん黙もくしていた。


「三百年前に……ヴィクトールは、任務から解放されてたのか……？」


　消えてしまった映像の代わりに、アレクは棺ひつぎの中の石像を見下ろす。


「ヴィクトールはそのことを知っていて、ずっとここの番人を続けてたのか……？」


　少年は振り返り、物言わぬ古ふる強つわ者ものの横顔を見た。どこか満足げなその顔を、真しん剣けんに見つめる。


「……ヴィクトールさんは、ずっと昔むかしから自由だったんですね」


　そう告げたのは──意外なことに、ユーリカだった。


「ユーリカ……？」


「ヴィクトールさんは、本当にご主人様のことが好きで、本当にこの庭園が大切で……だから、ここをずっと守ってたんですね……自分自身にそのことを誓ちかい、自分自身の使命として……」


　ルーンフォークの両目から、涙なみだがこぼれる。


　だが、それは単なる悲しみの涙ではなかった。


　ユーリカの瞳ひとみの奥に輝かがやくのは、尊敬の念。そして、同時にそんな人生を全まつとうした同族を羨うらやむ想おもいが、しっかりと秘ひめられていた。


「……アレク様、わたしがこんなことを言うのはおこがましいかもしれませんけど……」


　少女はアレクを振り返り、口を開く。


「ヴィクトールさんは、今日、この日に天命を全うしたことを、きっと誇ほこらしく想っていると思います……遺い志しを継つぐ人に、自分の想いを託たくせたことを、ご主人様に報告してるんじゃないでしょうか……わたし、そんな風に感じるんです」


　ユーリカは涙をこぼしながらも、笑顔でヴィクトールの横顔を見る。確かにそこに浮かぶ控ひかえめな表情はどこか満足げであり、誇らしげでもあった。


「ユーリカ……」


「アレク様、ヴィクトールさんを褒ほめてあげてください。きっと、それが一番ヴィクトールさんにとって嬉うれしいことだと思いますから……」


「ヴィクトール……」


　笑顔の少女に促うながされるように、アレクは古強者のルーンフォークを見た。そっと、その頰ほおに触ふれた。


「……そう、だよな……ヴィクトール……やっぱりオレ、まだおまえが死んだなんて思えねぇんだけど……でも、うん。おまえは、すごいよ。こんな山やま奥おくの遺い跡せきで、たったひとりで大切なものを守り続けてたなんてさ……本当に、すごい……すごい男だよ」


　アレクの頰を、熱い涙が止めどなく流れる。だが少年の涙も、突とつ然ぜん訪おとずれた永遠の別れという理り不ふ尽じんに対するものではなく、尊敬と憧しよう憬けいの涙へと変わっていた。


　それでも、突然の死を簡単に受け入れられるほど、アレクも大人ではない──だから、涙は止まらなかった。寂さびしくて、悲しくて、耐たえられなかった。


「……大丈夫だよ、アレク」


　そんな少年の肩に、リリアンナが優しく手を置く。


「リリアンナ……？」


「ほら、ヴィクトールさんはぜんぜんひとりなんかじゃないよ。友とも達だちも、仲間も、こんなにたくさんいるんだから……」


　そう言って少女が手で示した空には、無数の妖よう精せいが舞まっていた。墓所の周りには鳥たちが集まり、いつの間にか、無数の魔動機械たちが歩み寄ってきている。中には先日の戦いで破壊され、体の半分を失ったクィン・ドゥームまでいる。


「……そっか。そうだよな……」


　アレクは大空を見上げ、庭園を見回し、そしてもう一度ヴィクトールを振り返る。


「寂さびしくなんか、ないよな……こんなに仲間や友達がいるんだもんな」


　少年は涙を拭ぬぐい、大きく頷うなずく。


「ありがとな、ヴィクトール。短い間だったけど、あんたにはいろんなことを教わった気がするよ……」


　頭の中では、納なつ得とくしたいと思っている。だけど、涙がどうしても止まらない。


「──アレク、偉い大だいな戦士の遺い志しを継ついでやれ。それができるのは、おまえだけだ」


　そう言ったのは、ダリウスだった。


　そしてダリウスはヴィクトールのホルスターから銃じゆうを抜ぬき取り、それをアレクに渡す。


「ダリウス……？」


「ヴィクトールなら、おまえに託たくしたはずだ」


「オレに……」


　アレクは銃を受け取ると、それをぎゅっと握にぎりしめてヴィクトールを見る。


　改あらためて見たその横顔は、穏おだやかだった。まるで、微笑ほほえんでいるようにも見える。


「ヴィクトール……オレ、あんたに誓ちかうよ。必ず一人前の冒ぼう険けん者しやになって、旅を全まつとうするって。ちゃんと、剣を受うけ継つぐって……さ」


　そう言って、少年は手にした銃を胸に当てる。


「……行こうか、アレク」


「ああ……」


　出しゆつ立たつを促うながすダリウスに、アレクは短く答える。そしてバーサタイルを拾うと、もう落とさないように空のホルスターの中に入れた。


「……ヴィクトールは、一いつ緒しよに旅立つつもりだったのかな……」


　神しん妙みような声でつぶやくヴラドに、アレクは首を振ってみせる。


「そいつは、ヴィクトール自身にしかわかんねぇや。だけど……たぶん、これでよかったんじゃないかな……」


　少年は巨きよ漢かんの番人から離はなれ、踵かかとを揃そろえる。


　そして、深々と頭を下げた。


「いままで番人としての役目、お疲つかれ様でした……そして、ありがとう！」


　大声でそう告げると、アレクは顔を上げる。


　その頰には、もう涙はなかった。


「さあ、アレク。出発するわよ。今日中に山を下りないとね」


「ああ。了りよう解かいだ」


　わざと明るく、リリアンナが宣言する。それに応じて、少年は歩き出した。そのあとに、ヴラド、ユーリカ、ダリウスが続く。


　そんな彼らを見送るように妖よう精せいたちは舞まい、小鳥たちは歌った。魔ま動どう機き械かいたちも再び動き出し、それぞれに与あたえられた役やく割わりを果たすべく、持ち場へと散ってゆく。


『──ありがとう、アレク。旅の無事を、祈いのっているよ……』


　ヴィクトールの声が、聞こえた気がした。


　だがアレクは一いつ瞬しゆん足を止めただけで、決して振ふり向かない。


（じゃあな、ヴィクトール……）


　胸の中でもう一度別れを告げ、アレクは力強く歩き出す。


「まずはバーレスまで兵士たちを送って、次に目指すは帝てい都とルキスラだ」


　少年の瞳ひとみは、ただ前だけを見る。


　決して振り向かず、真っ直すぐ進んでゆく。


　そしてそんな少年たちの背中を、物言わぬ番人が見送る。


　涼すずやかな風が流れる朝。





　新たな旅立ちには、最高の日和ひよりだった。







〈了りよう〉





キャラクターデータ
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　あとがき







　無事に完成しました！


『剣をつぐもの』第二巻、ようやくお届とどけできます。


　相変わらずギリギリのスケジュールの中で、どうにか予定を守れたことに奇き跡せきの存在を信じそうな今日この頃ごろです（苦笑）。もはや自宅では作業できない体になりつつあるなぁ。


　無む理り矢や理り原げん稿こう書くテンションを高めるべく、茶さ店てん→ハンバーガー屋→ファミレス→ラーメン屋→二十四時間営業のハンバーガー屋というローテーションは過か酷こくでした。


　具ぐ体たい的てきに言うと、財さい布ふとお腹なか周まわりが。


「本を書くって、大変なんですね」


　む。今回のあとがき乱入者はユーリカか。あとがきから読む人には、まったく誰だれかわからないキャラだな。


「も、申し訳ありませんっ。やっぱりアレク様かリリアンナ様と交こう代たいしてきますっ」


　いや、もういいよ。おまえが誰かは、本編読めばすぐわかることだし。


「は、はいっ。ぜひ本編も読んでくださいっ」


　スケジュールも毎度のことで厳きびしかったから、なるべくコンパクトな話を書こう……と思ったのに、なぜか一巻よりページが増ふえてるな……。どうりで書いても書いても終わらないと思ったんだ。


「そのあたり、計算して書かないんですか？」


　一応計算はしてるんだが。なんだかんだで書いていると楽しくなってくるというかなんというか、どんどんページが増えてねぇ（苦笑）。


「そういうものですか」


　そういうこともあります（苦笑）。


「ところで、どうして家だと原稿が書けないんですか？」


　最大の理由は、執しつ筆ぴつ用ようマシンを壊こわれたまま放置してて、ネット用のコンピュータで原稿を書いているからなんだが……ネットは魔ま物ものや！　知らないうちに、三時間とか過ぎてるんや！　どないなっとんや!?」


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　はっ!?


　いかん、取り乱してしまった……。


　そんなわけで、おしりのポケットにも入るナイスなモバイルコンピュータを買って、最近は外を出歩いているわけだ。


「カタログによると、標ひよう準じゆんでネットに繫つながる機能がついてますけど……」


　一回も繫いでおらん。


「え？」


　なので当然アップデートもパッチも当たってない。わはは。誰が繫ぐか、ネットみたいな悪あく魔まの罠わな。


「機能の大半を無む駄だにしているような気がするんですけど……」


　そうかもしれんが、俺おれには十分なのだ。原稿書くだけなら十分快かい適てきだし、画面も明るくて見やすいし、直接ヘッドフォン挿さして音楽も聴きけるしな。


「喫きつ茶さ店で三時間ソリティアを遊んでいる姿を見たという目もく撃げき情報もありますが……」


　あんなもん、当然封ふう印いんだ！　パズルゲームは罠や！　全部罠や！　ぷよ○よ、コ○ムス、○海、ミスター○リラー、マイン○イーパー……何度締しめ切り前に無む駄だに朝を迎むかえたことか……。


「一回十分ぐらいで終わるゲームばっかりですけど……」


　クリアできないと悔くやしいじゃないか。あとは……わかるな？


「は、はいっ（目がコワイです……っ）」


　以前は仕事用マシンのモニターに全ゲーム機が繫がっていて、ほどよく息いき抜ぬきできたものなんだが……。


「なんだか、前言と矛む盾じゆんしてませんか？」


　格かく闘とうゲームとかシューティングとかは、最悪コンティニューして強ごう引いんにクリアできるから、案外三十分ぐらいでさくっとやめられるのよ。ＲＰＧでも二時間ぐらいかな？　夜通しやることはない。


「でもパズルゲームだと……」


　なぜか朝になってるんだ……ひどいときは朦もう朧ろうとしながら八時間ぐらい○海やってたことがある。


「確かにそれは病気ですね……」


　最近の格ゲーやシューティングは簡かん単たんながらストーリーもあったりして、創作意欲が湧わくんだけど、パズルはただ消しよう耗もうするだけだからなぁ。好きなんだが、触ふれてはならん禁きん断だんの果か実じつだよ、パズルゲーム。


「なんとなく家を出る理由はわかりましたけど……外で執筆するとはかどるんですか？」


　最初は「そんな違ちがいないやろー」と思ってたんだけど、大違いだね。


「そうなんですか!?」


　うん。基本的に俺が行くのは大型店てん舗ぽの茶店かマ○ドなんだが、ああいうところってほどよくざわついてて、それが案外集中力を高めてくれる。


「意外な感じがしますね」


　そうなんだよな。さらに、コーヒー一杯で粘ねばれる時間は、精神的に言って二、三時間がいいとこ。たぶん単なる自じ意い識しき過か剰じようだとは思うけれど、だんだん店員の目が気になってくるんだ。


「二時間粘るだけでも相当なものだと思いますけど……」


　おほん。で、まあそうなると、さっさとキリをつけて立ち去ろうと考える……すると、普ふ段だん発はつ揮きされない異常なほどの集中力が発揮されるんだ。


「な、なるほどー」


　で、締め切りが近くなるにつれ、こうした行こう為いを複数の店舗をはしごすることで繰くり返すわけだ。


「聞くだけで過か酷こくですね……」


　友達にもらったコーヒーのタダ券の束は、大変役に立ちました。ありがとう。でもタダ券でコーヒーだけはいくらなんでもセコイと思い、結局ポテトとかうっかり買ってしまうんだよなぁ……。


「コーヒー代より高いですよ、それ……」


　……うん。こんなところにも罠わなが。くそう。


「むしろ自分で罠をしかけてませんか？」


　う、確かに。


「早く仕事用のマシンを再さい建けんするといいような気がしますが……」


　その通りなんだが、時間がないから面めん倒どう臭くさくなって、すっかり放ほう置ちしてるんだよな。近いうちになんとか時間を作らねば……ああ、でも時間があったら息子むすこと遊びたいっ。


「悩なやましいところですね」


　自宅で作業してると、ついつい構ってしまうからなー。かわいいもんなー。


「息子さんがかわいいのはわかるのですが、そろそろ紙面が……」


　おお、本当だ！


『ソード・ワールド２．０』関係の告知もあちこちから頼たのまれているので、最後にいろいろ宣せん伝でんさせてください。


「夏はいろいろ出ますし」


　そうなんだ。まず、この本と同時に藤ふじ澤さわさなえによるリプレイ集『たのだん（富士見ドラゴンブック刊）』の三巻が発売されます。全編書き下ろしによる完結編なので、お見逃しなく！


　それから、ゲームファンには必ひつ携けいのアイテム、大型サプリメント『アルケミスト・ワークス』がＢ５版型という文も字じ通り大型書籍で富士見書房より発売！　新技能アルケミストが追加され、一いつ般ぱん技能やアイテム合成ルールなどもサポート。武器防具や魔法のリストが一式まとまって掲けい載さいされているのも、ゲーマーにはお薦すすめのポイントだ。


「データが見やすくなるのは嬉うれしいですね」


　続いて、今年の秋ごろには、なんとＮＩＮＴＥＮＤＯ　ＤＳ専用ソフトとして、『ソード・ワールド２．０』のゲームブックが登場！　ルールは簡かん略りやく化かされているけど、小説と同じラクシア世界を舞ぶ台たいに、伝でん統とう的ゲームブックスタイルで冒険が楽しめるぞ。


「本を読むみたいに縦たて持もちして、タッチペンでサイコロも振ふれるんですね」


　そして九月には秋田みやびの『新米女め神がみの勇者たち』第六巻も登場予定。『たのだん』キネティックノベルも秋には発売される予定で現在制作進行中だ。


「声優さんの公開オーディションも、盛せい況きようでしたね」


　ステージイベントは緊きん張ちようしたなぁ。でも楽しかったよ。いまから声が入るのが楽しみでしょうがない（笑）。


　それから、『ソード・ワールド２．０』のシステムデザインを手がけている田中公こう侍じによる新リプレイ、『マージナル・ライダー（富士見ドラゴンブック刊）』シリーズが九月からスタート！


「これも見逃せないタイトルです」


　内容は、ドラゴンライダーを目指す若者の成長物語。リプレイとしてもいろいろ趣しゆ向こうを凝こらしているので、ぜひ期待してください。


「本当に盛もりだくさんですね」


　このほかにも、水面下で進んでいる企き画かくは無数にあるんだが……まあ、それは第三巻のあとがき用に置いておこう（笑）。


　今回も、色んな人の応おう援えんと支援のおかげでどうにか乗り切れました。いろいろと心配をおかけして、申し訳ありません。


　それから、ファンレターをくださったみなさん、本当にありがとうございます。執しつ筆ぴつの励はげみになっております。キツいスケジュールも、みなさんの応援あればこそ、乗り越こえられるというものです。


「これからも応援のメッセージ、お待ちしております」


　それでは、次回第三巻でお会いしましょう！







二〇〇九年六月某日　京都の自宅にて　　　　　




北沢〝赤子型四足歩行軽戦車に住居を蹂じゆう躙りんされ中〟慶







『グループＳＮＥ公式ＨＰ』http://www.groupsne.co.jp/


『北沢慶個人サイト』http://www3.to/kitazawakei


『Ocelotホームページ』http://ocelot.product.co.jp/（キネティックノベル発売元）




ソード・ワールド2.0


剣をつぐもの２





北きた沢ざわ　慶けい
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